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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　きいイいいいいぃぃィン、こオおおおおおォぉぉん、

　　かアあああああァぁぁん、こおオおおおおぉぉォン……。




　歪いびつにひしゃげたスピーカーから、かすれたチャイムが鳴り響く。

　断末魔にも似たその音で、京きよう輔すけは突っ伏していた顔を持ちあげ、瞼まぶたを開いた。

「……………………」

　ほんの一瞬、自分がどこにいるのかわからなかったが、すぐ思い出す。

　思い出すと同時、激しい倦けん怠たい感かんと虚きよ脱だつ感かんが、あっという間に身体からだを満たした。

　寝癖だらけのボサボサ頭をかきつつ周囲を見回し、吐息する。

（……ハァ。なんで、こんなところに入学しちまったんだろう？）

　四方を囲むコンクリート打ちっ放しの壁は、所々ヒビ割れ、砕くだけ、陥かん没ぼつし――卑ひ猥わいで低俗な落書きの群れグラフイテイアートが、これでもかというほど書きなぐられていた。

『ＦＵＣＫ』『ブッ殺！』『死死死死殺殺殺殺』『１イ８ヤ７ナ８ヤ２ツ＋１イ８ヤ７ナ８ヤ２ツ＝３ミ７ナ５ゴ６ロ４シ』『ＳＣＨＯＯＬスクール ＫＩＬＬＥＲキラー』『久く瑠る宮みやたんを●したい』『←潰されるぞ？』『←手遅れ』『世界が平和になりま――』（血文字。中途半端に途切れている）などなど。

　毒々しい色使いで描えがかれたそれらは、床や天てん井じよう、机やイスにまで及および、荒こう廃はいしきった教室内を禍まが々まがしく彩っていた。窓には全て、黒くろ鈍にび色いろの太い鉄てつ格ごう子しがはめられている。

　しかし、何より異様でおぞましいのは、教室クラスではなく同級生クラスメイトの方だった。

　例えば、中央最前列の京輔――その、右隣に座っている男子生徒を見てみよう。

「あァ？　何見てンだ、テメェ……汚お物ぶつは消毒すんぞコラ」

　真しん紅くに染めあげられたモヒカンヘアーに、ピアスだらけの凶悪な面つら。

　黒い横じま模様のネクタイをゆるめ、着崩されたシャツの隙すき間まから、屈くつ強きような肉体がのぞいていた。ブレザーにスラックスという制服姿が、まったく似あっていない。

　外見からして、最も関わりたくない輩やからである。それでも、目があうなり立ちあがり、こうして胸倉をつかまれた以上、無視するわけにはいかなくなった。

　血けつ気き盛さかんにもほどがある。まさか、いきなりからんでくるとは……。

　額ひたいにたっぷり汗をにじませながら、京輔は精一杯の愛想笑いを浮かべて、

「ハハ……いやぁ、なんでもないっすよ？　すっげぇ奇き抜ばつなナリだったんで、つい目がいっちまったんだ。なんつぅか、こう……ファッションセンスが世紀末？　特に、髪型。まるでトサカじゃん。よく似あってると思うぜ！　頭の中身もニワトリっぽいアンタにピッタリなんじゃねぇかな？　ハハハ……ってことで、そろそろ離してくれよ」




「あアアアァーン!?　ブチ殺すぞ、テメエエエエエエェ!?」




　相手を怒らせないよう言葉を尽くした京輔の努力は、木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕された。

　甲かん高だかい雄お叫たけびとともに、筋骨隆々とした腕が、京輔の身体を吊つるしあげる。

　イスから尻が浮き、怒りに目をむくピアスまみれの強こわ面もてが、くっつきそうな距離まで近づけられた。――だが、京輔はひるまない。

「……ああ、悪かったよ。悪かったから、落ち着けよ。――な？　こんなところに無理やり放りこまれて、こちとら気が立ってんだ…………」

　笑みを消し、至近距離からメンチを切り返す。

　鼻白んだ相手の額に、自分の額をガツンッとぶつけ、

「言っとくけどなぁ……半殺しで済ませる余裕はねぇぞ、モヒカン野郎!?」

　瞬間、それまで静観していたクラスメイトが、激しく騒ぎ出した。

　そろいの学生服に身を包んだ少年少女たちは、歳としこそ同年代に見えるが、それ以外はまったく不ぞろいな――外見、雰囲気、反応をしている。

「イイぞオメェら、殺やれ殺れェ！　ちょうど退屈してたところだ。派手に頼むぜェ!?」

「入学そうそう、血の気けの多い方々ですねぇ……ふふ。巻きこまないでくださいよ？」

「ヒッ、ヒヒヒ……ペンチで爪を一枚一枚はがして……それから、指を一本一本……」

　あおり、うそぶき、意味不明なひとりごとを呟つぶやく男子もいれば、

「た、たたたた、大変ですぅ！　だ、だだだだ、誰だれかあああぁ！　誰か止めてぇ～!?」

　目を回してアタフタしている、気の弱そうな女の子もいた。

　あるいは、教室内の空気を完全無視して脚を組み、「……ふわぁ」とあくびをかみ殺しながら、「……だる」とのんびりマニキュアを塗ぬる女子などもいる。

　見れば見るほど、統一感がない。

　だが、京輔は知っていた。この学校に入学させられた時点で、この教室に集められた時点で――マトモな奴など一人もいないということを。

　ならば、京輔も異常者なのか？　答えは、断じて「否」だ。

　京輔はうなる。ありったけの怒りとイラだちをこめ、クラスメイトの面をにらんだ。

　こんな奴らと一緒にされてたまるか、と。心の底から嫌悪し、侮ぶ蔑べつする。

　――それだけの『理由』が、奴らにはあった。

「来いよ、モヒカン。そのブサイクな顔、整形してやる……オレの拳でな」

「あァ!?　ンだとォ、テメェ……もう限界だ！　我慢ならねェ。ブチ殺してやる！」

　左腕で胸倉をつかんだまま、モヒカンが右腕を振りかぶる。

　ゴツゴツとした拳が握りしめられ、思いきり――。




　ガラガラガラガラ……ピシャンッ！




　そのとき、教室前方のドアが開き、一人の女性が現れた。

　書類の束を小脇に抱かかえ、ブランド物のスーツをまとった彼女は、恐らく教師。

　このクラスの担任なのだろう。にしても、若い――どころか、あまりに幼すぎた。

「……おい。貴様ら。何をしている？　まとめて調教されたいか？」

　硬直する京輔たちをにらみつけ、ドスを利かせるおかっぱ頭の可愛らしい女の子。

　身長は百四十センチ前後といったところか。スーツの代かわりに子供服を着せ、書類の束をランドセルに換えれば、そのものズバリ小学生だった。

「「……………………」」

　しばしの間、なんとも言えない沈黙が降りる。――やがて、

「プッ。調教～ォ？　お嬢ちゃんが～ァ？　すごいでちゅねェ～。ギャハハハハ！」

　京輔から手を離したモヒカンが、指をさし、腹を抱えて笑い始めた。

　女の子の眉まゆがピクンッと吊りあがる。背伸びをして「よいしょ」と書類を置いた後、教卓にもたれ、おかっぱ頭の毛先を面倒そうにいじくりながら、

「ふむ……まぁ、初日だからな。一度くらいは見逃してやろう。わたしの気が変わる前に、その耳ざわりな哄こう笑しようを止やめろ……わかったな？　さもなくば、問答無用で調教だ。口答えは一切許さん」

「ププッ。ヘェ、おもしれェじゃん。やってみろよォ!?　けど、その前に……」

　分厚い唇くちびるを舐なめ、モヒカンが自分のイスを両手でつかむ。

「あっ」と思う暇ひまもなかった。頭上にイスを掲かかげたモヒカンが、机を踏みつけ跳躍し、女の子に襲いかかる。躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも、加減も容よう赦しやも――一切なかった。

「泣き叫んで逝いっちまいなァ、お嬢ちゃん！　ヒャッハアアアアアアァ！」

　眼下のつむじ目がけて、振り下ろされるイス。あちこち凹へこんだスチール材の一撃が、女の子の小さな頭ず蓋がいをカチ割る――かと思われた、次の瞬間。

「ふんっ。バカが……泣き叫ぶのは貴様の方だぞ、モヒカン？　――死にさらせ」

　ピアスが光る鼻っ柱に、どこからともなく鉄パイプが振るわれた。

　ぼぎんっと重い打撃音。「ぶぎゃっ!?」と濁った悲鳴を漏もらし、モヒカンがイスごと叩たたき落とされる。鮮血が散り、女の子の白く柔らかそうなほっぺを汚した。

「やれやれ。躾しつけがなっていないようだな、躾が。……まぁいい。今からわたしがたっぷり教えこんでやる。……何を？　恐怖と忠誠心を、だよ。もしかしたら死ぬかもしれんが、構わないだろう？　……おい貴様。返事はどうした？　返事はああああああァ!?」

　女の子が再び、手にした鉄パイプを振るう。

　鼻を潰つぶされ、のた打ち回るモヒカンに近づき、何度も何度も何度も何度も、執しつ拗ように。

　真まっ赤かに染まった頰ほおを歪ゆがめて、さも愉たのしげに。

「……………………は？」

　気がつくと、京輔はその場で腰を抜かしていた。

　生徒の中から「ひいっ!?」と短い悲鳴があがり、教室内の空気が凍りつく。

「なんだ、コレ……なんなんだよ、コイツ？　なんで教師が、こんな……」

　へたれこんだ京輔からは、机とイスが邪魔で詳くわしい様子はうかがえなかったが、女の子が鉄パイプを振るうたび「や、やめ――」「あべし!?」「目が！　目があああァ!?」という絶叫がこだまし、周囲に新たな血痕が生まれた。

　ぼぎんっ。ぼぎんっ。ぼぎんっ。ぐしゃっ！　…………。

「……むぅ？　どうやら失神したか。それとも死んだ？　どっちでもいいな」

　血と脂あぶらにまみれ、ひしゃげた鉄パイプを担かつぎ、女の子が教卓に戻る。

「おいそこ。いつまで座りこんでるつもりだ？　――貴様も、調教されたいか？」

　すっかり放心していた京輔は、その言葉で我に返って、頭上を仰あおいだ。

　クリクリとした愛らしい瞳ひとみが、ギラギラとした光を宿し、京輔を見下ろしている。

「…………ッ!?」

　今立ちあがらなければ、間違いなく『殺される』と感じた。

　イスを支えに身体を起こすと、上半身をはいずるように押しあげ、席につく。

（た、助かった……）そう思い、京輔が胸をなで下ろした、直後。

「おい貴様。返事はどうした？　返事はああああああああああああァ!?」

「は、はいいいいいいいいいいいいぃ!?」

「……はい？　そうか、そんなに調教されたいか」

「えっ」

　ほっぺに飛んだ返り血を舐め、サディスティックな笑みを浮かべる女の子。

　理り不ふ尽じんすぎる物言いだった。京輔は、死に物狂いで首を左右に振りまくる。

「ち、違いますッ！　素直に従うって意味です、先生！　誤解っすよ、誤解！」

　血の海と、そこに転がる人影には脳内モザイクをかけ、意識の外へしめ出した。

　必死の思いで弁解する京輔に、女の子は「……ふんっ」と鼻を鳴らして、

「……まぁいいだろう。大目に見てやる。今、貴様がわたしに対して抱いだいている感モ情ノ、それが恐怖だ。よ～く覚えておくがいい。ククク……他の奴らも学んだか？　この学院でわたしに歯向かうと、漏れなく『血まみれの肉塊こういうこと』になる。命が惜おしくば逆らうな！　したがえっ！　へつらえっ！　ひざまずけっ！　この、穢けがれたブタ野郎どもォ！」

　舌っ足らずなロリータボイスで一喝し、女の子が鉄パイプを振り下ろす。

　こびりついた血肉が辺りに飛び散ると、嫌でも先ほど見た光景が思い起こされた。

　誰もが絶句し縮ちぢこまる中、左隣の女子だけが「はぁ～い」とやる気のない返事をし、紅あかく彩られた爪に、ピンセットでラインストーンやスワロフスキーを乗せている。

　――それ以外は、静せい寂じやく。

　常じよう軌きを逸いつした暴力によって、空気までもがブチ殺されていた。




「……さて。自己紹介が遅れたな。わたしの名前は久く瑠る宮みや聖ひじり。今日から一年間、貴様ら一年Ａ組の面倒を見ることになる、担任の先生だよ。好きな言葉は『屈くつ服ぷく』と『支配』。嫌いな言葉は『ガキ』と『チビ』。こう見えても、華の二十代だ。夜よ露ろ死し苦く」




　最後に耳を疑うような事実が明らかとなったが、誰も反応しなかった。

　この女の子――久瑠宮の神経を逆なでしたら、どんな目に遭わされるかわからない。

　静まり返ったクラスの反応を確かめ、久瑠宮が「……ほぅ？」と目を丸くする。

「今ので噴ふき出す奴がいたら、たっぷり調教してやるつもりだったが……つれないじゃないか。ククク……わたしとしては物足りないが、ひとまず及きゆう第だい点てんをくれてやろう」

　そこで一いつ旦たん口を閉じ、久瑠宮がゆっくり教室内を見回した。

　クラスメイト一人一人の顔を順番になぞり、ガタガタ震える京輔の目をたっぷり十秒見つめた後で、ふいに「ニコッ」と頰をゆるませ、満面の笑顔。

　しかし、その目は微み塵じんも笑っていなかった。

　久瑠宮は、唱うたうように告げる。

　鎮ちん魂こん歌かにも似た賛さん美び歌かを贈る。




「我らが学まなび舎や《プルガトリウム更こう生せい学がく院いん》へようこそ――殺人鬼ども」





















　神かみ谷や京きよう輔すけはごく普通の少年である。少なくとも、本人はそう思っていた。

　外見普通、成績普通、運動神経普通の三拍子。趣味は、音楽鑑賞とゲーム。

　半年後には市内の中学校を卒業予定で、希望進路は可もなく不可もない、近場の中堅公立高校だ。そんな、普通の十五歳である京輔は、今――。

「……………………」

　打ち棄すてられ、半なかば廃はい墟きよと化した倉庫の中にいた。

　黒のジャージに寝癖だらけの黒髪。ズボンのポケットに両手を突っこみ、緊張感に満ちた険けわしい瞳ひとみを、無言でぐるりとめぐらせる。

　一、二、三、四……合計十二人。ひと目でチンピラだとわかる、派手な私服姿の青年たちが、金属バットやチェーン、バールや角材を手に、京輔を取り囲んでいた。

　その中の一人、リーゼントにスカジャンを着た青年が、真正面から京輔をにらむ。

「テメェがうわさの《虐殺王スレイヤー》……《百万人殺しメガデス》の神谷京輔か」

「…………いや、違うけど。オレは、普通の神谷京輔だ」

「普通!?　テメェが普通だと!?　ハッ。寝言は寝てから言いやがれってんだ！」

　鼻で笑うリーゼントに、他の奴らが「そうだそうだ！」と乗っかった。

　だが、京輔が「……あァ？」と視線を向けた瞬間、「ひぃ!?」「こ、殺さないで！」とあっという間に萎い縮しゆくする。半泣きになる者、その場で土下座を始める者もいた。

　尋常ではない怯おびえっぷりである。するとすかさず、リーゼントが声を張りあげ、

「お、おまっ、お前らァ！　ビ、ビビビビ、ビビってんじゃねーぞ！　あ、相手は一人なんだ……い、いいいい、いくら《音速連合ソニツク・シンデイケイト》の神谷といえど、勝ち目は――」

「それは、オレがこの前潰した族の名前だろーが。一緒にすんなボケ」

　バシッと相手を軽くはたいて、ツッコむ京輔。瞬間、

「ぎゃあああああああああァ!?　腕が!?　腕がああああああああああああァ!?」

　二の腕を押さえて絶叫し、リーゼントがアスファルトを転がり始めた。

　わめき散らしてもだえる姿を見、京輔は「……はいはい、出たよ」と呆あきれ返る。

　これは恐らく、チンピラ得意のオーバーリアクション。すれ違いざま肩をぶつけて、『やべーわ。骨折れちゃったわ。やべーわぁー』という常じよう套とう手しゆ段だんだろう。

　少し強めに叩いたくらいで、腕がどうにかなるはずもない。

　――しかし。

「喪も部ぶさあああああああああぁん!?　クッ……バカな！　あの喪部さんが一撃で!?」

「う、腕がポッキリ逝いってやがる……なんて力だ。コイツ、本当に人間か……!?」

「おいオマエら、一斉にかかるぞ！　喪部さんのカタキだ。袋にして、殺やっちまえ！」

　チンピラたちはリーゼントの三文芝居に気づいていないのか、仲間をやられた怒りで殺気だっていた。なんとも、めでたい連中である。

「……やれやれ。あんまり、手荒な真似はしたくねぇんだけどなぁ」

　もはや、話しあいで穏おん便びんに済ませられるような状況でもなくなってしまった。

「ひいいいぃん……痛い……痛いよう、ママぁ……ぐすん」

　仲間に介かい抱ほうされながら、さめざめと泣くリーゼント。その泣きっ面つらをジト目でにらみ覚悟を決めた京輔は、おもむろに屈くつ伸しん運動を始める。それが終わると、次は伸しん脚きやく。

「こうなっちまったもんは、仕方ねぇ……やるからには、本気でいかせてもらうぜ？」

　腰、肩、首……と順番に回していきながら、改めて周囲のチンピラたちを眺ながめた。

　得物を手にした奴が七人、丸腰が四人。対してこちらは、丸腰が一人。

　どう考えても劣勢だったが、問題はない――。

　震えているのは京輔ではなく、チンピラたちの方だった。

　悠々と準備運動を終え、京輔は不敵な笑みを浮かべてみせる。

「……どうした？　さっさとかかってきな。全員まとめて、改心させてやっからよ」





×　×　×






「もぉーっ！　お兄ちゃん、またケンカしたでしょ!?　ランニングをしに出かけただけなのに、どうしてそうなっちゃうかなぁ……もう外出禁止にしちゃった方がいい!?」

「…………すまん、綾あや花か」

　帰宅するなり玄関口でお叱しかりをもらい、京輔はしょんぼりうなだれていた。

　すっかり覇気を失なくした顔は、擦り傷だらけの痣あざだらけ。もともと黒かったジャージは、土ぼこりで白く染まっている。怒られても仕方のない有あり様さまだった。

「だけど、ケンカを売ってきたのはアイツらの方で……コンビニ前でたむろってたから、軽く注意をしただけなのに『ツラ貸せや』とか因いん縁ねんつけてきやがって、それで――」

「コラそこ、いちいち言いわけしないっ！」

　おたまで、ぽこんっと頭を叩かれる。

　腰に手を当て、頰ほおをふくらませた少女が、責めるような目で京輔を見あげていた。

　紫チェックのリボンで結ゆわえたツインテールに、同色のエプロン。

　――神谷綾花。今年で十三歳になる、京輔自慢の妹だ。

「まったくもぉ……すっごく心配したんだからね？　コンビニまで歩いて五分もかからないのに、一時間も経たってるし。まさかと思ってみれば、またケンカだし……」

　うるんだ瞳で上うわ目め遣づかいに見つめられ、京輔は慌てた。

「わ、悪かったよ……悪かった！　今度からはマジ自重すっから……」

「うん。この前もそう言ったよね？　でっかい暴走族の集会に、一人で乗りこんでったとき。お兄ちゃんは、綾花をどれだけ心配させたら気が済むのかな？　どんなにケンカが強くても、無茶ばっかり繰り返してたら……いつかきっと、取り返しのつかないことに巻きこまれちゃうんだからね。わかってるのかな!?」

「あ、ハイ……マジすみませんでした。今度こそは気をつけます、マジで……」

　ひときわ強い口調でまくしたてられ、京輔はいよいよ本気で頭を下げる。

　綾花の言葉がもっともすぎて、返す言葉が見つからなかった。

　兄としてのふがいなさに落ちこむ京輔の頭上で、綾花が溜ため息いきをこぼす。

「……まぁ、いっか。無事に帰ってきてくれたわけだし。全身、傷だらけだけど」

　安あん堵どに満ちた、穏やかな声。面をあげると、綾花が優しく微笑ほほえんでいた。

　なんだか妙に小こっ恥ぱずかしくなって、京輔は思わず顔をそむける。

「フンッ……こんなん、かすり傷だっつーの。つばでもつけときゃ治んだろ？」

「あ、本当に？　じゃあ、そうしちゃおっか」

　――ぺろっ。















「ひゃあ!?　ちょっ……何してくれやがる!?　い、いきなり頰を舐め――」

「つばつけとけば治るんでしょ？　 『ひゃあ!?』だって！　可愛い反応だなぁ」

「…………うるせぇよ」

　舌が触れた頰に手を当て、恨うらめしげな目を向ける京輔。

　チンピラたちを震えあがらすその眼光も、妹相手にはまったく通じない。

　綾花はイタズラっぽくウインクを返し、薄桃色の舌をのぞかせて、

「兎とにも角かくにも、お兄ちゃん。傷はきちんと消毒しなくちゃだめだよ？　服も洗濯しなきゃだし……あ、先にお風呂入る？　それとも夜ご飯？　……そ、それとも、ア――」

「言わせねぇぞ!?　――綾花にする？　だなんて、絶対言わせねぇからな!?」

「えっ。何言ってるの、お兄ちゃん？　綾花は『アイスにする？』って言おうとしたんだよ？　そんなに綾花とイチャイチャしたいのかなぁ？　クスクス」

　わざとらしく首を傾かしげた後で、綾花が可お笑かしそうに笑った。

「……おいコラ。お前、絶対はかったろ？　露ろ骨こつにモジモジしやがって」

　妹にからかわれた京輔は、口をヘの字にひん曲げる。

　とはいえ、怒っているのではない。気を抜けばゆるみそうになる口元を、無理やり引きしめようとしているだけだ。

　帰宅直後はピリピリしていた空気が、今やすっかり和やわらいでいた。

　ケンカを終えて帰ってくるたび、思い知らされる。

（やっぱ、綾花はすげぇよな……オレにもこういう才能があれば、無駄なケンカを避さけられんのに。そうすりゃきっと、綾花を心配させることだって――）

　呟つぶやき、京輔は密ひそかに拳を握りしめた。

　この世の『悪』から大事な家族を守ろうと、夢中で研とぎ澄すましてきた拳。

　綾花をいじめる悪ガキをなぐり、綾花に言い寄るヤンキーをなぐり、その報ほう復ふくに乗りこんできたチンピラをなぐり、そのまた報復に呼ばれたゴロツキをなぐり……。

　いつしか、京輔は《虐殺王スレイヤー》や《百万人殺しメガデス》などと呼ばれるようになっていた。

　仰ぎよう々ぎようしい異名レツテルに惹ひかれてやってくるのは、血けつ気き盛さかんな荒くれ者ばかり。

　おかげでそれ以外の人々からは恐れられ、とりわけ女子には、京輔が話しかけるだけで怯えられる始末……。告白したら土下座で謝られたのは、軽いトラウマだ。

　そんな京輔相手に臆おくせず接してくれる異性は、妹である綾花くらいなものだった。

「……さて、と。それじゃあ、お兄ちゃん。綾花はそろそろ、キッチンに戻るね」

　エプロンの紐ひもを結び直した綾花が、おたまを構え、元気に気炎を吐く。

「ママたちは、またしばらく海外出張でいないし……綾花がしっかりしなくっちゃ！　お兄ちゃんはとりあえず、傷の消毒でもしてて？　あとちょっとで、ご飯できるから」

「お、おう……いつもワリぃな。世話かけちまって」

　十二歳とは思えないほどしっかり者の妹に、京輔はまったく頭があがらない。何かと多忙な両親に代わって、通学しながら家事全般をこなしてくれているのだ。

　揉もめごとばかり起こしている不ふ肖しようの兄とは、大違いだった。

　しかし、綾花は――。

「アハハ。本当に、世話のかかるお兄ちゃんだよね。綾花がいなくちゃダメダメなんだから……でも、それは綾花も同じだよ？　お兄ちゃんが守ってくれるから、綾花は笑顔でいられるんだもん！　これからも綾花のそばにいて、いっぱい世話を焼かせてね？」

　ほんのり頰を上気させ、無邪気に微笑んでくれる。

　どうしようもない京輔のことを、必要としてくれている。

　だから、京輔は――。

「ああ、もちろんだ。ずっとお前のそばにいて、たっぷり世話を焼いてもらうよ」

　このかけがえのない日々が、永遠に続けばいいと願っていた。





×　×　×






『次のニュースです。先ほど午後六時過ぎ、大おお槻つき市東区にある空あき倉庫の中で、二十歳前後と見られる男性数名が、何者かの手により殺害されているのが発見されました』




　白とベージュで統一された内装の、清潔なダイニングルーム。

　食卓につき、綾花お手製ロールキャベツを頰張っていた京輔は、

「――ぶっ!?」

　噴ふいた。それから、盛大にむせた。

　身体からだを折って、せきこむ京輔。向かいの綾花が血相を変え、立ちあがる。

「お兄ちゃん!?　ちょっと……だ、大丈夫!?　まさか綾花、料理に何か変なもの――」

「ち、ちが……レビの……ニュ……ス……」

「えっ……何？　テレビのニュース？　テレビのニュースが、どうかした……？」

　イスを蹴倒し、大慌てで回りこんできてくれた綾花に、液晶画面を指さした。

　そこに映っているのは、古い空き倉庫。ほんの数時間前、京輔がチンピラたちに連れて行かれた場所だ。そこで殺人事件があった……だと？　――しかも、




『発見された遺体の数は、全部で十二。遺体はいずれも損そん傷しようが激しく、鈍どん器きでなぐられたような痕あとがいくつも見つかっています。また、倉庫内には犯行に用いられたと思おぼしき多数の金属バットや鉄パイプなどの凶器が散乱しており、警察は、男性たちがなんらかのトラブルに巻きこまれた恐れがあるものと見て、調べを進めています』




「う、噓うそ……ここって、ウチの近くだよね？　歩いて二十分くらいの……」

　食い入るように画面を見つめ、綾花が呆ぼう然ぜんと漏もらす。

　京輔はまったく反応できない。状況を整理するので精一杯だった。

　ほんの数時間前までいた場所で、京輔がボコボコにした男たちが全員、死体となって発見された……だと？　――バカな。いくらなんでもあり得ない。

　おかしいだろう？　これではまるで、京輔が……。




　彼らをまとめて倉庫に閉じこめ、あの手この手で殺し尽くしたようではないか。




「……ねぇ、お兄ちゃん。どうしたの？　さっきから、すっごく顔色が悪いよ？　もしかしてとは思うけど……まさかお兄ちゃん、この事件のこと――」

「知らねぇ！　オレはなんにも、知らねぇんだよッ！」

　自分でもびっくりするほど、大きな声が出た。

「…………っ!?」

　その剣けん幕まくにひるみ、綾花が身をすくませる。

　しかし、すぐさま立ち直り、混乱する京輔に取りつくと、

「落ち着いてよ、お兄ちゃん！　綾花は全然、これっぽっちも疑ってないよ？　ただ、何か事件に巻きこまれたんじゃないか心配で、それで……」

「――――――――」

「お願い……教えて？　今日、お兄ちゃんはあの倉庫にいたの？　あの倉庫で何があったの？　ゆっくりでいいから、綾花に話してもらえないかな？」

　京輔の背中を優しくなでながら、語りかけてくる綾花。

　どこまでも献けん身しん的てきな妹に、京輔の心が徐じよ々じよに落ち着きを取り戻していった。

　テレビに映るキャスターは、とっくに別のニュースを読みあげている。

「あ、ああ…………ワリぃ。もう大丈夫だ、綾花……すまん」

「ううん、綾花は気にしてないよ。それより、訊ききたいんだけど……」

「今日あったこと、だよな？　……話すよ、綾花。あのとき、オレは――」

　――京輔は語った。

　連れこまれた空き倉庫の中で、十二人のチンピラを一人で返り討ちにしたこと。武器は一切使わず、素手だったこと。もちろん、誰も殺していないこと。ケンカの後は満まん身しん創そう痍いのチンピラたちを残し、すぐに現場を立ち去ったこと……。

　ほどなくして、話を聞き終えた綾花の顔は、いつになく強こわ張ばっていた。

「それってつまり、お兄ちゃんがいなくなった後、誰かが空き倉庫を訪れて、その人たちを殺害した……ってことだよね？　警察に相談した方がいいんじゃ……」

「ん……ああ、そうだよな。ちょっと一回、銭ぜに形がたさんに話してみるわ」

　ポケットから携帯電話を取り出し、顔馴な染じみである刑事の連絡先を呼び出す。

　不本意ながら、トラブルに巻きこまれることの多い京輔が、しばしばお世話になっているベテラン刑事だ。やたらと誤解を受ける京輔の、数少ない理解者でもあった。

　深呼吸の後、京輔が発信ボタンを押そうとしたとき。




　ぴいイいいいいぃぃィン、ぽオおおおおおォぉぉん、

　　ぴイいいいいいィぃぃん、ぽおオおおおおぉぉォン……。




「あれ？　こんな時間に誰だろ……ママたちからの宅配便かな？」

　故障でもしているのだろうか、音の外れた呼び鈴が鳴る。

　瞬間、走り抜ける悪寒。喩たとえようもなく、嫌な――ひどく厭な予感がした。

「待て、綾花！」

　だから京輔は、玄関に向かおうとする妹を制し、

「…………オレが出る。お前はここで待ってろ。いいな？」

「お兄ちゃん……？　う、うん……わかったよ」

　京輔のただならぬ様子が伝わったのだろう、緊張した面おも持もちでうなずく綾花を残して玄関へ向かう。廊下を進むにつれて、嫌な予感はますますふくらんでいった。

　このタイミングで京輔の家を訪れるということは、恐らく……。

「夜分遅くに失礼します。神谷京輔くん、ですね？」

　黒い革ジャンを着た男――刑事が、背後に部下を従えて、玄関口に立っていた。

　掲かかげていた手帳をしまい、険しい視線を京輔へと向ける。

　丁てい寧ねいな物腰とは裏腹に、全身からにじみ出ている威圧感は、京輔が慣れ親しんでいる同業者の比ではなかった。

　捜査一課――殺人事件を担当している刑事の、それは獲え物ものを追いこむ狩人の目だ。

　男の重たい注視を受けて、嫌な予感が一気にふくれあがる。

　渇かわき、粘ねばつく喉のどを鳴らすと、京輔はなんとか言葉をつむいだ。

「え、ええ……オレが神谷京輔です、けど……」

「今、お時間はよろしいですか？」

「あ、はい……構いません。ちょうどさっき、近所の空き倉庫で起きた事件について、オレの方から連絡しようとしてたんで……」

「ふむ……それならば、結構。お話は、署で詳くわしく聞かせていただきましょうか」

　言うなり、男が手錠を取り出し、京輔の手首にはめる。

　――カチャリ。硬く冷たい音がした。

「………………………………は？」

　自分が何をされているのか、理解できない。

　汚物でも見るような目が、京輔を真っすぐ射い貫ぬいている。

「あー……あの、刑事さん？　コレは一体、なんの冗談――」

「神谷京輔」

　名前を呼んで、男は告げた。

　京輔が今まで積みあげてきた努力を、平穏を、幸福を。

　問答無用で突き崩すような、無む慈じ悲ひで不条理極まる終わりの言葉を。




「大槻市東区にある空き倉庫の中で、十二人の男性が殺害された事件――その容疑者として、貴方あなたを緊急逮捕します」





×　×　×






「……と、いうわけで。この《プルガトリウム更こう生せい学がく院いん》一年Ａ組に集められた貴様ら十六名は皆、多かれ少なかれ、必ず人を殺している。辺りを見回してみろ。視界に映るクラスメイトの全員が、同族殺しの同属だ。外見からして凶悪そうな輩やからも、人畜無害に見える輩も、一人残らず全員な。ククク……三年間、せいぜい仲良くするがいい」

　教壇の上から生徒たちを見下ろし、久く瑠る宮みやは語る。

　相変わらず高圧的な、それでいて甘く舌っ足らずなロリボイスを聞きながら、京輔は机の下で拳を握りしめていた。

　ともすれば叫び出したい衝動をこらえ、必死に押しこめる。

（……仲良くする？　こんな奴らと仲良くするだって!?　冗談じゃねぇ！）

　クラスメイトが互いの様子をうかがいあう中、京輔はうつむき、震えていた。

　自分と同じ空間に、十五人もの人殺しがいると思うと、恐怖で頭がおかしくなりそうだ。――否いな、正しくは十四人か。血の海に沈んでいたモヒカンは先ほど、白衣をまとった医療班らしき人たちが、慣れた手つきで担たん架かに乗せ、運び去っていった。

　あのモヒカンも殺人犯なのだろう。そんな相手のケンカを買おうとしていたなんて、今思えばゾッとする。もし久瑠宮がいなければ、担架で運ばれていたのは京輔の方かもしれなかったのだ。未成年の犯罪者が集められる学校――とだけ聞かされていたから、てっきり少年院のような場所かと思っていたのだが、甘かった。

　よりにもよって、生徒全員『人殺し』だとは。想定外にもほどがある。

（最悪だ……マジでやべぇよ、この学校。どいつもこいつも、イカれてやがるぜ）

　こんな狂人だらけの学まなび舎やに、京輔みたいな一般人がいていいはずがない。

　殺人犯として逮捕されたのも、有罪だと判決されたのも、こうして無理やり入学させられたのも……。全て何かの手違いであり、間違いなのだから。

　――とはいえ、もはやどうしようもなかった。

　実際に入学してしまった以上、久瑠宮や他の生徒たちから見れば、京輔も立派な殺人犯の一人。つまりは、同類なわけで……。

（狼おおかみの群れに放りこまれた羊ひつじの気分だぜ、こりゃあ……）

　ただの一般人だとバレたらバレたで、マズイことになりそうな気がする。

　あざけられるか、虐しいたげられるか――最悪、寄ってたかって殺されかねない。

（ひとまず、オレも奴らと同じ人殺しのフリをしとくか？　バレねぇように……）

　そう思い、京輔が身体の震えを、文字通り『死ぬ気で』押さえこんでいると、

「それじゃあ、今から一人ずつ前に出て、自己紹介をしてもらおうか？　名前と年齢、殺した人数、殺し方、動機などを……まぁ適当に話せ。持ち時間は三分だ。出席番号順に始めろ。尚なお、フザけたことを吐いた奴には、たっぷり血ち反へ吐どを吐かせてやるからな」

　鉄パイプで首の後ろを叩きながら、久瑠宮が教卓を離れる。

　振るえばすぐに凶器が届く距離で、威圧感を放ちまくっていた。

　自己紹介者のプレッシャーは、かなりのものになるだろう。

　しかも、京輔にとって厄やつ介かいなのはそれだけではない。

　――殺し方と動機の説明である。実際は一人も殺していないのだから、でっちあげて言及するしかなかった。対して、自己紹介を聞く生徒は全員、人殺しの経験者……。

　果たしてうまくやり過ごせるかどうか、京輔が不安に押し潰されていると、

「…………ふわぁ。めんどくさ」

　あくび混じりに呟いて、左隣に座った女子生徒が立ちあがる。

　どうやら彼女が一番手らしい。ネイル道具を机に放り、さも気だるげに教卓へと向かうクラスメイトは、こうして改めて見れば、とんでもない美少女だった。

　白くなめらかな肌に、整った鼻び梁りよう。ポニーテールに結われた髪は赤あか錆さび色いろで、わずかにウェーブがかっている。髪と同じく赤錆色の目は、瞼まぶたが半分下りており、うっすら化粧の施ほどこされた頰に、まつ毛の影を落としていた。

　身体は、スレンダーだが背丈のあるモデル体型。短いスカートから伸びる脚はスラリと美しく、白黒ボーダーのニーソックスが、魅惑の絶対領域を生み出している。

「……………………」

　先ほどまでとは別種の緊張で、京輔はゴクリと生つばを吞のんだ。

　せっかく隣の席なのだから、話しかけてみるのもいいかもしれない。

　そんな下心はしかし、自己紹介を聞いた瞬間、完かん膚ぷなきまで玉ぎよく砕さいされた。




「紅あか羽ばね鋭えい利り、十五歳。殺した奴は……六人ですね」




　少女――鋭利が、しれっと吐き捨てる。

「…………ッ!?」教室内がざわついた。久瑠宮までもが「ほぅ？」と舌を巻く。

　口に出された殺害人数は、皆にとっても衝撃だったらしい。それもそのはず、まさかこんなに可か憐れんな少女が、六人もの命を奪うばった殺人鬼だとは……。

「…………ハァ。だる」

　一方、当の本人はというと、教室内の空気に構わず、超然と突っ立っていた。

　作業途中のネイルに視線を落としつつ、億おつ劫くうそうに先を続ける。

「……刃物で喉のどをかっ斬きりました。普通に。理由はありません。別に。あったとしてもいちいち覚えてませんけど。だから、理由はありません。……以上？　そんな感じで、よろしくお願いします」

　最後を「……ふわぁ」と生あくびでしめくくり、鋭利が教壇を降りた。

　京輔は思う。――この女子生徒にだけは決して関わってはならない、と。

（マジかよ……超やべぇじゃん、コイツ。見た目にだまされちまうところだったぜ）

　席につき、再びネイルをいじり始めた鋭利を横目に、冷や汗をぬぐった。

　頰を叩いて、気分をリセット。たるんだ意識を引きしめ直す。

（クラスメイトは全員人殺し、だもんな。一見、どんなに無害そうでも……）

「……おい、次の奴。何をしている？　さっさと教壇にあがれ！　調教されたいか!?」

　そのとき、久瑠宮のイライラした声が、教室内の空気を揺さぶった。

　――ガタンッ！　左斜め後ろの席から、慌てて立ちあがる音。

「ひいっ!?　す、すすすす、すみまちぇんっ！　あわわ」

　直後、派手にバタバタ上履きを鳴らし、横をすり抜けていったのは、

「ほ、本当にすみませ……ぼ、ぼぼぼぼ、ボーっとしてて！　はわわわわ」

　――栗くり毛げショートの小柄な女の子だった。小動物を思わす外見と、歯切れの悪い口調からして臆病そうな彼女は、久瑠宮の怒声に随ずい分ぶんと動揺しているようだ。

　何度も転びかけながら、やっとの思いで教壇にあがる。

　涙でうるんだ亜あ麻ま色いろの瞳を右へ左へ、落ち着きなくさまよわせ、

「え、えと……あの、その……う…………生まれてきちゃって、ごめんなさい！」

　勢いよくお辞じ儀ぎ。――ゴチンッ！　と教卓におでこを叩きつけた。

　水を打ったように、静まり返る教室。

　教卓に額をピッタリつけたまま、女の子は動かない。――やがて、

「うっ……うぇ……ふええええええぇ……」

　硬直していた女の子の身体が、小刻みにプルプルし始める。

　こりゃ泣くな――と京輔は思った。瞬間、久瑠宮が鉄パイプを構え、

「泣いてみろ。貴様の頭蓋を粉砕するぞ？」

　完璧なる無表情で脅おどす。低く、乾いた声だった。

　震えていた女の子の身体が、ビクッと一ひと際きわ大きく跳はねる。

　女の子は、恐る恐るといった様子で顔をあげると、

「も、もうどっぐに……泣いてまづよぅ……ずびばぜえええぇん……ひっく」

　涙を滂ぼう沱だとあふれさせ、言った。

「…………ほぉ」

　久瑠宮の頰が、ヒクッと痙けい攣れんするように動く。

　あ、終わったな――と京輔は思った。誰もがそう思ったことだろう。

　女の子が「ひいいいっ!?」と頭を抱えこみ、キツく目を閉じる。

「ふぅ……わかった。そういうことなら、仕方あるまい？」

　嘆たん息そくの後のち、振り下ろされる鉄パイプ。

　骨をも砕く一撃が、うなりをあげて宙を切り裂き、

「――自己紹介を続けろ。残り一分と四十六秒だ」

　鉄パイプの先端は、女の子の頭を腕ごと砕く寸前で、止められていた。

「………………う？」

　女の子が、うっすら瞼を開く。

　その頃にはもう久瑠宮は鉄パイプを担かつぎ直していて、半歩後ろに下がっていた。

　目を白黒させる女の子に向かい、ドスを利かせたロリータボイスですごむ。

「おい貴様。何をしている？　自己紹介を続けろ。――いくらチビでも、次はない」

　なぜ見逃したのかと思ったら、自分と同じロリっ娘こびいきだったらしい。

「へ？　あっ……は、はひいいいいいいぃ!?」

　久瑠宮からの最終忠告を受け、女の子が反そり返るほど背せ筋すじを伸ばした。

　声を張りあげ、やたらと早口になって、一気にまくしたてる。




「五十嵐いがらし舞まい那な、十四歳です！　好きな食べ物は、フワフワしたものとモチモチしたものと甘いもので、嫌いな食べ物はプチプチしたものとネバネバしたものと、苦いもの――じゃなくってええええええぇ!?　ええっと、えっと、なんだっけ……そ、そうですっ！　殺した人数でした！　わたしが、殺した人数は……」




　女の子――舞那の瞳に、再び涙があふれた。

　唇をかみ、震える声で先を続ける。

「……三人、です。けど、あれは事故で……わたしがドン臭いから。わたしのせいで、みんなは……ううっ。殺したくて殺したんじゃ、ありません……ひっく。うう……ごめんなさい。ごめんなさいばっかで、ごめんなちゃ……かみました。不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いしまちゅ……またかみまちた。かみまちたをかみまちちゃ！　あうあう」

　かみまくった挙あげ句くに、お辞儀を残して、舞那はしょんぼり席へ戻っていった。

　涙でくしゃくしゃの顔には、深い罪の意識がにじんでいる。

　席について尚、しゃくりあげる舞那を見、京輔は心が軽くなるのを感じていた。

（いるじゃん、マトモそうな奴！　殺人犯っちゃあ、殺人犯だけど……）

　一人目のインパクトが強すぎたため、てっきり人殺しをなんとも思っていない異常者ばかりなのかと思ったが――考えてみれば、好きで殺人を働く者など一握りだろう。

　舞那は『事故』と言っていた。殺したくて殺したわけじゃない、と。

　自分の意思とは無関係に人を殺害してしまい、重すぎる罪に震える彼女は、ごく普通の女の子に見える。この異常な状況下なら、尚さらだ。

（五十嵐さんもこんなところに入れられちまって、不安だろうし……決めた！）

　――後で早速、話しかけてみよう。

　そして、他にもマトモなクラスメイトがいたら、皆で一緒にグループを作り、鋭利のような危険人物たちに対抗しよう。そうしよう。

「……では、次。まだ十三人もいるからな。テキパキ進めろ！」

　先をうながす久瑠宮の声を聞きながら、京輔は安堵し、肩の力を抜いた。

　一時はどうなることかと思ったが――案外、なんとかなるかもしれないぞ。





×　×　×






　…………なんとかならなかった。

　舞那の後に自己紹介をしたクラスメイトは二人。いずれも、先ほど覚えた安堵を一瞬で消し飛ばすほど異常な、いかにも人を殺していそうな奴らだったのだ。

　まず一人目は、小柄で猫背の、陰いん鬱うつなオーラを放つ少年――宇う佐さ見み影かげ郎ろう。

　長く伸びた前髪で顔がほとんど隠れてしまっており、聞きとりづらい声でボソボソとしゃべるため、何を言っているのか――何を考えているのか、判然としなかった。

　かろうじて聞きとれたのは、殺した数が一人であることと、ジェフリー・ダーマーやエド・ゲインといった、よくわからない人名。……映画俳優だろうか？

　得体の知れない不気味さをにじませており、できることなら関わりたくない。

　続いて二人目。ドレッドヘアにサングラス、浅黒い肌が特徴的な男子は、大おお野の木ぎ荒あら太たと名乗り、『恋仲の二人バカツプルをナイフで引き裂いてやった』と語った。

　その表情は終始不敵なドヤ顔で、罪の意識は欠片かけらも感じられず、こちらも極力関わりあいになりたくはない。そして、いよいよ三人目――。

「次は、最前列の貴様だ。前に出ろ」

「……うっす」

　京輔の出番が回ってきた。音を鳴らしてつばを嚥えん下げし、立ちあがる。

　汗で湿った拳を握り、身体の震えを抑おさえこみつつ、教壇へのぼった。

　久瑠宮の背丈にあわせているのだろう、やたらと低い教卓前で、深呼吸。

　意を決して、面をあげる。

「…………ッ!?」

　瞬間、視界に飛びこんできた情景は、想像以上に迫力があった。

　落書きだらけの荒廃しきった教室内に、四名×四列で並ぶ、異様な生徒たち。不良やゴロツキどもに慣れた京輔でさえ、たじろいでしまうほどの威圧感がある。

（うっ……な、なんだコイツら？　やっぱり、マトモな奴とかいないんじゃねぇ？）

　人を殺した者たちの、妙に据すわった昏くらい視線が集中していた。

　……怖い。半はん端ぱじゃなく、怖い。

　しかし、それでも逃げ出すわけにはいかなかった。

　こんな奴らに――人を殺した犯罪者どもに負けてたまるかと、己おのれを奮ふるいたたせる。

　眉み間けんにグッと力をこめて、クラスメイトを真一文字に睥へい睨げいし、

「……神谷京輔、十五歳。オレが殺した人数は、じゅ――」

　そこまで言って、京輔はふと気がついた。

　一人も殺していないと白状するのはもちろんヤバイが、着せられた罪をここで素直に披ひ露ろうするのもマズイのではないか。何せ、京輔が殺したことになっている人数は……。

　――うん、やっぱりマズイ。無難な数で、無難にやり過ごしておこう。

　出る杭くいは打たれる、というし。目立ちすぎるのは、得策じゃない。

「えー……オレが殺した人数は、一人。凶器は使わず、素手で相手をなぐり殺――」

「噓をつけ。貴様が殺したのは十二人だろうが、神谷。殺害人数クラストップの殺人鬼さまが、そんな風に謙けん遜そんするものじゃないぞ？　ククク……」

「えっ」

　速攻でバラされてしまった。しかも、余計な情報つきで。

　久瑠宮を見る。――笑っていた。

　嗜し虐ぎやくが丸出しの顔で、ニヤニヤ嗤わらっていた。

（オレが殺害人数トップ？　つまり、殺人犯どもの……しゅ、首席いいいぃ!?）

　みるみる蒼白になっていく京輔を眺め、久瑠宮は傷口をえぐるように続ける。

　ざわつき始めたクラスを見回し、まるで吹聴するかのごとく、

「十二人の男を倉庫に閉じこめ、金属バットにチェーンにコンクリートブロック、ありとあらゆる鈍器を使って、見事に殺し尽くしたそうじゃないか？　わたしも今まで色んな殺人犯を見てきたが、こと日本において、貴様ほど凶悪なのはそうそういない。殺人数だけ見ても、歴代五位。一度で殺した数ならば、あの『津つ山やま三十人殺し』に次いで、歴代二位だ。しかも、銃器は一切用いず鈍器のみ。おまけに未成年ときた！　これぞ、まさしく殺人『鬼』の所業……大人しそうなキャラを演じて、わたしや同級生の奴らをあざむくつもりだったのだろうが、残念だったなァ？　その卑ひ怯きようで狡こう猾かつな精神、完かん膚ぷなきまで叩き直してやるから、覚悟しておけ!?」

　ああ、終わった……完璧に終わった。

　放心する京輔の耳に、クラスメイトの声が聞こえてくる。

「なんつぅ野郎だ、神谷京輔……マジ半端ねェ！　二ケタとか、ヤバすぎるだろ!?」

「十二人を一斉に虐殺？　正気の沙さ汰たとは思えませんね。恐ろしい人です。ふふふ」

「ヒッ、ヒヒ……噴き出す体液、飛び散る脳のう漿しよう、断末魔の悲鳴……ヒ、ヒヒヒ……」

「うう……怖い……怖いよぉ……助けてパパぁ……ママぁ……ふえぇん……ひっく」

　などなど。畏い怖ふ、驚きよう嘆たん、あるいは羨せん望ぼう。意味不明なひとりごとまで。

　――さすがは、狂人ばかりがつどう教室。

　生徒の多くは恐怖ではなく、興味を抱いだいたらしかった。

　京輔を見つめる視線から、そんな気配がひしひし伝わってくる。

　完全なるワル目立ち。これ以上ないほど、面倒臭いパターンだった。

　とはいえ、京輔一人の頑張りでどうこうできる状況でもない。

（ああ、クソッ……最悪だ。からまれる……この後、絶対からまれる……）

　肩を落として面を伏せたまま、暗あん澹たんたる気分で席へと戻る。

　その際、突き刺さるような視線を感じて隣を見れば、

「…………ふぅん？」

　六人殺したという美少女――鋭利が手を止め、京輔を鋭い目つきで観察していた。

　しかし、すぐさまフイッと視線を逸そらし、ネイルアートに没頭し始める。

「……………………」

　――最悪中の最悪だった。

　恐らく、興味というか嫉しつ妬とというか、妙な敵てき愾がい心しんを持たれているに違いない。今までずっと眠たげだった目が、京輔をにらんでいる間だけ、はっきり目覚めていたからだ。

　名前のごとく、刃物のように鋭利な赤錆色の瞳。

　京輔の背筋が、ゾクリと粟あわだつ。束つかの間、喉にナイフを押し当てられた気分だ。

（やべぇよ……マジでやべぇ！　他にも色々、妙な視線を感じやがるし……）

　――これほど過か酷こくな環境で、何日生き残れるだろう？

　自己紹介が続けられる中、絶望的な疑問がふと、脳裏を過よぎった。




「初めまして、皆さん。《和製テッド・バンディ》こと、早さ乙おと女め紳しん士じです。ふふ……。御存知ですか、テッド・バンディ？　パンティーではなく。米国稀代の絞殺魔ストラングラーであり、僕が最も敬愛している殺人犯です。彼の『三十人』という経験人数には、遠く及びませんけど……僕が殺した数は二人で、両方とも女性。素手で首を絞め殺してヤりました。指を通じて感じられる、最さい期ごの一息は格別ですから。もちろん、その後も……ふふふ。僕ってぶっちゃけ、ネクロフィリアなんですよねぇ。人形みたいに綺麗な女性を殺ヤるのが大好きなんです。先ほどの、紅羽鋭利さんとか！　――あ、それから神谷京輔さん。貴方のことは、人殺しとして素直に尊敬しますよ？　どうぞ、よろしくお願いします」




　目があうなりウインクしてくる、淡い茶髪の美少年。

　一見、優しげな雰囲気を漂わせている分、余計におぞましかった。自己紹介の内容からしてトチ狂っている。京輔の左隣から、「……チッ」という舌打ちが聞こえた。

　これまた実に厄介そうなクラスメイトを前にして、京輔は己の境遇を嘆く。

（ここでもやっぱり、勘違いなのかよ……いい加減にしてくれ）

　――《虐殺王スレイヤー》や《百万人殺しメガデス》の次は、《十二人殺した殺人鬼》。

　しかも、その冤罪レツテルに惹かれてやってくるのはどいつもこいつも、ヤンキーやチンピラなどとは比べものにならない、頭のイカれた殺人犯なのだ。

　これから待ち受けている艱かん難なん辛しん苦くを思うと、うめかずにはいられない。

（オレの人生、こんなんばっかりじゃねぇか……ふ、不本意だ）





×　×　×






「……さて、と。自己紹介はこれで全員終わったな？　始業そうそう、死にかけているクソブタ野郎が一匹いるが……生きているなら、そのうち戻ってくるだろう」

　壇上から降りる男子生徒と入れ替わるように、久瑠宮が再び教壇へとのぼる。

　瞬間、教室内に満ちる空気が、一気に重みを増したように感じた。

　鉄パイプで肩を叩きながら、殺人犯の生徒を見下ろし、薄笑いを浮かべる久瑠宮。

　クリクリとした丸い瞳に、恐怖や動揺などの色は微み塵じんも浮かんでいない。

　そこにあるのは、圧倒的な自信と余裕に裏打ちされた、優越と嘲ちよう弄ろう。

　外見こそ小学生だが、たとえ生徒たちが束になって襲いかかったとしても、この教師を殺すことなど不可能だろう――。

　そう確信させるだけの威い厳げんが、久瑠宮にはあった。

「ククク……自己紹介を終えてみた感想は、どうだ？　どいつもこいつも、救いようのない奴ばかりだろう？　――当然。ここは、そういう場所なのだから。貴様らみたいなゴミクズどもがまとめて放りこまれる、社会の掃はき溜だめ。ゴミ箱であり、ブタ箱であり、人ならざる外道の巣窟なのだから……なァ？」

　残念ながら、久瑠宮の言っていることは正しい――と、京輔は思う。

　クラスメイトの中には、例えば舞那のように、過失で人を殺してしまった者も少なからずいた。しかし大部分の奴らは、自ら進んで人を殺したか、あるいは殺人をなんとも思っていないような連中で……。自己紹介の間中、嫌な汗と震えが止まらなかった。

（こんな奴らと一緒に、学院生活を送る？　無理だろ。だって、オレには……）

　奴らの思考も思想も、理念も理論も――一つとしてわからない。

　何より、どうして自分が奴らと同じ場所にいるのか、わからなかった。

　異常な生徒が集まる、異常な学院。そして、

「ここは地獄か？　否、煉れん獄ごくだ。罪に穢けがれた貴様らを、焼いて清めるプルガトリウム。わたしたち教師の役目は、貴様ら殺人犯の醜く歪んだ性根を叩き直して矯きよう正せいし、綺麗に更生させることだ。手段は一切選ばない。一切、なァ……ククク」

　異常を統すべる、異常な教師――久瑠宮聖。

　改めて思う。このちんまい鬼教師には、何があっても逆らってはならない、と。

　思った瞬間、怒号が飛んできた。

「特に貴様ァ！　貴様だぞ、神谷ァ！　貴様にこびりついた穢れは、誰よりもひどい。しっかりたっぷり清めてやるつもりだ。楽しみにしておけ？　十二人も殺しているんだ。一人殺している奴の、十二倍は可愛がってやる……死ぬか、正気が狂うまで」

「……ハ……ハハ、ハ…………」

　笑うしかない状況である。

　クラスメイトに加え、教師にまで目をつけられるとは……。

「おい貴様。何をヘラヘラ笑っている？　早くも調教されたいのか。アァン!?」

「えっ!?　いや、違います！　違いますから、やめてください……鉄パイプを引っこめてください。ほっぺをグリグリしないでください。すみませんでした。マジすみませんでした！　逆らわないんで、勘かん弁べんしてくださいマジで！」

　――前言撤回。笑うことすら、許してもらえぬ状況だった。

　謝り倒す京輔を「ふんっ」と鼻で笑って、久瑠宮が鉄パイプを引っこめる。

「……まぁいい。貴様はこれからじっくりいたぶってやろう。いつまでその『仮面』が持つか見物だな？　せいぜい頑張るがいい。……ああ、もちろん貴様らもだぞ、人殺しども！　このわたしが担任になった以上、一人残らず苦痛と恐怖で屈くつ服ぷくさせてやる！　徹底的に蹂じゆう躙りんし、絶望させてやる。貴様らブタに、人権などないものと知れェ!?」

　恫どう喝かつし、久瑠宮が黒板に平手を叩きつけた。

　その迫力に気け圧おされて、静まり返る殺人犯の生徒たち。

　天井近くのスピーカーが震え、かすれたチャイムが鳴り響く。

「…………むぅ？　もうこんな時間か」

　耳ざわりな音色に顔をしかめて、久瑠宮が腕時計を見た。

　砲金色ガンメタルの重厚なボディにアナログ盤がついた、ゴツいデザインの時計だ。

「よし。それでは、ひとまず休み時間とする。次の授業は、十分後。二時間目が始まるまでに全員きちんと着席しておけ。さもなくば、調教だぞ？　ククク……」

　可愛らしい顔には不釣りあいな笑顔で、久瑠宮が脅おどす。

　見た目だけなら小学生の久瑠宮は、腕時計もスーツも口調も性格も、まるで似あっていないが、中でも一番似あってないのは、その凄絶な笑顔だと――。

　つくづく思う、京輔だった。
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「……待ちなさいよ、あんた」

　退室した久瑠宮に続いて、教室から出るべく腰をあげた京輔は、左隣からかかった声にギクリと動きを止める。無機質で冷たい、刃物みたいな声だった。

　ぎこちない動作でゆっくり座り直し、恐る恐る視線を向ける。

「…………なんすか、紅羽鋭利さん？」

「鋭利でいいわ。――ねぇ、十二人も殺したっていうのは本当？」

　いきなりド直球で訊かれた。顔は手元のネイルに向けたまま、目だけで京輔を捉とらえる鋭利の半眼は鋭く、質問というより詰問に近い雰囲気である。

「あ、いや……そ、それはだな…………」

　己を見つめ続ける赤錆色の瞳から、京輔が逃げるように視線を泳がせていると、

「失礼します。よければ、僕も混ぜていただけませんか？　休み時間になったらすぐに話しかけるつもりでしたが、先を越されてしまいましたので……ふふ」

　明るく人好きのいい声。振り返ってみれば、淡い茶髪の柔にゆう和わな美少年が、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべて、京輔たちの近くに立っていた。

「お二人とも、初めまして！　絞殺魔ストラングラーの早乙女紳士です。貴方あなたたちのような素晴らしい殺人鬼と同じクラスになれて、嬉しいですよ。どうぞよろしくお願いします」

「ん……ああ、こちらこそ。よ、よろしく……な？」

　友好的に差し出された手を見て躊ちゆう躇ちよしたものの、愛想笑いを浮かべて握り返す。

　――ゾワリ。瞬間、異様に冷たい手を伝い、無数の虫が身体をはいのぼってくるかのような悪寒を覚えた。紳士はこの手で実際に、二人の女性を絞め殺しているのだ……。

「ふふふ。ありがとうございます、神谷さん。鋭利さんも――」

「その薄汚い手を、引っこめてくれる？」

　差し伸べられた友好の手を、鋭利は辛しん辣らつな言葉ではねのける。

「…………はい？」

　初対面とは思えぬ鋭利の態度に、紳士の笑顔がヒビ割れた。

　それでもなんとか持ち直したのだろう、頰をかき、苦笑を漏らしながら、

「ふふ……いやぁ、薄汚いときましたか。こりゃまた、随ずい分ぶん手厳しい！　僕は自他ともに認めるサディストですが、危うくマゾヒズムにも目覚めかけてしまいまし――」

「あたしの言葉が聞こえなかったの？　引っこめないならその腕、斬り飛ばすわよ」

「――――――――」

　ネイルに視線を落としたまま、吐き捨てる鋭利。紳士の顔から表情が消える。

　握手の腕をゆっくり下ろすと、不気味に口角を吊つりあげて、

「なるほどなるほど……おもしろい。そういう女性は嫌いじゃないですよ？　ますます殺してヤりたくなってきました……貴女あなたとは是非、仲良くしたいものですねぇ？」

　愉たのしそうに呟く紳士の視線は、鋭利の組んだ脚へと向けられていた。

　短いスカートから伸びる艶やかな美脚に、ねっとりとした視線をはわせる。

「……あっそ。どうでもいいけど、消えてくれない？　うざいから」

　そんな紳士を挑発するように、鋭利がわざわざ脚を組み直して、答えた。

「……ふわぁ」と生あくびまで漏らし、これ見よがしに瞼をこすってみせる。

「……………………」

　対して、紳士はわずかに目を細めただけだった。

　何も言わずに鋭利の脚から視線を外すと、京輔を見て肩をすくめる。

「どうやら、僕はお邪魔だったみたいですね。今回は、大人しく引き下がることにしましょう。後は二人でごゆっくり。ふふふ。ではまた、神谷さん……鋭利さんも」

　京輔の肩を叩いて笑いかけ、鋭利を一いち瞥べつした後で、紳士はのんびり去っていった。

　――終始、目だけが笑っていなかったのは、気のせいなのだと信じたい。

「…………マジうざ、あいつ。死ねばいい」

　教室を出ていく紳士の後ろ姿をにらみ、鋭利が毒づく。

　呆れと畏おそれが入り混じった思いで、京輔は左隣のクラスメイトを見た。

「おいおい。死ねばいいって、紅羽さんさぁ……」

「鋭利でいいわ」

「……そ、そうか。ワリぃ。じゃあ、鋭利さん――」

「鋭利でいいって、言ったはずだけど？」

　ジロリと横目でにらまれる。半端じゃなく怖かった。

　たかが呼び名に関することだし、まさか本気で怒っているわけでもあるまい。

　しかし、相手は《六人殺した殺人鬼》。些さ細さいなことでも萎い縮しゆくし、緊張してしまう。

「あー……え、鋭利？　なんつぅか、こう……もうちょい穏便にいこうぜ。――な？」

「……ハァ？　何言ってんの？　十分穏やかじゃない」

「うん。ならとりあえず、その刃物みてぇな半眼やめてくんねぇか？　普通に真っすぐこっち向いて話せよ。……じゃなくて、話してください。にらむのやめて！」

　――なんでいちいち、視線に角度がつくんだよ。ビビって敬語になってしまった。

　鋭利が「……チッ」と、イラだたしげに舌を打つ。

「……何それ。あんたさ、あたしにケンカ売ってんの？」

「えっ。ケンカだなんて滅めつ相そうも……つか、売ってんのはお前だろ!?　なんでそんなに刺とげ々とげしいんだよ！　さっきの紳士だって、お前がそういう態度をとんなきゃ――」

「……ハァ？　無茶言わないでくれる？」

　瞬間、鋭利の目つきが一気に剣けん吞のんさを増した。

　五割ほどしか開いていなかった瞼が、今は七割近く開いている。

　その眼光の鋭さは、まるで抜き身の日本刀だった。

「ヒッ!?　いや、さすがに言いすぎなんじゃねぇかと思いましてですね、その……」

「自己紹介を聞いてなかったの？　あいつは女ばかりを二人も殺した、ネクロフィリアのド変態なのよ？　そんな輩と、親しくしようだなんて思える女子はいないわ」

「…………ま、まぁな」

　――とか言うお前も、六人殺してるじゃん。喉のど元もとまで出かけた言葉を、吞のみこむ。

　ちなみに、鋭利が殺した六人という数は、京輔の十二人に次いで多かった。

　つまり実質、鋭利がクラスで最も多くの人を殺しているのだ……。

　途端、湧わき出してきた恐怖を払ふつ拭しよくするように、京輔は尋ねる。

「あのさ。ところで、ずっと疑問に思ってたんだけど……ネクロフィリアって何？」

「……ふぅん。それを、あたしに訊いてくるわけね」

　鋭利が露骨に嫌な顔をした。額を押さえ、脚を組み直す。

　イスに浅く腰かけた鋭利のスカートは『はいてる意味あんの？』というほど短くて、今にも色々見えそうだった。というか、ぶっちゃけチラッと見えている。

（黒のしましまパンツ……だと？　女子の下着も学院指定なのか！　にしてもコイツ、マジで綺麗な脚してやがるよなぁ……って、ガン見してんじゃねぇよ、オレ!?）

　慌てて顔をそむける京輔。すると、鋭利は呆れるように吐息して、

「屍し体たい性交。あるいは、屍体愛好。つまり、相手が死体じゃないとデキない性癖よ」

「……デキない？　デキないって、ナニが？」

「ん……そ、そんなの、訊かなくてもわかるでしょ!?　わざわざ言わせないで！」

　怒鳴り、鋭利が京輔をにらむ。眠たげだった瞼が、九割近く開いていた。

　心なしか頰が紅潮して見える。――正直、意外な反応だった。

　これまで通りしれっと返してくると思ったのだが……。

　派手な外見と挑発的な性格の割に、中身は案外、初う心ぶなのかもしれなかった。















「す、すまん……わかった。そういうことなら、仕方ねぇわな。嫌っちまうのも」

「…………フンッ。でしょ？　わかればいいのよ、わかればね」

　再びそっぽを向く鋭利。その横顔に、京輔は尋ねる。

「けどさ、それなら余計にマズイんじゃねぇの？　危険な奴を敵に回しちまって」

「……別に？　殺しに来たら、殺し返すだけ」

　表情一つ変えることなく、さらりと言いきった。

「…………鋭利さん、マジぱねぇっす」

　さすがクラストップの殺人鬼、自信が違いすぎる。敵には絶対回したくない。

　死んでもごめんというか、死ぬのはまっぴらごめんだった。

「……大体、ここには例のちんまいガキがいるでしょ？　下へ手たに殺人なんて犯そうものなら、あたしが殺すまでもなく、鉄パイプであの世行き。今朝のモヒカンみたいにね」

「そりゃあ、確かにそうだろうけどさ……」

　頼むから、本人がいる前で『ちんまいガキ』だなんて口にしないでくれよ？

　モヒカンみたいな男がボコられるならまだしも、鋭利みたいな女の子がボコられるのは――たとえ六人殺した殺人鬼でも、見ていられないだろうから。

　京輔がそんな思いを告げると、鋭利はほんのわずかに頰をゆるめて、

「……バカね。言うわけないじゃない。あんな単細胞と一緒にしないで。誰それ構わずかみつきゃしないわよ。相手くらい選ぶわ。……もちろん、人殺しもね」

　最後にぽつりと呟かれた声はか細く、消え入りそうだった。

　京輔が訊き返そうとした矢先、教室の外から紳士が戻り、こちらに歩いてくる。

「…………チッ。なんで来んのよ、あいつ」

　鋭利が不機嫌そうに舌打ちし、ネイルアートの続きに戻った。

　真っ赤に彩られた爪の一つ一つに、ピンセットでラインストーンを乗せていく。

　――そういえばコレ、授業中も続けてるけど、ちっとも注意されてないよな。

「どうもただいま、神谷さん。鋭利さんとは、どこまでイケました？」

「……どこまで？　いや、普通に雑談までだけど」

　休み時間にからんだだけで、手を繫つないだりキスしたりまでイケたら、逆に驚きだ。

　ネイルをいじくる鋭利の瞳が、チラリとこちらを向いた気がする。

　紳士は、まるで舞台役者のように天を仰いで、

「ありゃ……ダメですよぉ、神谷さん！　女性は出会って五分で落とさなくっちゃ！　このクラスでは、もう不可能ですけどね……う～ん、あの自己紹介は失敗でした。Ｂ組になら僕のことも知られてないので、口く説どきに行ってみたんですけど……ダメですね。ロクな女がいませんでしたよ！　縦にも横にも異様にデカい巨女とか、黒いガスマスクをつけた奇女とか。僕らのクラスが特別アタリだったみたいです……ハァ」

「へ、へぇ……アクティブだな、お前」

　やはり、他にもクラスがあったのか。ガスマスクとか自由すぎるだろ……。

　心の底から関わりたくない奴ばかりだった。

　むしろ、関わりたくない奴しかいなかった。

「よーし、全員席についてるな？　ついてなかったらミンチだぞ」

　ほどなくして紳士が席に戻ると、かすれたチャイムとともに、久瑠宮が教室内に入ってくる。腕には大量のプリント。京輔は慌てて姿勢を正した。

「…………ねむ」

　一方、鋭利は久瑠宮が入ってきても変わらず、自分のペースを貫いている。

（紅羽鋭利、か……思ってたよりマトモな奴だったけど……）

　やはり、できることなら関わりたくない。

　もう二度と、話しかけてこなければいいな――と、京輔は思った。
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「…………ねぇ、京輔」

　授業終了のチャイムが鳴り、京輔が配布されたプリント類をまとめていると、早くも鋭利が話しかけてきた。化粧ポーチにネイル道具を片づけながら、

「……お昼ごはんは？　どうするつもりなの」

「ん。ああ、飯か。そうだなぁ……」

　尋ねられ、京輔は頭を悩ませる。次の時間は昼休みだった。

　一時間目から三時間目のガイダンスを終え、わかったのだが――このプルガトリウム更生学院、思っていたより普通の学校なのである。

　時間割に沿って行われる一般教養の授業は、一回六十分の一日五コマ。国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭、英語……そして、道徳の十科目。

　毎日、朝と夕方に行われる『刑務作業』以外は、京輔が通っていた中学校と同じようなスケジュールをしていた。宿題や試験、補習や追試もちゃんとある。

　施設も『懲ちよう罰ばつ室しつ』など、ごく一部の特殊な教室や内装を除けば一般的であり、敷地外へ脱することこそ難しいものの、校舎内での自由はそれなりに利いた。

　例えば、この昼休みには各自、食堂か購買で食事を摂とることが許されている。そして先ほどの物言いから察するに、鋭利は京輔とお昼に行こうとしているようだった。

　鋭利のような美少女から誘われて、喜ばない男子などいない。いないのだが……。

（美少女つってもコイツ、クラストップの殺人鬼だしなぁ……正真正銘、本物の）

　しかも、鋭利が惹かれているのは、恐らく『十二人』という殺人の数。

　それがただの冤えん罪ざいにすぎず、実は一人も殺していない事実がうっかりバレたら、態度が豹ひよう変へんするかもしれない。最悪、その場で瞬殺――なんて惨さん事じも十分あり得る。

　そう考えると、無駄につるみすぎるのは自殺行為だった。

　一緒にいる時間が長ければ長いほど、ボロも出やすくなるからだ。

「……ちょっと、京輔。早くして。一時間しかないんだから」

「ああ、ワリぃ……オレ、あんまり食欲なくてさ。どっかで適当に暇ひま潰つぶしてるよ」

「……あっそ。まぁ、別にいいけど？　訊いてみただけだし。さっさと行けば」

　片づけ途中のネイル道具を放り出し、鋭利がプイッとそっぽを向いた。

　頰が微かすかにふくらんでいる。もしかして、機嫌を損そこねてしまっただろうか。

　だとしたらマズイ。早めに退散しなければ――と焦あせり、京輔は急いで席を立った。

　しかし、最後に一つだけ。忠告すべきことがある。

「んじゃ、行ってくるわ。ちなみに、アイツのことだけど……」

「あいつ？　ああ……別に。からんできたら、返り討ちにするだけ」

「……だと思ったぜ。けどよ、一応用心しとけ」

　京輔が懸念したのは、紳士の動向だ。

　紳士は現在、教室後ろの壁際で、二人の男子生徒とつるんでいた。

　宇佐見と大野木――猫背の不気味な少年と、ドレッドヘアの褐色男だ。

　談笑の最中、何やら含みのある目で、時折こちらの様子をうかがっている。

　この状況で鋭利を一人残して退散するのは、男としてどうかと思ったが――善良なる一般市民の京輔としては、人殺し同士のいざこざに巻きこまれたくない気持ちの方が、遥はるかに強かった。臆病者や意気地なしだと、ののしられても構わない。

　怖いものは怖いのである。京輔は、速やかにこの場を立ち去ることにした。

「じゃ、じゃあ……またな？」

「……はいはい。またね」

　鋭利と短いあいさつを交わし、紳士にも一応手をあげてから、教室を出る。

　紳士はニコリと笑い、手を振り返してきた。――追いかけては、こない。

（よし……なんとか、無事に脱出できたみてぇだな）

　ひとまずホッと一息つくも、まだまだ気を抜くことはできなかった。

　教室と同じく、落書きで埋め尽くされた壁に、鉄格子のはまった窓が連なる廊下。

　制服姿の殺人犯が行き交うその中を、ナメられないよう堂々と歩く。

（つぅかマジ、コイツら全員人を殺してやがるんだよな？　こ、怖ぇ……）

　極力視線があわないように、それでもビビっていることは隠して、先を急いだ。

　プルガトリウム更生学院の施設は、四階建ての新校舎が二棟と、二階建ての旧校舎が一棟――の三棟構成。旧校舎はやや離れた位置にあり、建物自体も荒れ果てている。

　京輔たち一年生の活動区域は、その旧校舎にほとんど限定されていた。

　教室は二階にあり、一階には保健室や購買などがある。食堂も二・三年生とは別で、同棟内の一階にあった。体育館や武道場といったごく一部の施設以外は、徹底的に棲すみ分けられているようだ。実際、京輔はまだ先輩らしき生徒を一度も見かけていない。

　――理由は、なんとなくだが推測できる。

　プルガトリウム更生学院は、殺人犯を更生するための学校だ。そんな中、入学して間もない新入生たちは、まだほとんど更生されておらず、非常に危険なのだろう。

　そんな奴らを、更生の進んだ先輩たちに接触させると、トラブルの火種になりかねないし、悪影響を及ぼしかねない。だから、臭いものにはフタをし、隔かく離りした。

　結果、京輔が今いるこの場所は、恐怖の魔ま窟くつと化しているわけで……。

（げっ!?　なんだよ、今の女子……ボブ・●ップかと思ったわ！　縦にも横にもデカすぎるだろ……って、あの男子もすっげぇな！　刺青タトウーだらけで肌が緑になってんぞ!?）

　どうやらもう一つのクラス、一年Ｂ組の方も、かなり曲くせ者ものぞろいのようだった。瞳が異様にギラついているか、濁っているか――マトモな目をした奴が一人もいない。

　下手にからまれる前にここを抜けようと、京輔が足を速めかけたとき。

　――バタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタッ！

（……ん？　なんだ？）

　背後から、けたたましい足音が近づいてくる。

（なんだよ、この音……まさか、追手!?）

　弾はじかれるように振り返った京輔の視界に、廊下を全速力で駆けてくる栗毛ショートの女の子――五十嵐舞那が、飛びこんできた。

　ぎゅうううっとまぶたを閉じた舞那は、天を仰いで慟どう哭こくし、

「うわああああああああああぁん！　もうやだ、もうやだあああああああああああぁ！　実家に帰りた――ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　次の瞬間、脚をもつれさせて転倒。

　目と鼻の先に迫った京輔は、慌てて避よけようとするが、

「ちょっ……おわあああああああああぁ!?」

　間にあわずに巻きこまれ、舞那もろともはね飛ばされてしまう。

「い……いっ痛ぅ……今の……五十嵐さん、だったよな……？」

　痛みに顔をしかめて起きあがり、京輔が辺りを見回すと、

「…………あ」

　一メートルほど離れたところに、黒いしましま模様が見えた。京輔と正面衝突をした女子生徒――舞那がうつ伏せになって、廊下に倒れこんでいる。

　スカートがめくれあがってパンツ丸見え状態だったが、ピクリともしない。

　何事かと、ざわめく生徒たち。それでもやはり、舞那は動かなかった。

　華きや奢しやな手足を投げ出して、大衆の目に下着をさらし続けている。

「――ハッ!?　ぼさっとしてる場合じゃねぇ！　大丈夫かよ、お前!?」

　ほどなくして我に返った京輔は、急いで舞那の元に駆け寄り、安あん否ぴを気遣った。

　ついでに乱れたままのスカートを、そっと直しておいてやる。

「…………うっ」

　それまで硬直していた舞那の身体が、ピクッと震えた。

　どうやら生きてはいるようだ。京輔はひとまず、胸をなで下ろす。

　――だが。

「うう……ふぇっ……ふええええええぇ……」

　廊下に顔を伏せたまま、舞那が小刻みにプルプルし始めた。

　こりゃ泣くな――と思った京輔は、後頭部をガシガシかいて、

「あー……、どこか痛む？　痛むんだったら、保健室まで送ってってやるよ。とりあえず立てるか？　無理なら、オレがおぶってやるから」

　肩に手を置き、呼びかける。舞那がビクンッと身体を強張らせた。

「ひいっ!?　……う？　あ……す、すびばぜん。もうまんたいです……ぐすん」

　しかし、すぐに敵意がないとわかったのか、鼻をすすり、涙を一生懸命ぬぐいつつ、緩かん慢まんな動作で起きあがる。

　怪け我がこそしていないものの、随分と憔しよう悴すいしているようだった。

「……にしても、一体どうしたんだよ？　クラスの奴らに何かされたのか？」

「ふぇ？　あ、あの……ろ、六人も殺したっていう女の人に、いきなり声をかけられて、その……『一緒にお昼を食べないか』って。でもでも、目つきがすごく鋭くて、怖くて……反射的に『ごめんなさい』って言ったら、もっと目つきが鋭くなって……わたし、殺されちゃうんじゃないか思って、それで――」

「……逃げてきた、ってか。なるほどな」

　苦笑し、うなずく。舞那の気持ちは、京輔にも共感できた。

　六人殺した殺人鬼――鋭利は、非常に目つきが悪い。その肩書きも手伝って、赤錆色の瞳に見つめられると、まるで血濡れの刃物を向けられている気分になるのだ。

　逃げたくなるのも仕方ないだろう。……京輔だって逃げたし。

　舞那は淡いピンクのハンカチを取り出すと、涙まみれの顔をうずめて、

「うう……わたし、もうどうすればいいのかわからなくなって……周りは全員、怖い人だし。わたしは好きでこんなところに入ったわけじゃないのに、どうして……ううっ。ひどいです……あんまりですよぉ……ふえぇん……ひっく……ずぴぃー」

「ああ、わかる……オレにもわかるぜ、その気持ち」

「…………へ？」

　ハンカチから顔をあげた舞那が、うるんだ瞳を京輔へと向ける。

　京輔は、ようやく出会えたマトモなクラスメイトの肩に手を置き、語気を強めて、

「オレも同じなんだよ、五十嵐さん……好きでこんなところに入ったわけじゃねぇ！　周りは頭のイカれた人殺しばっかで、どうしていいのかわかんなくて……けど、五十嵐さんは違う！　オレと同じ、普通の人間なんだよ。つまり同志だ。仲間なんだ！」

　――そうだろう？　と舞那の手を取り、京輔は笑った。

　すると舞那も、京輔の手を両手で握り返して、

「そ、そうです！　わたしたちは仲間です！　やっと……やっと、普通の人が見つかりましたぁ！　よかった……よかったですよぉ……ふぇ……ふえええぇ」

　感極まったように、嬉し涙をあふれさせる。

　京輔は思わず心の中で、渾こん身しんのガッツポーズを決めた。

（よしキタああああああぁ！　マトモな知りあい、ゲットだぜ！）

　すぐにでも踊り出したい気分だったが自重し、真しん摯しで誠実な態度を心がける。

「ハハッ。まぁ、涙をふけよ？　それじゃあ、ボヤけてよく見えねぇだろ」

「……ふぇ？　あっ、本当だ。ぐすっ……今ふきますね！　えへへ」

　握っていた手を離し、舞那がハンカチで目元をぬぐい始めた。

　なんだか、小動物が顔を洗っているかのようだ。心が癒される。

　近くで見ると、舞那が実はかなり可愛いかったことまで判明し、京輔はますます有う頂ちよう天てんになった。ほっぺなど、ふっくらぷにぷにしていて実に柔らかそうである。

「よし！　涙をふき終わったら、お昼行こうぜ！　食堂か購買、舞那はどっちがいい？　……あ、いけね。いきなり呼び捨てにしちまった！　……あ、でも、オレのことは普通に『京輔』でいいぜ？　ところで話は変わるんだけど、舞那ってすげぇ可愛いよなぁ！　なんつぅか、こう……守ってやりたくなるっつぅの？　放っておけない気分にさせられるんだよね。オレでよければ、仲良くやっていこ――」




「ひいいいいいいいいいいぃ!?　か、かかかか……かみっ……かみやきょちゅけぇ!?　ひっ……ひいっ!?　あひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぃ!?」




「えっ」

　猛スピードで後ずさり、舞那が震える指で京輔をさす。

　涙をふき取ったことで、ぼやけていた視界が元に戻ったのだろう。

　そうして、相手が京輔だと知った舞那の怯えっぷりは、半端なかった。

「ひええええええええええぇ!?　こ、ここここ、殺ちゃな……殺さないでくださいいいいいいいぃ!?　なんでも言うこと聞きますからぁ！　お願いしまちゅっ！　お願いしまちゅうううぅ！　お命だけはっ！　お命だけはあああぁ!?　……がくがくぶるぶる」

　リノリウムの床に突っ伏し、頭を抱えて丸くなる。

　そんな舞那に急いで駆け寄り、京輔は精一杯の優しい声で、

「あ、いや……殺したりするつもりはねぇから、落ち着いてくれよ。――な？　さっきも言ったと思うけど、オレも舞那と同じで、色々テンパってんだ。好きでこんなところに入ったわけじゃねぇしさ？　――わかるだろ？」

「あ、はい。まだまだ全然、殺し足りなかったんですよね？」

「うんうん、そうそう！　一回目で十二人殺やれたし、次はもっとたくさん殺れるかな？　と思ってたのに捕まっちまって、残念だわー。マジで欲求不満だわー。まだまだ全然、殺し足りないわー……って、ちげぇええええええぇ！」

「ひいいいいいいぃ!?　仮面がはがれましたあああああああああぁ!?」

「仮面じゃなくって、ノリツッコミだ！　つぅか、そもそも――」

　――十二人殺したっていうのは、冤罪なんだ。

　告げようとして、京輔はハッと口をつぐんだ。

　見れば、騒ぎに引き寄せられた野次馬たちが、ぞろぞろ集まり出している。奴らに話を聞かれるのはマズイ。舞那に説明するにせよ、場所を移す必要があった。

「とりあえずさ、移動しようぜ？　オレたち、すっげぇ注目されてるし……」

　声をかけ、京輔がうずくまる舞那の肩に手を伸ばした、次の瞬間。




「あひいっ!?　さ、触らないでくだちゃい！　ついてくわけないじゃないですかぁ!?　じゅっ……十二人も殺した極ごく悪あく犯にいいいぃ！　うわあああああああああんっ！」




　跳ねるように起きあがり、脱だつ兎とのごとく逃げ出す舞那。

　絶叫し、何度も転びかけながら、曲がり角の向こうへと消える。

　宙を舞うピンクのハンカチが、廊下にポトリと落ちた。

　遠ざかっていく、足音と泣き声。

　それらが聞こえなくなると、辺りはシーンと静まり返る。

　――やがて。

「……十二人？　十二人も殺してんのか、あの野郎……じょ、冗談だろう？」

　誰かが呟いたのを皮切りに、廊下はあっという間にざわめきで満ちた。

　遠巻きに様子をうかがっていた生徒たちが、ひどく興奮した声で、

「十二人!?　えっ、ちょ……マジかよ!?　確かに、凶悪そうな面だが……」

「Ａ組だよな、アイツって。十二人とかヤバくね？　俺、Ｂ組でよかったぁ……」

「そんなにたくさん……すごいっ！　私のハートも殺されちゃったかも。きゅんっ」

「クッ!?　落ち着け！　落ち着け、我が左腕よ！　……嗚あ呼あ、解っている。奴を葬るのは我らだ。だが、未まだその刻ときではない。耐えろ、耐えるのだ《片翼の死天使アズリエル》！」

　などなど。言いたい放題、騒ぎ出す。

　いなくなった舞那の代わりに、今度は京輔が頭を抱える番だった。

（さ、最悪だ……よりにもよって、こんなところでカミングアウトかよ……わざとじゃねぇとは思うけど、やってくれるぜ……しかも、すっげぇ怯えられてたし）

　廊下のハンカチを拾い、痛み始めた額ひたいを押さえる。

　舞那の誤解はおいおい解いていくとして、問題なのは騒動の方だ。

　おかげで《十二人殺した殺人鬼》の存在が、大々的に知れ渡ってしまった。犯してもいない罪に誘われて、これ以上、変な輩が寄ってこなければいいが――。

「ちょっと！　ねぇねぇ、ちょっとちょっとぉ～」

　懸念を抱いていたら早速、肩をベシベシ叩かれる。

（うげっ!?　なんかからんできやがった！　つぅか、この声……女？　男？）

　性別不詳の野太い声に嫌な予感を覚えつつ、振り返ってみると、

「はぁ～い。話しかけちゃった！　てへっ」

　異様に図体のデカい、ボブ・●ップみたいなガングロ女子が立っていた。

　縦二メートル、横一メートル――制服がパッツンパッツンだ。前髪もパッツン、金髪ボブカットの下のつぶらな瞳が、妙に艶っぽい感じで京輔を見下ろしている。

　ほんのり朱色に染まった頰が、彼女の抱く想いを如によ実じつに表していた。

「…………ヒッ!?」

　絶句し、後ずさる京輔。すると、開いた距離を埋めるように、ボブ・●ップみたいなボブカットの女子――命名『ボブ』が、丸太のような脚を踏み出して、

「あなた、名前はなんておっしゃるの？　よければ、わたしとお友達に――」

「断る」

「あっ」

　迫る豪腕をすり抜け、京輔は逃げた。

　一いち目もく散さんに廊下を駆ける背中に、ボブの野太い嬌きよう声せいが届く。

「ああんっ、お待ちになってぇ～！　まだ名前も聞いてないのに～ぃ!?」





















『おい、聞いたかよ？　なんでも今年の一年に、十二人も殺した奴がいるらしいぜ』

『十二人!?　マジかよ、あり得ねェ……やっぱ、ソイツが今年の首席？』

『だろうな。しかもたったの一回で、らしい。数こそ《殺さつ人じん姫き》には遠く及およばねぇけど、あの御方は連続殺人だからなぁ……凶悪さでは、いい勝負じゃねぇ？』

『た、確かに……ただ、それも昔の話だけどな。今の凶悪さなら、断然ソイツだろ』

「……………………」

　落書きだらけの個室に閉じこもった京きよう輔すけは、便座の上に体育座りをしていた。

　無我夢中で逃げ、新校舎の男子トイレに避難してから、数十分が経たつ。その間、ドアの向こうで交わされている会話のほとんどが、京輔に関するうわさ話だった。

　どうやら上級生にまで、京輔のことが知れ渡っているらしい。

『十二人より遥かに多くの人を殺した先輩がいる』などという知りたくもない情報まで知らされて、京輔の気分はますます沈んでいく。

（……ハァ。飯も買えなかったし、ついてねぇ。踏んだり蹴ったりじゃねぇかよ）

　ピンクの可愛いハンカチを握り、京輔はぎゅるぎゅると鳴る腹を押さえた。

　午後は授業に加えて、過か酷こくな刑務作業が待っている。空すきっ腹ぱらには辛つらい……。

　そこでふと、疑問に思った。――今は一体、何時何分なのだろう？

　京輔の脳裏に、久く瑠る宮みやの凶暴な笑顔がよみがえる。

（授業が始まる前に着席してねぇと、調教されちまうんだっけ……）

　――ヤバイ。一瞬にして、血の気が引いた。

　昼休みは一時間しかないはずだ。時計がないから、詳しい時刻はわからなかったが、それが余計に不安と焦しよう燥そうをかきたてる。

　いつの間にやら、トイレは静まり返っていた。

（やっべえええええええええぇ!?　早く戻らねぇと……）

　ドアを開け、転がるように外へ飛び出す。途中、出口の辺りで勢いあまって転んでしまった。大おお慌あわてで起きあがり、前のめりのまま走り出そうとして、

「――ぶっ!?」

　はねあげた顔に、むにゅんっと柔らかな衝撃。視界がふさがり、閉ざされる。

　耳に届いたのは「きゃっ!?」という可愛らしい悲鳴。得えも言われぬ感触と、甘い石せつ鹼けんの香りに顔を包まれながら『マズイ』と感じた、刹せつ那な。

　ぶつかった相手を押し倒すような形で、京輔は廊下に倒れこんでいた。

「「……………………」」

　――沈黙。

　京輔の顔は、柔らかくていい匂いのする何かに埋もれたままだ。

　あまりに気持ちよかったので、心身ともに疲れた京輔は、そのまま眠ってしまいそうになる。現実逃避というやつだ。――ああ、綾あや花か。お兄ちゃんは、もう疲れたよ……。

　京輔の意識が薄れかけたそのとき、頭上で静かな声がした。

「……ごめん。そろそろどいてくれない？　胸の上から」

　なぜか微妙にくぐもっていたが、それでも十分綺き麗れいなソプラノボイス。

　最初、何を言われたのかわからなかった。少し遅れて、理解する。

（胸……おっぱい？　道理でこんなに柔らか――って、やっべええええええぇ!?）

　顔をはねあげ、飛びずさった京輔は、床に額ひたいをつけて土下座した。

「ごちそうさまでした！　……って、ちげぇ!?　ありがとうございました！　……って、そうじゃねぇだろ!?　すみませんでした！　マジすみませんでしたあああぁ！」

　動揺と興奮のあまり、失言を連発してしまう。このまま発火するんじゃないかというほど顔面が熱い。この学院に来て、初めて本気で死にたくなった。

『痴ち漢かん！』や『ドスケベ！』などの罵ば倒とうに備え、京輔が固く目をつむっていると、

「うん。どういたしまして、でいいのかな？　……とりあえずさ、顔をあげてよ。それから立とう。廊下で座ったまんま話をするのは、行儀が悪いし。そうだろう？」

　頭の上から降り落ちてくる、穏やかな声。

　予想とはかけ離れた反応に戸惑い、京輔はゆっくり瞼を開いていく。

「……え？　あ、はぁ……そ、そうっすね……？」

　まず視界に入ってきたのは、白い上履き。続いて、しましまタイツの脚線美だった。

　太すぎず細すぎず、流麗なラインを描いた美脚をたどっていくと、短く切られた暗灰色のプリーツスカートに、キュッとくびれた細いウエストが飛びこんでくる。

　どこからか、「シュコー……」と不気味な音が聞こえた。

「やれやれ、まったく。いきなり飛び出してくるから、びっくりしたじゃないか。君のトイレがあんまりにも長いから、そろそろ呼びに行こうと思ってね。そしたら、ぶつかってしまった……。君に怪我がなくって安心したよ。いつもは邪魔なだけのコイツも、たまには役に立つじゃないか、うん。見直したぞ、私のおっぱい！」

　そう言って、「ムンッ！」と背せ筋すじを反らす女の子。

　組んだ腕に乗っかるふくらみが、ぷるんっと揺れて強調された。で、でけぇ……。

　先に出遭ったボブは全身パッツンパッツンだったが、この女の子は、胸の部分だけがパッツンパッツンである。西瓜すいかでもつめているんじゃないか――と疑うほど、デカい。

　しかも、はだけられたブレザーの下に着こんでいるのは、ブラウスではなく、薄手の青いパーカーと黒のタンクトップで、豊満な輪りん郭かくがより強調されていた。

（オレはさっきまで、コイツに顔をうずめてたのか？　や、やべぇ……）

　京輔のズボンも局所的にパッツンパッツンしかけていると、女の子が怪け訝げんそうに、

「ところで、早く立ったらどうだい？　いつまで座りこんでいるんだ、君は」

「えっ。ああ、ワリぃ……別の意味で勃たってたわ。ハハハ……」

「……別の意味？　よくわからないけど、こっちの意味でも立ってくれると嬉しいな」

「すまん。もうちょっとだけ待ってくれるか？　すぐ座らせるから、さ」

「……座らせる？　う～ん、私は立ってほしいんだけど。つまり、こういうことなのかい？　別の意味で立つと、こっちの意味では立てない――と」

「ま、まぁそんなところだな……つぅわけで、もうちょい待ってくれ」

「ふむ……なら仕方がないね。このまんまでも、我慢しようじゃないか！」

「おう、サンキュー。なるべく、急いで座らせるからな！」

　……って、なんだこの会話。アホすぎて消えたい。

　嫌な感じに高ぶる心を誤魔化そうと、京輔は何気なく視線をあげる。

　瞬間、目に飛びこんできた女の子の顔は、




　――漆黒のガスマスクに覆われていた。




「…………は？　……って、はあああああああああぁ!?」

　咄とつ嗟さに二度見してしまう。……幻覚では、ない。

　女の子の顔は、ガスマスクのような仮面ですっぽり覆おおわれていた。

　口部分には、大きく突き出た円柱形の吸収缶キヤニスターがあり、目の部分は透過プラスチックののぞき窓。頭に被かぶったフードの隙すき間まから、サラサラとした銀髪がこぼれている。

　耳すらも、黒いヘッドフォンのような装置でふさがれており、見ることができない。

　ガスマスクの口元にある排気口から、「シュコー……」と溜ため息いき（？）が漏れた。

「やれやれ。女の子の顔を見るなり、悲鳴をあげるだなんて……ちょっと失礼だよ、君。いくら私が、君の予想を遥かに超える美少女だったからって。もうっ！」

「……美少女？　いや、そもそも素顔が見えねぇんだけど」

　変なマスクがついてるせいで、顔だちなどわかりようがない。

　こんな相手といきなり遭遇したら、誰でも悲鳴をあげると思う。今日一日、色んな異常者たちを見てきたが、この女の子は外見からして異常さがもう半はん端ぱなかった。

　ボブの方がまだマシだ。心の底から、関わりたくないと思う。

　しかし、当のガスマスク女は、京輔の胸中など知ったことではないようで、

「ああ、そういえば自己紹介がまだだったね。私は、氷ひ河かわ煉れん子こ。一年Ｂ組の生徒だ。君のうわさは聞いてるよ。十二人も殺したことにされているんだって？」

　どうやら、このガスマスク女――煉子も、京輔のうわさに釣つられてきたらしい。

　しかし、京輔は煉子の言葉に微妙な違和感を覚えた。

　――十二人も殺したことにされている？　なんだ、その含みのある言い方は。

　煉子の顔を見るが、ガスマスクをしているせいで表情が読めない。のぞき窓にはサングラスのような遮光処理が施ほどこされているらしく、目すら見えない有あり様さまだった。

　その不気味さに、京輔がどう反応すればいいのか当惑していると、

「……おや？　そういえば、そろそろお昼休みが終わる時間じゃないかな。私たちＢ組の先生は、とても時間に厳しいからさ。名な残ごり惜おしいけど、行かなくちゃならない」

　煉子がさも残念そうに呟つぶやく。くぐもっているのでわかりにくいが、その声からは唯一感情らしきものを読みとることができた。

「そこで、最後にお願いがあるんだ。よければ、君の名前を教えてほしい」

「ん……名前？　オレの名前か。そうだなぁ……」

　――京輔は悩む。この学院にいる以上、煉子も人殺しなのは間違いない。

　しかも、外見からしてかなり厄やつ介かい。下手に関わりあいを持つのは危険だろう。

　京輔の理性は、そう警鐘を鳴らしていた。だが、一方で……。

「嫌なら嫌で構わないよ？　私は君を責めたりしないし、黙って素直にこの場を去ろう。ただ、その後マスクをつけたままの私が勝手に大号泣して、自分の涙で勝手に溺でき死しするかもしれないけれど……君が勝手に気に病む必要はない。だから、勝手に無理をしないでくれ。つまり、私を生かすも殺すも君の勝手にすればいい、ということさ」

「……おい。脅迫じゃねぇか、それ」

「いいや、違うね。脅迫ではない。冗談だよ、君。常識的に考えて、自分の涙で溺死するはずないだろう？　大体、君みたいな男にフラれたくらいで、この私が泣くものか。冗談を真面目に受け止めちゃう純情さには、ちょっぴりキュンときたけどさ？」

「……そーかい。じゃあ、あばよ」

「うう……ぐすっ……ふえぇ……ひっく……」

「泣いてんじゃねぇか!?　お、おい――」

「ぐすんっ……うう……最近、花粉症がひどくてね」

「いやいや、噓うそつけガスマスク。これ以上ないほど鉄壁だろーが」

「そうだね。さすがに今のは強引すぎたかな？　フシュー」

『フシュー』というのは、笑い声だろう。

　溜め息を吐き、立ちあがる京輔。本来なら一分一秒でも早く、ここから逃げ出したいところなのだが――困ったことにこのガスマスク、意外と親しみやすいのだ。

　禍まが々まがしい外見とは裏腹に、物腰は柔らかく落ち着いており、どこか無邪気で憎みようのない人ひと懐なつっこさがある。だから、京輔は迷っていた。

　――ここで煉子と関わるか、否いなか。

　アゴに手を当て黙考する京輔に、煉子が「よしっ！」と、気合の入った声を出す。

「わかった。悩んでいるみたいだし、仕方ない……脱ぐよ」

「えっ……脱ぐ？　脱いでくれんのか!?」

　思いもよらない申し出に、京輔はびっくりして煉子の顔を見た。

　重厚なガスマスクに包まれた顔が、力強くうなずく。

「ああ、脱ぐよ。それが誠意というものだしね。そうだろう？」

「ん……そ、そうだな。その通りだと思う」

　――驚いた。人殺しのくせに、なんと誠実なのだろう。

　見た目と中身のギャップに戸惑いながらも、鼓こ動どうはどんどん速まっていく。

「ええっと、じゃあ……ぬ、脱ぐよ？　恥ずかしいけど一生懸命、我慢する！」

「お、おうっ！」

　緊張で声が上ずってしまった。ゴクリとつばを嚥えん下げする。

　静寂の中、煉子がまずパーカーのフードを脱いだ。

　サラサラとした銀の長髪がこぼれ、石鹼の匂いが香る。

　煉子はそれからゆっくりジッパーを下ろして、パーカーの前部を完全にはだけた。薄い布地を押しあげる胸が、衝撃で柔らかそうに揺れる。そして、次はいよいよ、タンクトップの裾すそに両手をかけると、意を決してめくりあげ――。

「……って、おいおい。ちょっと待てコラ。何してんだよ、お前？」

　低い声で尋ねる京輔に、煉子が「うん？」と首を傾かしげた。

　透き通るほど白い肌。タンクトップが胸の下までまくられ、細くくびれたウエストと綺麗なおへそが露出している。裾からは、下着と思おぼしき黒のレースがのぞいていた。

　色んな意味で固まる京輔に対し、煉子は不思議そうな声で、

「何って、脱いでいるのさ。……服を。マスクが邪魔で脱ぎにくいから、めくるだけで許してほしいんだけど……ダ、ダメ？　よ……よしっ！　だったら、次は――」

「……神かみ谷や京輔」

「うん？　カミヤキョウスケ？　なんだい、それは。オンドゥル語かな？」

「日本語だよ！　お前が聞きたがってた、オレの名前だ！　一年Ａ組、神谷京輔」

「…………へ？」

　ほうけたような煉子の反応に、京輔はすっかり調子を狂わされてしまう。

　脱ぐって、ガスマスクのことじゃないのか……。まぎらわしい。

「とりあえず、服直せ服。そのまんまだと、なんつぅか、こう……目の毒だ」

「目の毒？　へぇ、そうなんだ。てっきり、君はおっぱいに関心があるんじゃないかと思っていたんだけれど、私の見当違いだったかな？　見せても教えてくれなかったら、好き放題に触らせてあげてもいいと思っていたのに……その必要はなかったね」

「えっ」

　この世に生まれて十五年、これほど過去の選択を悔くやんだことはない。

「……ワリぃ。実はさっきの、偽ぎ名めいだったんだ」

「なんだってええええええぇ!?　そんなバレバレの噓をついてまで、君は私のおっぱいにあんなことやこんなことをしたいというのかい!?　そうか、そこまで関心が……」

　恥を忍んでついた京輔の噓は、あっさり見破られていた。

　この世に生まれて十五年、これほど過去の選択を悔やんだことはない（記録更新）。

「……と、それはさておき。時間は大丈夫なのかな、京輔？　私的にはかなりヤバイと思うんだけど。Ｂ組の先生はとてもエッチなド変態だから、一秒でも遅刻しちゃうと、あんなことやこんなことや、そんなことまでされてしまうんだ……」

　衝撃的な事実を告げられ、鼓動が跳ねる。

　京輔は、弾はじかれるように煉子の胸――ではなく、顔を見た。

「そんなこと!?　そんなことって、一体……じゃなくって！　早く戻ろうぜ!?　お前のクラスはそれで済むかもしれねぇけどな、ウチのクラスはブッ殺されんだよ！」

「あ、待って!?　私も、そんなことをされるのは、やだ……絶対、嫌だあああぁ！」

「だからなんだよ、そんなことってええええええぇ!?」

　死に物狂いで、教室へと急ぐ京輔。その後ろから、煉子が遅れてついてくる。

　廊下に取りつけられたスピーカーが震え、授業開始のチャイムが漏れ始めていた。





×　×　×






「言ったはずだぞ、貴様？　授業が始まる前に着席していなければ、調教する……と。覚悟はできているんだろうなァ？　ククク……」

　静まり返った教室内に、久瑠宮のサディスティックな笑い声が響く。

　鉄パイプを弄もてあそびながら、ゆっくり教壇を降りて、

「貴様たちはこう思っていたのかもしれない。『一秒程度の遅刻なら』『止やむに止まれぬ事情があれば』『初日なら』……大目に見てもらえるのではないか、と。答えは――」

　久瑠宮の歩みが止まり、セリフが一時中断された。

　嗜し虐ぎやくに満みち充みちた沈黙。弓矢を引きしぼるように、緊張と恐怖が高まっていく。

　それらがピークに達しようとした、次の瞬間――久瑠宮がキレた。

「ＮＯに決まっているだろうがあああああああああァ!?」

　右斜め後ろの方から、ぼぎんっと重たい打撃音。

「ちぺえええ!?」という悲鳴が響き、なぐられた生徒がイスごと倒れる音がする。

　教室内の空気が一気に緊張するが、誰一人として声をあげる者はない。

　久瑠宮を刺激しまいとしているのだろう。京輔も、まったく同じ心境だった。

　……むしろ、クラスで一番ビビっている自信がある。

　京輔が席についたのは、授業が始まるほんの数秒前だったのだ。

「まったく、今年は出で来きが悪いじゃないか。アァン!?」――ぼぎんっ。

「初日から二人も調教する羽は目めに遭うとは……なァ!?」――ぼぎんっ。

「今朝のモヒカンといい、貴様といい……わたしが美少女だからといって、ナメているのか？　ナメているんだな？　二人まとめて合あい挽びき肉にするぞおおおおおおォ!?」

　ぼぎんっ。ぼぎんっ。ぼぎんっ。ぐしゃっ！

「ヒィ!?」「少女っていう歳としじゃ――」「ぐぇ!?」「ひぎゃああああああァ!?」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんと打撃音、絶叫と血の飛び散る音が、バイオレンスな四重奏を奏かなでる。

　真正面に首を固定したまま背筋を伸ばし、京輔はガタガタ打ち震えていた。

（もし間にあわなかったら、オレもああなってたのか……マジで危ねぇ）

　安あん堵どと恐怖がないまぜになった頭の隅すみで、ふと思う。

　――煉子は間にあったのだろうか、と。

　隣のクラスの煉子を気にしている余裕はなかったから、どうなったのかはわからない。

　ただ、京輔がギリギリだったことを考えれば、きっと……。

（……ッ!?　まさかアイツ、今ちょうど、あんなことやこんなことやそんなことをされてる真っ最中なのか!?　クラスメイトが見ている前で、あのおっぱいを……クソッ!?　ダメだ京輔、想像するんじゃねぇ！　けど、気になるな。すっげぇ気になる……いや、待てよ？　すぐ隣の教室なんだし、耳を澄ませば、何か聞こえるかもしれ――）

「おい神谷。貴様、何をニヤけている？　クラスメイトが調教されるのが、そんなに愉たのしいか？　ふんっ……なるほど。やはり、貴様の性しよう根ねは腐くさり果はてているようだ」

「…………え？　な、なんすか？」

　壁をすり抜け、妄想の世界にトリップしようとしていた京輔の意識は、久瑠宮の低いうなり声によって引き戻された。状況を把は握あくできずに、ポカンとしてしまう。

　気がつけば、調教はとっくに終了しており、血まみれの鉄パイプを担いだ久瑠宮が、教壇の上から冷ややかな目で京輔を見下ろしていた。

「……ほう？　このわたしに向かって『なんすか』ときたか。わざわざ数秒前に着席してくれやがったことといい、立派な授業態度だな？　よほど調教されたいと見える」

「えっ。ちょっ……待ってください！　そんなつもりじゃ――」

「……ほほぅ？　では、どういうつもりだったのだ？　なぜ、あんなにも愉しそうな顔をしていた？　聞いてやるから、説明してみろ。――とりあえず、立て」

「せ、説明っすか!?　ちなみに、座ったままっていうのは……」

「認めない。口答えは一切許さない、と言ったはずだが？　ナメているのか」

「は、はひ……すみまふぇ……ぶっ!?　わかりまひ……んぶっ!?」

　血のついた鉄パイプで口元をグリグリ責められながらも、京輔はうなずく。

　……って、なんだこれ。顔をそむけようとしても、鉄パイプが追ってくる。くわえろってか？　くわえて血を舐なめ取れってか？　ナメている、だけに。ダジャレか。

（タイミングが悪すぎるぜ、畜生……どう説明しろってんだよ）

　まさか『さっき知りあったＢ組の子が、遅刻した罰でアレコレお仕置きされているのを想像してたら、ついニヤけてしまいました。すみません』と素直に白状するわけにもいかず、『そのおかげで、立ってはないけど勃ってはいます』などと、これまた素直に続けるわけにも、当然いかない。調教どころか撲殺確定だった。

　しかも、左隣には鋭えい利りがいるため、もしも立ったら勃っているのが丸わかりである。

　こんなときに限って鋭利はネイルをいじっておらず、いぶかしげな目でこちらの様子をうかがっていた。――しかし、それでも撲殺よりはマシだろう。

　以後、クラスメイトの女子から侮ぶ蔑べつと嫌悪の眼まな差ざしで見られることを覚悟し、京輔がゆっくり腰をあげようとした、まさにそのとき。




『ああんっ!?　そんなことしちゃ……ら、らめええええええぇ～～～っ!?』




　壁の向こうから、微かすかに嬌きよう声せいが漏れ聞こえてきた。

（……ッ!?　この高い声……ま、まさか……!?）

　鎮しずまりかけていた『もう一人の京輔』が、にわかに元気を取り戻す。その際、京輔は半ば反射的に浮きあがらせていた腰を引き、下ろしてしまったのだった。

「……そうか。よぉ～くわかったぞ、神谷。それが貴様の選択なのだな？」

　もう我慢の限界とばかりに、久瑠宮が再び教壇を降りる。

　ひしゃげた鉄パイプを放り投げ、どこからともなく新品の鉄パイプを取り出した。

　――その数、二本。両手に凶器を携たずさえて、久瑠宮が京輔へと近づいてくる。

（ああ……オレ、さっきの奴みてぇにボコられんのかな？　けど、仕方ねぇ……煉子も罰を受けてるんだし、オレも……なぁに、いくらなんでも殺されたりはしねぇさ）

　口元についた血をぬぐい、内心では強がりながらも、震えが止まらなかった。

　机の前に、久瑠宮が立つ。不穏な光を宿す双そう眸ぼうが、京輔を真っすぐ捉とらえていた。

「…………最期に、言い残すことは？」

　陽かげ炎ろうめいた怒気をまとわせ、久瑠宮が凶器を振りあげる。

　恐怖で、口などろくに動きもしなかった。無言でうつむき、歯を食いしばる。

「ふんっ……そうか。ならば、今すぐあの世に送ってや――」




「ヒャッハアアアァ！　三さん途ずの川から還かえってきたぜェ、お嬢ちゃん！　ギャハハ！」




　甲かん高だかい叫びと同時、教室前方のドアが吹っ飛び、一人の男子生徒が飛びこんできた。

　小窓の割れたドアを踏みつけ、耳ざわりな哄こう笑しようをあげるソイツは――。

「……モヒカン。貴様、もう戻ってきたのか？　どうやら、調教不足だったようだな」

　包帯グルグル巻きにされ、ミイラのようになった頭から突き出す、真しん紅くのモヒカン。

　保健室送りにされた生徒のド派手な帰還に、久瑠宮の意識が京輔から逸それる。

　モヒカンへと向き直ったこめかみに、太い青筋が浮いていた。

「……今は授業中だぞ。それに、そのドア……ナメているのか？　アァン!?　あんまりフザけた真似をしていると、またすぐ地獄へ送り還すぞ!?　生あい憎にく、今のわたしは機嫌が悪い……怪我人だろうが容よう赦しやはせんから、覚悟しておけ！」

　久瑠宮の殺気だった眼光に、モヒカンは「ウッ!?」とひるんだ素そ振ぶりを見せつつも、すぐに威勢を取り戻し、不快な笑い声をあげた。

「ギャハハハハ！　そうかい、ソイツは上等だァ！　オレサマも今度は手加減しねェぜ、お嬢ちゃん？　ちんちくりんな身体からだに刻みこんでやるよォ！　オレサマの本気をたっぷりとなァ!?　覚悟しやがれ！　ギャーッハッハッハッハッハ！」

「……ちんちくりん？　ちんちくりん……だと、貴様？」

　久瑠宮の顔から表情が消え、笑い続けるモヒカンへと歩み寄る。

「……冥めい土どの土産に教えてやろう。わたしに対して『ちんちくりん』だの『チビ』だの『小学生』だの『幼稚園児』だの抜かしたブタはなァ……皆殺しにしているんだよ」

　両の瞳を血走らせた久瑠宮は、京輔のことなどもう眼中にないらしい。

「ふわぁ……よかったじゃない、京輔。助かったわね」

　鋭利が、あくび混じりに話しかけてきた。

　助かったというより、単に寿命が延びただけだと思うが……。

　しかも、下手に挑発してくれたせいで、久瑠宮の機嫌がますます悪化している。

　こちらに向けた背中から、ドス黒い殺気がにじみ出ているようだった。正面から対たい峙じしているモヒカンは、恐怖ですくみあがっていることだろう――と、思いきや。

「ギャハハハハ！　そうかい、ちんちくりんな幼稚園児のお嬢ちゅわ～ん？　それとも小学生かァ!?　あんまりにもチビだから、間違えちまったぜェ！　ワ～リぃワリぃ」

「「「…………ッ!?」」」

　この空間にいる全員が、まとめて総毛だった。

　誰もが『信じられない』という顔で、命知らずなクラスメイトを凝視している。

　鋭利が小さく「……死んだわね」と呟いた。

　硬直し、沈黙していた久瑠宮の肩が、舞まい那なみたいにプルプルと震え、

「クッ……クククク……フハッ……フハハハ……ハァーッハッハッハッハ！」

　――声をあげ、腹を抱えて笑い始める。

　久瑠宮に釣られたのだろう、モヒカンも大口を開けて、

「ギャハッ……ギャハハハ……ギャーッハッハッハッハッハッハッハッハ！」

　笑い出す。二人はしばし、仲良く笑いあった後、

「いやァ～、笑った笑った。ククク……こんなに笑わされたのは、久しぶりだよ」

　うっすら涙の浮いた目をこすり、久瑠宮が鉄パイプを投げ捨てた。

　モヒカンに近づき、背伸びをしてその両肩に手を置くと、笑顔を消し去り、




「――百億万回ブッ殺されたいか？」




　力任せに、肩をひねり外した。

「ギャッハアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ!?」

　悶もん絶ぜつするモヒカンをヒールで蹴っ飛ばして踏みつけ、久瑠宮が教室内を見回す。

「……おい貴様たち。午後の授業は、校舎を周って施設案内をする予定だったが、変更だ。時間の許す限り、素手で可能なありとあらゆる拷ごう問もん術を、実演つきで教えてやる。……では、末まつ端たんから始めよう。とりあえず、親指の爪をこうやってだな――」





×　×　×






「……っと、もうこんな時間か。わたしとしたことが、少々夢中になりすぎたようだ。正直、まだまだ全然やり足りないのだが……ふんっ。今日のところは、勘かん弁べんしておいてやる。わたしも暇ひまじゃないのでな。貴様らブタで、遊んでばかりもいられんのだよ」

　血染めの両手を、モヒカンからはいだ上着でふきつつ、久瑠宮が言う。片ときも休むことなく、全身全霊で拷問を行い続けた久瑠宮は、さすがに疲れた顔をしていた。

　汚れたブレザーを放り捨て、床に転がるモザイクの塊かたまり――変わり果てたモヒカンを、鉄パイプでゴルフのようにスイングしてどかす。

「ひでぶ!?」白目をむいて吹っ飛ばされた後、モヒカンは動かなくなった。

　待機していた医療班が、すぐさま担たん架かに乗せて運び去っていく。

「……さて、と。現時刻は十六時。いつの間にやら放課後だ。二時間後の十八時までには着替えを済ませて、グラウンドに集合しておけ。そこから夜までみっちり肉体労働だ。健全な精神は、健全な肉体に宿る……ここでは朝晩二回の刑務作業が、部活動の代わりだからな。心して臨のぞめ！　もちろん、時間は厳守だぞ。――わかったな？」

　久瑠宮の言葉に対し、「「「はいっ！」」」と元気に声をそろえるクラスメイトたち。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの拷問ショウが、皆に恐怖という名の忠誠を植えつけていた。

「ククク……いい返事だ。では、また会おう」

　満足そうにうなずくと、あまったプリント類を小脇に抱かかえる。

「……はて？　何か、大事なことを忘れている気がしなくもないが……まぁいい。今はさっさと職員室に戻って、一杯やりたい気分なんだ。ミルクセーキと卵サブレでな」

　ミルクセーキと卵サブレて。妙なところで可愛いな。

「……いや、待てよ？　チョコチップクッキーも捨てがたい……むむぅ」

　アゴに手を当て考えこみながら、久瑠宮が教室を出る。――直後、

「た、助かったああああああぁ！　……マジで」

　叫び、机に身体を投げ出す京輔。全身から力が抜けていった。

「九死に一生を得る、ってこのことな……もうダメかと思ったぜ」

　久瑠宮が忘れていた『大事なこと』はもちろん、京輔の調教である。

　次から次へ披露される拷問を見、『次はオレがああなるんだな……』と戦せん慄りつしていた京輔は、ここに至いたってようやく安堵していた。

「……よかったじゃない、京輔。あの単細胞に助けられたわね」

「ああ、そうだな……今、オレがこうして生きてられんのも、アイツのおかげだよ」

　窮地を救ってくれたモヒカンに、感謝の言葉を贈りたい。

　さらばモヒカン、ありがとうモヒカン。せめて、安らかに眠れ……。

「……で？　京輔は、今からどうするつもりなの？」

「今から？　ああ、そういや放課後だっけ。どうすっかなぁ……」

　鋭利に問いかけられた京輔は、上半身を起こして考える。

　五時間目の終わりから終業後の刑務作業までには、たっぷり二時間もあった。

　この休憩時間をどう過ごすかは、各々の自由。時間通りジャージに着替えて集合してさえいれば、どこで何をしていても構わない――とのことである。

　自由時間をどう潰つぶすかについて、京輔が頭を悩ませていたときだった。




「……なァ。おい、アイツじゃね？　十二人も殺したっていう、殺人鬼」




　ふいに、知らない男子生徒の声が、廊下の方から聞こえてくる。

　全身から血の気が引いていくようだった。なんだか、廊下がやけに騒がしい。

　……嫌な予感がする。京輔がゆっくり視線を向けると、

「げっ!?　め、目があっちまったぜ……すっげぇ迫力。心臓止まるかと思ったわ！」

「おい、やべぇってお前！　殺されちまうって！　死ぬ気で土下座してこいよ!?」

「つか、あの血溜まりアイツが殺やったんじゃねぇ？　ドアも壊れていやがるし……」

「ああ、素敵……私が殺してあげたいわ。そして、食べるの……シチューにするの」

「否！　奴を斃たおし、喰くらうのは我だ！　我らだ！　我が左腕《片翼の死天使アズリエル》も疼うずいているぞ、神谷京輔……『早く貴公と殺しあいたい』『早く貴公を喰らいたい』と、なァ」

「…………マジかよ」

　廊下には、京輔のうわさを聞きつけた生徒たちが集まり、開いたドアや鉄格子の隙間から、教室内をのぞきこんでいた。狭い廊下に人がひしめく様は、まるで満員電車。

　それら数多の視線が全て、京輔一人に集中している。半端ではない重圧だった。

「……よかったじゃない、京輔。有名になれて」

　鋭利が、しれっと祝福してくれる。これっぽっちも嬉しくなどない。

　ちなみに、騒ぎの元凶である舞那はというと……。

「世界が平和になりますように、世界が平和になりまちゅように、ちぇかいが――」

　頭を抱えてぎゅっと目を閉じ、世界平和を願いまくってかみまくっていた。

　できれば早く誤解を解きたかったが、この状況では下手に動きようもない。

（おいおい、どうすりゃいいんだよ……膠こう着ちやく状態じゃねぇか）

　廊下の生徒たちは、外からこちらを観察しているだけである。教室内に入ってきたり話しかけてきたりする者は、誰一人としていなかった。

　京輔のことを恐れているのか、互いに牽けん制せいしあっているのか……。

　さっさと逃げ出したかったが、廊下があれでは一歩も外に出られなかった。

　嫌な汗をたっぷりかいて、硬直してしまう京輔。――そのとき、




「えーっと、京輔はいるかな？　京輔京輔……あ、いた」




　人混みの中から、黒いガスマスクがひょっこり顔を出す。煉子だった。

　煉子は他の生徒を「ちょっとごめんよ～」「通してくれるかな」と押しのけながら、教室内に入ってくる。周囲の視線を意にも介さぬ、堂々とした足取りで。

「やぁ、お昼ぶり！　あの後、授業には間にあったかい？　フシュー」

「お、おう……オレは、なんとかギリギリ間にあったけど……」

　元気にあいさつをする煉子に対し、京輔は声のボリュームを落として答えた。

　ガヤガヤ騒がしかった生徒たちは、皆一様に口をつぐんで、京輔と煉子の会話に耳を澄ませている。おかげで、話しづらさが半端ない。

　しかし、煉子はそうでもないらしく、聴衆に構わず会話を続ける。

「ふぅん。よかったじゃないか、間にあって。……けど？　だけど、なんだい？」

「あ、いや……お前の方は、その……」

「うん。残念ながら、授業の開始時刻に、十秒ほど遅れてしまったね。そして――」

　煉子が「シュコー……」と溜め息を吐いた。京輔は、ゴクリと息を吞のむ。

　頭の中では、授業中に聞こえてきた女の子の声が、延々リピートされていた。

「二十秒ほど、教師が遅れてやってきたんだよ。だから、私は助かった」

「そうか、そいつは気の毒だったな。……って、あれ？　助かったのかよ、お前？」

　おかしい――あの嬌声は、幻聴だとでも言うのだろうか。

「うん。ただ、一分くらい遅れてきた娘がいてさ。可哀想に……『そんなこと』の犠牲になってしまったんだ。縦にも横にも大きい女の子が、ね」

「なん……だと？」

　……幻聴の方が百倍マシである。遅刻の罰でお仕置きされる煉子（の胸）を想像しながら、穴があったら入れたいなどと興奮している場合じゃなかった。

　穴があったら入りたい。むしろ、埋めてくれ。

「どうやら彼女、夢中で誰かを探し回ってたみたいでさ。それで遅れたみたいなんだよね。今は保健室にいるはずだけど……彼女が探していたのは、君じゃないのかい？」

「……すっげぇ不本意だけど、たぶんそう。心当たりはなくもねぇから」

　頭を抱えこみ、うめく。

「最悪だぜ、クソッ……ボブの奴、まだあきらめてなかったのかよ」

「……よかったじゃない、京輔。モテモテで」

　鋭利が、しれっと嫌味を言ってきた。

　京輔が隣にジト目を向けるより早く、煉子が「おや？」と首を傾げて、再びネイルをいじり始めた鋭利を見やる。

「京輔の友達かな？　初めまして。一年Ｂ組の氷河煉子だ。こう見えても十六歳だよ」

「……こう見えても何も、素顔が見えないんだけど」――などと、煉子のボケにツッコむこともなく、鋭利は友好的に差し出された手を一いち瞥べつしただけで、無視。

「…………鋭利よ」

　ネイルに仕上げのトップコートを塗りながら、短く名乗り返した。

　煉子はしばしキョトンとした後、うなずくと、素直に腕を引っこめる。

「ああ、ごめんごめん。私の気が回らなかったよ。そんなモノをしている君に対して、握手を求めちゃうなんてさ……シュコー。マスクのおかげで、視野が狭せまくてね」

「……そんなモノ？　どういう意味よ、それ？」

　顔をあげ、鋭利が胡う乱ろんげな目で、煉子のガスマスクを見た。

「うん？　いや、素敵なネイルだなぁと思って。中なか々なか気づきにくいけど」

「…………そうね。さり気ないオシャレは、女子の基本だし？」

　屈くつ託たくない煉子の言葉に肩をすくめて、鋭利がネイルアートの作業に戻る。

　紅あかいマニキュアを下地に、ラインストーンとスワロフスキーで装飾された爪は精せい緻ちで美しく、先端が黒く縁取られていた。見れば確かに、よくできている。

「フシュー。うんうん、オシャレは女の子のたしなみだよね！　ところで、京輔――」

「ん？　なんだよ。言っとくけど、お前のマスクはオシャレじゃねぇからな」

「うん。明日のお昼なんだけど……」

　――オシャレの件は、華麗にスルーしやがった。

「よければ、私とご一緒しないかい？　君とはゆっくり話してみたいからさ。本当は、放課後に話したかったんだけど……この騒ぎだしねぇ。どうだろう？」

「明日の昼飯？　あー……ワリぃな、煉子。オレは一人で――」

「なんなら、好き放題に触らせてあげるよ？」

「好き放題!?　好き放題って、なんでも好き放題か!?」

「うん。スベスベとしたマスクの質感を、心ゆくまで堪たん能のうするといい」

「……って、そっちかよ!?　いちいちまぎらわしいんだよ、言い方が……」

　ガタンッと立ちあがった後、残念そうに腰を下ろす京輔。

　鋭利が生温かい視線を向けてくる。

「……ハァ？　どこだと思ってたのよ、ドスケベ。ヘンタイ」

　ジト目になって毒づく鋭利の胸は――なるほど、見事な断崖絶壁だ。

　ボインッと突き出た煉子の胸に比べると、せつなくなるほど真っ平らだった。

「……どこ見てんのよ。斬り落とされたいの？」

「お前の方こそ、どこ見てんだよ!?　切り落とすとか怖ぇこと言うな！」

「……別に。どうせ、粗そ末まつなポークビッツでしょ？」

「ちげぇ！　フランクフルトとまでは言わねぇが、ソーセージくらいは――」

　ついつい声を荒らげかけ、京輔は「あっ」と口を押さえる。

　廊下や教室内の生徒が「……ソーセージ？」「ソーセージだってぇ！」と、ヒソヒソ話す声が聞こえた。壁にガンガン頭をぶつけて、自殺したい衝動に駆られる。

　煉子が、「シュコー……」と吐息した。

「なんで、いきなり腸づめトークを始めたんだい、君たちは？　だけど、いいなぁ……仲がよさそうで！　私も混ぜてもらいたいよ。――あっ、そうだ！」

　パンッと両手を打ち鳴らし、煉子が声と巨乳を弾ませる。

「明日のお昼、鋭利も一緒にどうだろう？　こうして出会えたのも何かの縁だしさ！　……ね？　ナイスアイディアだと思わないかい？　フシュー」

　外見に似あわぬ無邪気な物言いと、揺れるほどある乳の質量に、鋭利が「……ん」とたじろいだ。逃げるように顔をそむけて、観念したように、

「ま、まぁ……そうね？　あたしは構わないけど、別に……」

「だってさ、京輔。よかったね！　いやぁ～、明日のランチが楽しみだなぁ」

「そうだなぁ……って、ちょっと待てコラ。まだ行くとは言ってねぇぞ、オレ？」

「へ？　来てくれないのかい……どうして？　うるうる」

「わざわざ口で『うるうる』言うな。どうしてって、そりゃあ――」

　問われ、京輔は返答に窮きゆうした。理由はもちろん、京輔が人殺しではなくただの一般人に過ぎないから――なのだが、それを素直に告げるわけにもいくまい。

（かと言って、一人じゃのんびり飯も食えねぇ状況なんだよなぁ、今のオレ……）

　教室前に群がる生徒たちを見、京輔は途方に暮れる。

　人を殺した者たちの、ギラギラとした視線。畏い怖ふや憧どう憬けいだけならまだしも、中には、嫉妬や敵意、あるいは殺意といった不穏なモノまで混じっていた。

　そういう輩にからまれるのだけは、なんとしてでも避けなければならない。

　まさしく生命の危機だ。独りでいたら、うっかり殺されかねない。

　それならば、いっそ――。

「……わかった。行くよ。オレも行く」

　京輔はうなずく。心の内には、打算があった。

　六人殺したＡ組トップの殺人鬼と、得体の知れなさナンバーワンのガスマスク。

　これ以上ないほど厄やつ介かいそうな二人だが、うまく味方にできれば心強い……と。

「えっ、本当!?　やったぁ！　嬉しいな。明日は親しん睦ぼく会かいだね！　フシュー」

「……なんだかんだで結局、来るんじゃないの。優柔不断な奴」

　京輔の答えにはしゃぐ煉子と、うっすら頰をゆるめる鋭利。

　友達ではなく、あくまで味方――生き残るための『手段』として。

　京輔は、彼女たちと一緒にいることを、決めた。
















×　×　×






　プルガトリウム更生学院は、全寮制である。

　その理由は簡単で、生徒を外界シヤバへ逃がさぬためだった。

『未成年の殺人犯を更生させること』を目的として設立されたという、プルガトリウム更生学院はやはり、一般的な教育施設とは様々な面で一線を画している。

　例えば、敷地をぐるりと囲むコンクリート壁とフェンスのそばでは、二十四時間体制で警備が行われており、逃走者に対して『発砲』の許可まで出されているらしい。

　学院自体が絶海の孤島に建てられていることもあり、脱獄はまず不可能だ。

　そんじょそこらの収容施設とは、比べ物にならない厳重さ。

　――かと思えば、校舎内では意外と自由が認められていたりする。

　厳しいのかゆるいのか、よくわからない場所だった。

　そもそも未成年の人殺しが集められる収容施設など、存在からして謎すぎる。未成年の犯罪者ならばともかく、一体どうして殺人犯だけなのだろう。

　今日行われたガイダンスでも、その辺りの理由は一切説明されていなかった。

「まぁ、グダグダ考えててもしゃあねぇか……けど、疲れたな」

　久瑠宮に散々いびられながら、畑耕作や草むしり、校舎の修しゆう繕ぜんや資材の運うん搬ぱんなどなど四時間にも及ぶ過か酷こくな刑務作業を終えた京輔は、身も心もヘトヘトだ。

　ガイダンスで配られたプリントを投げ、備えつけのパイプベッドに寝転がる。

　簡素なベッドに敷かれたマットレスは薄く、寝心地はすこぶる悪かった。

　紺こん碧ぺき色いろの夜空が見える窓には、校舎と同じく太い鉄格子。

　通路側の壁は一面、鉄格子になっており、外からしっかり施錠されている。

　コンクリート打ちっぱなしの狭い部屋に家具はほとんど置かれておらず、机とイスと小さなシェルフ、それから隅に洋式トイレが備えられているだけだった。

　牢獄にしか見えないここは、学生寮の一室である。

「こんなところで三年間も過ごせって？　無理だろ、絶対……」

　ぼやく京輔の服は、白地に黒のボーダー柄ジャージ。

　いかにも囚人チックなデザインだった。殺人犯にはお似あいだろう。

　――しかし。

「オレは、殺してなんかねぇ。誰も殺してなんかねぇ……はずだ」

　口に出した途と端たん、抑えようのない怒りが湧わきあがってきた。一瞬とはいえ、己おのれの無実に疑問を覚えてしまった弱さと、理り不ふ尽じんすぎる現実に。

「ああ、クソッ！　オレはなんにも悪くねぇのに、どうしてこんな……」

　腹の底で荒れ狂う激情。歯を食いしばって耐え、寝返りを打つ。

　逮捕され、ここに入学させられるまでの間、幾度となく繰り返してきた自問。

　どうして。どうして。どうして。どうして――答えなど、出ない。

　明日も、朝早くから刑務作業が待っている。もう眠ろうと瞼を閉じたとき、浮かんできたのは、大事な家族の顔だった。

（…………綾あや花か）

　取り残された妹のことを考えるたび、心に深い亀裂が走る。

　――綾花は、今頃どうしているのだろうか。

　最後に見た綾花の不安げな顔が、脳裏に焼きついていた。

　あの日、刑事に連行されて以来、京輔は綾花とほとんど顔をあわせていない。

　怒ど濤とうのごとき展開で、何がなんだかわからないまま、留りゆう置ち所じよから拘こう留りゆう所じよへと移され、裁判が行われ――気がついたら、入学する運びとなっていたのだ。

　それでも、妹が今どうしているのか……考えれば、容易に想像がついた。

　京輔がこういう目に遭ったことで、最も傷ついているのは、たぶん綾花だからだ。

　綾花は傷つき、泣いているだろう。薄暗い部屋。タオルケットを被り、ヒザを抱えて身体を震わせ、嗚お咽えつをかみ殺している妹を、京輔はたやすく想像することができた。

　昔、小学校で悪質ないじめを受けていた綾花が、毎晩そうしていたように――。

（…………ごめん）

　普段は明るい妹の、そんな姿を目まの当たりにしたことで、京輔は誰より強くなろうと決意したのだ。二度と綾花が傷つき、悲しまないように、守るための強さを求めた。

　以来、綾花を心配させることはあっても、傷つけたり悲しませたりしたことはない。

　――なかったはずだ。にもかかわらず、京輔は……。

（綾花の言う通りだったよ。無茶ばっかり繰り返してたら、いつか取り返しのつかないことに巻きこまれるんじゃないか、って。バカな兄貴で本当にごめんな。だけど……）

　青白い光が差しこむベッドの上で、拳を握りしめる。

（……まだだ。まだ、全部が終わったわけじゃねぇ）

　無事に『卒業』することができれば、外に出られるはずだった。

　そうすれば、綾花に会うことができる。綾花を守ることができる。

　綾花に謝ることができる。

　――だから。




（何がなんでも、耐えきってやる……周りが全員人殺しだろうが、鬼のような教師に目をつけられていようが、牢にブチこまれていようが、必ず……生き抜いてやる）





















「し、死ぬ……このまんまだと、死ぬぅ」

　一時間目の授業が終わり、久く瑠る宮みやが教室を出た直後、京きよう輔すけは机に突っ伏していた。

　片ヒジをつき、脚を組んだ鋭えい利りが「……ふわぁ」と、吞のん気きなあくびを漏もらす。

　頰を机にくっつけて、京輔はその横顔をまじまじと見つめた。

「お前さぁ、鋭利……よくそんな態度がとれるよな。あの鬼教師を前にして」

「……別に。あたしは目つけられてないし？　あんたやモヒカンと違って」

　鋭利がしれっと言い放ち、京輔と――その右隣へ視線を向ける。

　そこでは、真っ二つにへし折られた机から、新鮮な血が滴したたり落おちていた。

　授業が始まる前に座っていた、モヒカン頭のクラスメイトはもういない。

　久瑠宮に対して、朝一番から「今日もちっちゃくって可愛いでちゅね～。ギャハハ！」とケンカを売り、二秒で叩たたき潰つぶされたのだ。おかげで、久瑠宮の機嫌は一気に悪化。

　そのあおりを受けたのが、他のクラスメイトたち（主に京輔）である。

「おかしいだろ……なんでオレだけ、道徳の授業で一発芸とかやらされんだよ。『おい、神谷。わたしの機嫌を直せ。笑わせてみろ』とか、無茶ぶりすぎるわ。意味わかんねぇっつーの。しかも、つまんなかったら調教って……道徳もクソもねーよ」

「……まぁ、いいじゃない。一応、笑わせられたわけだし」

「鼻で、だけどな？　あの空気はトラウマもんだぜ、ったく……」

　口に出した瞬間、教室内の冷えた空気が思い起こされ、ますます憂ゆう鬱うつになった。

　京輔が咄とつ嗟さに披ひ露ろうしたのは、モノマネ《モチュバーガーの店員》である。

『あ、電話だ。もちゅもちゅ？』

　――死んでしまいたい。シーン……と静まり返る中、舞まい那なだけが「もちゅもちゅ……ぷくくっ」と、噴き出しかけてくれていた。

　今、京輔が生きていられるのは、あのとき舞那が笑ってくれたおかげだろう。

　そこでふと、京輔は思い出す。舞那に、返さなければならないものがあることを。

（誤解も解かなきゃならねぇし、早いとこ話しとくか……って、あれ？）

　ポケットのハンカチを確かめ、京輔が振り返ってみると、舞那は席にいなかった。

　怪け訝げんに思い、辺りを見回してみる。――いた。小さな身体からだを縮ちぢこまらせて、教室前方のドアから、目立たないようそろりそろりと出ていこうとしている。

　そんな舞那に気づいたのは、京輔だけではなかったようで、

「……目をつけられたわね、あの娘こ」

　うなるように、鋭利が呟つぶやく。京輔は無言で顔をしかめた。

　壁にもたれて談笑していた三人の男子――紳しん士じと宇う佐さ見みと大おお野の木ぎが、舞那の後を追うように、ぞろぞろ教室を出ていったのだ。

　先頭は紳士。二人の女性をその手にかけた、絞殺魔ストラングラーのネクロフィリアが、獲物を狙う毒蛇のごとく目を細めて笑い、舌舐なめずりをする。

「あー……ワリぃ。ちょっと行ってくるわ、オレ」

　ためらいは刹せつ那な。言葉を発するより早く、身体が勝手に動いていた。

　イスを蹴り、立ちあがった京輔を、鋭利が見あげてくる。

「……ふぅん？　意外。わざわざ助けに行ってあげるわけ？　それとも便乗かしら」

「アホ抜かせ。助けてやるに決まってんだろ。放っとけるかよ」

「……へぇ？　お優しいじゃない、京輔。――十二人も殺した殺人鬼のくせに」

「う、うるせぇよ……。そういう気分のときも、あるんだっつーの！」

　ボロが出かけて冷やっとする京輔に対し、鋭利はネイルの先を見つめて、

「気持ちは、わかるけどね……あんたが行かなかったら、あたしが行ってたし」

　ひとりごとのように、ぽつりと呟いた。京輔は「ん？」と眉をひそめる。

「オレが行かなかったら……なんだって、鋭利？」

「……なんでもない。ていうか、さっさと行けば？　見失うわよ」

「あ、やべっ!?　それじゃあ、ちょっくら助けてくるわ。できれば、穏おん便びんに」

「……穏便に？　まぁ、別にいいけど……せいぜい殺されないように」

　ひらひら手を振る鋭利に見送られ、京輔は急いで教室を出た。

　ただし、最後の一言は余計だ。十分あり得そうなところが怖くて、笑えない。





×　×　×






「ひいいいいいいいいいいいいいいいぃ!?」

　階段を駆け下りる京輔の耳に、舞那の切せつ羽ぱつまった悲鳴が聞こえてきた。

（舞那!?　アイツら、手ぇ出すの早すぎ！）

　大急ぎで一階に下りると、そこで一いつ旦たん、壁に張りつき様子をうかがう。

　舞那は女子トイレの前で、完全に取り囲まれていた。舞那を追いつめているのは紳士と猫背の不気味な少年、ドレッドヘアにサングラスをかけた男子――の三人。

　他に人ひと気けはほとんど感じられない。生徒の多くが、教室内に残っているのだろう。

「な、なななな、なんですか!?　わたしに近寄らないでくださいっ！　それ以上こっちに来たらアレです！　け、けいさちゅ……警察っ！　呼びまちゅよ!?」

　壁に背をつけ怯おびえる舞那に呆あきれ、紳士が苦笑した。

「おやおや。怖がらなくても平気ですよぉ？　危害を加えるつもりはありませんから。少しお話ししたいだけです。ちなみに、呼んでも『けいさちゅ』は来ません」

「うっ……真似しないでくだちゃい」

　顔を真まっ赤かにしてうつむく舞那に、ドレッドヘアの大野木が噴き出す。

「プッ。かみすぎだろ、オマエ！　ンなに動揺しなくても、今この場でどうこうする気はねェから、安心してくだちゃいよ。ハハハ！　……なァ、紳士？」

「ええ、もちろんですとも。すぐにどうこうするつもりはありませんよぉ、舞那さん。僕らはハートフルなので。ゆっくりじっくり、仲良くなっていきましょう？」

「ヒッ、ヒヒ……しまパン、しまパン、……白と水色……ヒッ、ヒヒヒ……」

　顔を見あわせ笑う男子生徒たち。下げ卑びた本音が透すけて見えるようだ。

　猫背の宇佐見に至いたっては、小さな身体をはいつくばらせて、スカートの中身を堂々と見物している始末。キツく瞼まぶたを閉じた舞那は、まったく気づいていない。

　学院指定の下着には、黒だけじゃなく、水色というパターンもあるのか……。

（……って、どうでもいいだろそんなこと!?　早く助けに入れよ、神かみ谷や京輔！）

　顔を引っこめ、深呼吸。拳を握り、覚悟を固めた。

　ズボンのポケットに手を突っこむと、自然な感じを装よそおい歩き出す。

「……ということで、舞那さん。ひとまず、今日のお昼は僕らと一緒に――」

「あれ？　紳士じゃん。偶然だなぁ、偶然！　こんなところで、何してん……」

　……だ？　と片手をあげかけたところで、ピタリと硬直してしまう京輔。

「――[image: ][image: ]？」

　声をかけるなり、こちらを向いた紳士の顔が、あまりに怖すぎたからだ。

　血走り、片方だけ見開かれた瞳ひとみと、歪ゆがんだ口元。今にも人を殺しそうな紳士の表情はしかし、相手が京輔だとわかるや否いなや、人ひと懐なつっこい笑顔に早変わりしていた。

「あはっ。なぁんだ、神谷さんじゃないですか。どうしたんです、こんなところで？」

「あ、いや……なんでもねぇよ？　上のトイレが混んでたからさ～。ハ、ハハハ……」

　紳士の豹ひよう変へんっぷりに戦せん慄りつしていた京輔は、誤魔化すように笑ってみせる。

　――一瞬、本気で殺されるかと思った。

　たっぷりかいた冷や汗が、背中を伝い落ちていく。

「ああ、なるほど。お昼以外は空すいてますもんねぇ、一階は」

「……だな。そういうお前らこそ、こんなところで何やってんの？」

　震えそうになる身体を引きしめ、京輔は訊いた。

　舞那の姿はもちろん視界に入っていたが、あえて気づかぬフリをする。

　大野木が露ろ骨こつな舌打ちを漏らした。

「チッ……ンなの、オマエに関係あンのかよ？　十二人も殺したからって、調子こいてンじゃねーぞ!?　いいからサッサとクソして帰れや、クソ野郎」

「……………………」

　どうやらこのドレッドヘア、京輔を目の敵にしているらしい。サングラスをずり下げにらみあげてくる。そこはかとなく、モヒカンと同じ臭いがした。

　今にもつかみかかってきそうな大野木を、紳士が「まぁまぁ」となだめる。

「すみませんねぇ、神谷さん。僕らはしがない人殺しなので……十二人も殺した上に、男女問わずモテモテな貴方あなたには、ついつい嫉しつ妬としちゃうんですよ。ふふっ」

「お、おう……そうか。なんかワリぃな。不快な思いをさせちまって」

　――そういう嫉妬は、マジで勘かん弁べんしてほしかった。

　代われるものなら代わってやりたかったが、本音はグッとこらえて、その場しのぎの愛想笑いを浮かべる。

「ヒッ、ヒヒ……丸くて小振りな可愛いお尻、白い太もも……ヒッ、ヒヒヒ……」

　宇佐見だけが、京輔の存在自体を完全に無視し、様々な角度から舞那のスカート内部を観察し続けていた。ある意味、最も恐ろしい。どれだけマイペースなんだ……。

「………………う？」

　そのとき、それまでうつむいていた舞那が、恐る恐る瞼を開く。

　不安と恐怖で揺らめく瞳が宙をさまよい、京輔を捉とらえた。

　――途と端たん、みるみる見開かれていく亜あ麻ま色いろの双そう眸ぼう。

　びっくりする舞那を安心させようと、京輔は精一杯の明るい声で、

「チーッス、舞那！　こうして話をすんのは、二回目だよな？　そういえば、前話したときに、舞那が落としたハンカチなんだけど――」




「ひいいいいいいいいいいぃ!?　か、かかかか……かみっ……かみやきょちゅけぇ!?　ひっ……ひいっ!?　あひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぃ!?」




「……あ、うん。だと思ったぜ」

　後ずさろうとしたのだろう、壁にビタンッと背中をぶつける舞那。

　震える指で京輔をさす舞那の顔は、前回同様、恐怖と驚きよう愕がくに染まっている。

「ろ、ろろろろ、ろうちてここに……ハッ!?　にゃ、にゃるほろっ！　じぇんぶかみやきょちゅけのめいりぇいらったんでちゅね!?　舎しや弟ていにわらひをちゅかまえちゃちぇて、じびゅんはこりぇかりゃおいちぃちょこりょを!?　にゃ、にゃんておちょろちい……」

　かみまくっていて、何を言っているのかわからなかった。

　そんな中、かろうじて聞きとれた単語に、

「舎弟!?　誰が誰の舎弟だ、コラアアアアアアァ!?」

　耳ざとく反応した大野木が、怒ど鳴なる。

　おかげで、舞那が「ひいっ!?」とますます怯え、目まで回し始めてしまった。

　両手で頭を抱えこみ、「あわわわわぁ……」とフラつく舞那に、京輔は、

「落ち着けよ、舞那！　オレはコイツらの仲間じゃなくて、偶然――」

「いにゃああああああああああああああああああっ!?」

　悲鳴をあげ、差し伸べられた腕をかわして、走り出す舞那。小柄な身体をうまく使って、京輔の脇をすり抜けた舞那は、そのまま一いち目もく散さんに逃げ去ろうとするも、

「あっ……コラ、待ちやがれ!?」

　咄とつ嗟さに反応した大野木が、舞那の腕をつかんで止める。

　――その、直後だった。




「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」




　脚をもつれさせた舞那が、勢いよくすっ転ぶ。――瞬間、

「うおっ!?　のわああああああああああああァ!?」

　舞那の手首を握っていた大野木が、その勢いを利用して、綺麗にブン投げられた。

　天てん井じようスレスレの高さを滑かつ空くうし、投げ飛ばされた身体が、五メートルほど先の廊下に頭から落ちる。「ぎゃっ!?」――グキッ。首の辺りから、不吉な音がした。

「「「………………………………は？」」」

　――なんだ、今の？

　京輔はもちろん、紳士や宇佐見も呆あつ気けにとられる。

　偶然だろうか？　それともわざと？　……わからない。

　ズッコケる勢いで人を投げ飛ばすなんて――否、人を投げ飛ばせるタイミングでピンポイントにズッコケるだなんて、偶然だろうがわざとだろうが、滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

「………………あ」

　廊下に突っ伏していた舞那が顔をあげ、仰あお向むけに転がる大野木を見た。

「……あ……あ……あ、ああ…………」

　沈黙したまま動かぬ大野木を見つめ、舞那がプルプル震え始める。

「あああああああああああああああっ!?　ま、また……また殺っちゃったあああぁ!?　ご、ごごごご、ご無事でちゅかああああああぁ!?　はわわわわ」

　テンパりながら起きあがり、大野木の元へと突っ走っていく舞那。

　大野木が「うう……」と力なくうめいた。どうやら生きていたらしい。

　ドレッドヘアの頭を起こした大野木と、駆け寄る舞那の視線がからむ。

　舞那の顔が、パアッと明るく輝いた。

「あっ!?　よ、よかったぁ！　生き――ずこおおおおおおぉ!?」

　瞬間、舞那が再び脚をすべらせ、前のめりにすっ転ぶ。

　そのとき、たまたま突き出されていた舞那のヒジが、

「げぶぅ!?」

　たまたま、大野木のお腹なかに叩きこまれた。見事なエルボードロップである。

　助走をつけたヒジ落としの威力は、かなり強烈だったらしい。口角から泡を飛ばして白目をむいた大野木は、今度こそ完全に動かなくなった。

「「「……………………」」」

　――いや待て。今のは、さすがにわざとだろう。

　そう思わずにはいられなかったが、どうも舞那の様子がおかしい。すぐさま起きあがった舞那は、ひどく狼ろう狽ばいした様子で、大野木の周囲をグルグル駆け回り、

「あああああああああああああぁ!?　ど、どどどど、どうしよう!?　また殺やっちゃったまた殺っちゃったぁ……はわわわわ。ええっと、えっと――ずこおおおぉ!?」

「おぶぅ!?」

　――またコケた。ヒジに続いて舞那のヒザが、大野木の股こ間かんに叩きこまれる。

　強制的に意識を引き戻された大野木が、痛みにもだえ苦しんだ。

「ひいいいいいいっ!?　お、落ちちゅけ……もちつけわたし！　ぺったんぺったん……じゃなくってええええええぇ!?　やばいよやばいよぉ、このまんまじゃ、また……」

　悶もん絶ぜつする大野木を前に、焦あせった舞那は、ますます慌てふためいて、

「ずこぉ!?」「ちぺっ!?」「ずこぉ!?」「ぐふっ!?」「ずこぉ!?」「うぎゃあ!?」

　コケる。ヒジ打ち。コケる。ヒザ蹴り。コケる。クロスチョップ――という、なんとも奇妙な連続技を繰り出し始めたのだった。しかも、舞那に悪気はないらしい。

　何度も何度も、立ちあがってはすべって転ぶ舞那の顔は、涙でぐしょぐしょ。浮かんでいるのは、焦燥と混乱と恐怖――すっかりパニックに陥おちいっている表情である。

「ヒッ、ヒヒ……イケないドジっ娘……お仕置き、お仕置き……ヒッ、ヒヒヒ……」

　京輔と紳士がそろって立ちすくむ中、動いたのは宇佐見だった。

　計八回目の追撃を終え、起きあがった舞那に向かい、地をはうような姿勢で肉薄。

　両手の指をワサワサうごめかせつつ、一気に迫る。宇佐見の接近に気づいた舞那は、「ひいっ!?　な、なんか来ましたああああああぁ!?」とオロオロし、

「あ、えと……そ、その……あの……あうう……ええっと……」

「ヒッ、ヒヒ……パンツをむいて、裸にむいて、それから皮を……ヒッ、ヒヒヒ……」

「そ……存在していて、ごめんなちゃいっ！」

「ヒヒィ!?」

　――ゴチンッ。振りかぶってから下げられた頭が、宇佐見の顔面を打った。

　鼻血を噴いて、ぶっ倒れる宇佐見。飛び散る白い破片は、前歯だろうか。

　一方、当の舞那はノーダメージらしく、元気にアタフタしている。

　とんでもない石頭だった。そしてもちろん、焦りに焦りまくった結果……。

「ずこおおおおおおぉ!?」

「ギャア!?」

　宇佐見もめでたく、ドジの餌え食じきになってしまう。

「ずこぉ!?」「ギャ!?」「ずこぉ!?」「ギャギャ!?」「ずこぉ!?」「ギャオス!?」

　舞那と宇佐見の悲鳴が交互に響き渡る中、紳士が問いかけてきた。

「ねぇ、神谷さん……なんなんですか、アレ？」

「何って、お前……そんなのオレが訊きてぇよ」

　驚愕し、戦慄する京輔たちの前で、舞那がよろよろ立ちあがる。

　追撃の際、宇佐見の鼻を潰してしまったのだろう、舞那の身体は頰から胸の辺りまで返り血にべっとり濡れていた。見開かれた瞳から、涙がボロボロこぼれ落ちている。




「ああ……また殺っちゃった、また殺っちゃった……うう……ひっく。どうしよ、どうしよ、どうしよ、どうしよう……ええっと、えっと……あうあう…………あ」















　そのとき、宙を泳いでいた舞那の視線が、京輔たちの姿を捉えた。

　うるうるとした目はまるで、打うち棄すてられた仔犬のようだ。

　溺おぼれる者が藁わらをもつかむように、舞那がこちらに向かって手を伸ばし、

「うわぁ!?　こ、来ないでください！　うわああああああああああああぁ!?」

　――紳士が、逃げた。

　二人の女性を殺した凶悪犯が、脇目も振らずに逃げ出した。

「……………………あ」

　舞那がピタリと動きを止める。身体の震えも収まっていた。

　限界まで見開かれた双眸だけが、あふれんばかりの涙をたたえ、揺れている。

「ま、舞那……？」

「…………思い違いもいいところ、でした」

　京輔が声をかけようとすると、舞那が弱々しく呟いた。

　自嘲の笑みに歪んだ頰を、雫しずくが伝い落ちていく。

「周りの皆が人殺しとか、怯えて、避けて、嫌悪して……バカみたいです。自分だって立派な人殺しなのに。怯えたり、避けられたり、嫌悪されたり……されちゃう側の人間なのに。本当に、バカです。いつまで経たってもこんなんだから、わたしはいつも……」

「お、おい……大丈夫かよ？　とりあえずさ、一回落ち着い――」

「近寄らにゃいでええええええええええええっ!?」

　京輔が歩み寄ろうとした途端、舞那が声を荒らげ、叫んだ。

　目をつむって頭を抱え、崩れるようにへたれこむ。

「わたしに、近寄らないでください……もう誰も、傷つけたくないんです……失いたくない。わたしのドジで人が死ぬのは、もうたくさんです……ごめんなさい……生まれてきちゃって、ごめんなさい……うう……ふえぇ……ひっく……」

「……………………」

　かけるべき言葉を見つけられず、立ち尽くす京輔。舞那が独り、嗚咽を漏らし続ける廊下に、休み時間の終わりを告げるチャイムが響き渡っていた。
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「……おい、貴様たち。地獄に旅立つ準備はできているんだろうな？」

　数分後。泣き止む気配が感じられない舞那に、京輔がなんと声をかければいいか悩んでいると――今最も聞きたくないロリ声が、廊下に重々しくこだました。

　両手で顔を覆おおった舞那が、ビクンッと身体を震わせる。

「――五回。これがなんの数だがわかるか？　この二日間で、わたしが調教をした回数だ。ほとんどは、あの忌いま々いましいモヒカンなのだが……まったく、手こずらせてくれる。どこまでわたしをイラだたせたら、気が済むんだァ？　アァン!?」

「先生、違うんです！　これは――」

　京輔が背後を振り返ろうとした刹那、真っ赤な何かが頰をかすめていった。

　久瑠宮が片手で放り投げたそれは、ゆるやかな放物線を描き――舞那の手前、大野木と宇佐見の間に、ドサリと落ちる。

　頭の先から足の先まで、血まみれの男子。

　調教され、変わり果てた紳士だった。

「…………う？　あ……ひ、ひいいいいいいぃ!?」

　顔をあげ、紳士の姿を目にした舞那が、全速力で後ずさる。

　廊下にお尻をつけたまま、あっという間に京輔の真横を通り過ぎて、

「――おい待て。貴様、どこへ行く？　逃がさんぞ」

「ひいっ!?　ちゅ、ちゅちゅちゅちゅ、ちゅみまちぇんっ!?」

　久瑠宮の脇をすり抜けようとしたところで後ろ首をつかまれ、吊つるしあげられた。

　舞那を捉えた反対の腕には、血染めの鉄パイプ。

「ひいいいっ!?　許ちて！　ゆ、許し――いにゃああああああぁ!?」

　恐慌状態に陥った舞那が、華きや奢しやな手足をバタつかせて、懸けん命めいに暴れる。

　しかし、久瑠宮が殺気だった声音と表情で、「――黙れ！　貴様の●●●にコイツを●●されたいか？」と鉄パイプを構えると、瞬時に大人しくなった。

　死んだ魚のような目で「ぷらーん……」と垂れ下がる。

　そのロリボイスで●●●とか●●とか口走っちゃう久瑠宮先生、マジぱねぇっす。

「……ふんっ。貴様からは、懲ちよう罰ばつ室しつで詳しく話を聞かせてもらうぞ、五十嵐いがらし。どうやら今回の騒動、貴様が起こしたものらしいじゃないか。そこの廊下でとっ捕まえた早さ乙おと女めの奴から、おおよその事情は叩き出してあるが。ところで……」

　久瑠宮が、ギロリと京輔を見た。

「――なぜ貴様がここにいる、神谷？　やはり、貴様が元凶だったのか？　……チッ。まぁいいだろう。一緒に懲罰室へ来い。貴様、随ずい分ぶんわたしをナメ腐ってるみたいだからなァ……この機会にたっぷり調教してやる。今度という今度は、逃がさんぞ？」

「…………ぐっ」

　喉のど元もとまで出かけた反論を、歯を食いしばって押しこめる。

　――元凶といえば確かに、元凶なのかもしれない。

　京輔の乱入が原因で、元々テンパっていた舞那がさらにテンパり、一連の騒ぎを引き起こしてしまったのだから。これで調教されるというなら、仕方ないだろう。

　京輔は首――もとい、腹をくくることにした。

「……わかりました。ただ、その、一応初めてなんで……優しくしてくださいね？」

「ああ、任せておけ。濃厚かつ過激なプレイで、逝いかせまくってやる」

「えっ」

　問答無用で軽口を一蹴。舞那を片手に引きずって、久瑠宮が近づいてくる。

　鉄パイプを放り投げ、自由になったもう片腕が、京輔の髪をわしづかみに――。

「待ってくだちゃい、久瑠宮先生っ！」

　――する、直前。

　舞那が声を振りしぼって、叫んだ。久瑠宮の動きが止まる。

　舞那はしどろもどろにセリフをかみながら、それでも一生懸命に、

「きょ、京輔くんは関係ありまちぇんっ！　偶然通りかかっただけで……わたしがトラブルに巻きこんじゃって、それで……だから、京輔くんは関係ありまちぇんっ！」

「……舞那？」

　京輔は思わず、舞那の顔を見た。首根っこをつかまれ引きずられた舞那は、真一文字に唇くちびるを結び、凜りんとした目で久瑠宮に向かって意見している。

「……なるほど。つまり、全ては貴様のせいだと言うのか。だとすれば、神谷に迷惑をかけた分、調教もより厳しくせねばならんが……構わないのだなァ、五十嵐？」

「うっ……か、構いまちぇん！　覚悟は……で、できてますっ！」

「ほぅ、そうか……ふんっ。いいだろう。なら、望み通りに可愛がってやる」

「ちょっ……お、おい!?　待ってくれよ、舞那――」

　荒らげかけた京輔の声は、舞那の強い瞳にさえぎられた。

　真っすぐこちらをにらむ目が、引き結ばれた唇が、はっきり伝えてくる。

　――黙っていてくれ、と。

「覚悟は、ちゃんとできてます……全部、わたしのせいですから」

　涙と頰に残った返り血をぬぐい、舞那が儚はかなげに微わ笑らう。

　自嘲と諦てい念ねん。それらが透ける不器用な笑顔は、あまりに弱々しかった。

　瞳とは対照的なその表情に、京輔が口を開くより、早く――。

「……上等だ。ならば、その覚悟とやらを見せてもらおうか？　時間をかけてたっぷりと、なァ……ククク。それから、神谷。貴様は教室に戻れ。自習だ」

「自習？　自習って、一体何をしてれば――」

「何もするな。今日また問題を起こすようなら、全員まとめて調教してやる。わたしのストレスも、そろそろ限界に近い……ひとまず、コイツで発散だ。来い！」

「ふぇ!?　わ、わわわわ、わたしですかぁ!?　い……いにゃああああああぁ!?」

　きびすを返した久瑠宮が、舞那を引きずり校舎の奥へと消えていく。

　いつの間にやら駆けつけていた医療班が、廊下に転がる被害者たちを担架に乗せて、えっほえっほと運んでいく中、京輔は――。

「……………………」

　渡しそびれたハンカチを、無言で握りしめていた。
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「…………舞那」

　昼休み。京輔は、今しがた戻ってきたばかりの舞那に、意を決して話しかけた。

　席につき、ぼんやり宙を見つめる舞那は、

「――――――――」

　……無反応。上から下まで、真っ白に燃え尽つきている。

　ジャージに着替え、頰に絆ばん創そう膏こうとガーゼを貼りつけた舞那は、外傷こそ大したことはなさそうだったが、心に深手を負わされたらしい。

「生まれてきてごめんなちゃい」「秘ひ孔こうをちゅかれまちた」「わたしはもうお嫁にいけまちぇん」「もうやめちぇっ！　まいにゃはとっくにボロ雑ぞう巾きんよっ！」などなど。

　光のない瞳で、うわ言のようにブツブツ呟き続けていた。

　……あの後、懲罰室で何があったのだろう。

　変わり果てた舞那に胸を痛めながらも、京輔はあるアイディアを思いつく。

　もう一度、今度は舞那の肩に手を置くと、

「――おい貴様。調教するぞ？」

　ドスを利かせた声で、言ってみた。

「ひいっ!?　ご、ごごごご、ごめんなちゃいっ！　これ以上は、もう……う？」

『調教』という単語に反応したのだろう、舞那がビクッと身をすくませ、我に返る。

　京輔と目があい、相手が久瑠宮ではないことがわかった瞬間、舞那はホッと身体の力を抜いた。しかし、すぐさま顔を強こわ張ばらせ、京輔の手を払いのける。

「近寄らないでと言いました！　わたしに触らないでください……あなたも怪け我がしちゃいますよ？　ひょっとしたら、こ……殺しちゃうかもしれません！　だから、わたしに近寄らないでください。話しかけてこないでください！　他の人たちみたいに……」

　自分の身体を抱いて震える舞那を、クラスメイトが遠巻きに見ていた。

　近づこうとする者は、誰一人としていない。

　舞那の意思とは無関係に発動するドジは、いわば爆弾のようなものである。

　下手に関わり、巻きこまれたくないのだろう。

　京輔自身、そういう思いは少なからずあった。――それでも、

「ほらよ、コレ……舞那の落とし物、だろ？」

　何食わぬ顔で、手にしたピンクのハンカチを差し出す。

　舞那が「……あ」と驚き、目を丸くした。両手でおずおずハンカチを受け取り、ためつすがめつした後、不思議そうに京輔を見あげる。

　可愛らしく首を傾け、キョトンとする舞那を見返し、京輔は笑った。

「それと、さっきはありがとな？　久瑠宮から、かばってくれてさ。嬉しかったぜ」

「ふぇ!?　あ、えと……元々わたしのせいですし。か、かばってなんか……」

　ハンカチを抱く頰は、うっすら布地と同じピンクに染まっている。

　そんな舞那を微笑ほほえましく眺め、京輔は本題を切り出すことにした。

「どっちでもいいよ。おかげでオレは助かったんだから。それで、まぁ……お礼と言っちゃあなんだけど、飯でもおごらせてくれ。ちょうど昼休みだし」

　おごると言っても、引き換え制の食券なのだが。どの道、ただの方便だ。

「ふぇ？　お昼ごはん……ですか。で、でも、わたしは……えっと、その……」

「ああ、ドジのことなら心配しなくていいぜ？　これでも一応、クラストップの殺人鬼だしな。そう簡単には殺されねぇよ。――それとも、やっぱり嫌なのか？　オレみてぇな人殺しと一緒に食事すんのは？」

　京輔の言葉に、舞那が「……うっ」と声をつまらせる。

　周り以上に、今は自分自身を『人殺し』だと嫌悪している舞那の想いを、逆手に取った物言いだ。舞那が否定できないことをわかった上で尋ねるような言い方が、卑ひ怯きようだという自覚は京輔にもあった。

　事実、追いつめられた舞那は「……あうあう」と困ったように狼ろう狽ばいしている。

　――だが、それでいい。あのとき、そしてさっきもそうだった。

『近寄らないで』と口にしたときの舞那は、ひどく寂さびしそうで、辛つらそうで……。

　本当は、できることなら誰かと一緒にいたいと思っているのが、伝わってきたから。

　――当たり前だ、と京輔は思う。

　突然こんなところへ放りこまれて、不安でないはずがない。怖くないはずがない。

　ドジで人を殺してしまうとはいえ、舞那は普通の女の子なのだ。

「なぁ、舞那。今日はオレらと一緒に飯食わねぇか？　どうせ、昨日もマトモに食えてないんだろ？　毎日それじゃあ、持たねぇぜ」

「ふえぇ!?　ど、どうしてそれを……」

「どうしてって……怖ぇじゃん？　周りは全員人殺しなんだし。舞那みてぇな女子は、いつ襲われるかわかったもんじゃねぇからな。――けど、クラストップのオレがそばにいりゃ、奴らも迂う闊かつに寄ってはこれねぇぜ？　そっちの方が安心できるだろ？」

　ニッと笑う京輔に、舞那が視線を泳がせた。

「で、でも……あの……もし、京輔くんが襲ってきたら、どうすれば――」

「心配しなくてもいいわ」

　ふいに、鋭利が割りこんでくる。前の席からこちらを振り返り、

「そのときは、あたしが……斬きり刻きざんであげるから」

「どこを!?　つか、今チラッと見ただろ？　絶対見ただろう、お前!?」

「……うるさい。黙って。削そぎ斬ぎりにするわよ？　ゴボウみたいに」

「そんなに細くねぇよ！　しかも、削ぎ……想像したら縮ちぢみあがったぞ!?」

「……はいはい。縮みあがったところで変わらないでしょ、あんたの場合」

「あんたの場合!?　見たことねぇのに、何言ってんだ！　風評被害で訴えるぞコラ」

「……あっそ。だったら、あたしはセクハラ容疑で訴えたげるわ。見たくもないモノを無理やり見せつけようとされました――ってね。斬り捨てるわよ、そのエノキ」

「んなことしてねぇだろうがあああぁ!?　なんか、どんどん細くなってやがるし！」

「…………ねぇ、舞那」

　ヒートアップする京輔を放置し、鋭利が舞那に視線を向けた。

　ギロリとした半眼である。相も変わらず、殺人的に目つきが悪い。

　案の定、舞那が「ひひいっ!?」と本気でビビっていた。

「何その反応……昨日のお昼も、そうだったわね？　意味わかんないんだけど」

　むくれ、鋭利がすねたように唇を突き出す。

　――そういえば、鋭利は昨日のお昼に舞那を誘っていたんだっけ。

　女の子同士で席も近いし、せっかくだから交流しようと思ったのだろう。

　にもかかわらず、舞那がやたらと怯えるせいか、鋭利は不機嫌そうに、

「……それで？　あなたは結局、来るの？　来ないの？　どっち」

「はうう……あ、あのぉ……わたしは、そのぉ……」

「ねぇ、舞那……あなた、自分の犯したことに対して、罪悪感があるんでしょ？　ならこれも罰ばつだとあきらめて、一緒に来ればいいじゃない」

　いつもの調子で、さらりと口に出された言葉。

　有う無むを言わさぬ響きをはらんだそれが、決定打となった。

「罰……そ、そうですね。はい……そこまで言うなら、ご一緒させてもらいます」

　まだ若じやつ干かん戸惑いながらも、舞那がうなずいてくれる。

「…………ええ。わかったわ」

　それを見、わずかに頰をゆるめる鋭利。赤あか錆さび色いろの瞳も、どこか嬉しげだ。

　だが、京輔の視線に気づくと、すぐさまいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻り、

「フンッ……じゃあ、さっさと行くわよ？　人を待たせているんだし」

　鬱うつ陶とうしそうにそっぽを向いて、ガタンッと席を立ったのだった。
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　教室二つ分ほどある学生食堂は、多くの生徒でにぎわっていた。

　腕にタトゥーを入れたゴロツキ風の男もいれば、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの純じゆん朴ぼくそうな少年もいる。

　髪を極彩色のメッシュに染めた少女もいれば、縦にも横にも異様にデカい、ボブカットのボブ・●ップみたいな――「げっ!?」死ぬ気で隠れた。

「……ちょっと。いきなり何してんのよ、あんた？」

「ん。ああ、ワリぃ……極力、顔をあわせたくない生徒がいてな」

「……あっそ。入学そうそう、敵でも作ったの？　クラストップの有名人は辛いわね」

　鋭利の背中に隠れて話をしているうちに、ボブがゆっくり食堂を出ていく。

　ひとまず危機を逃れた京輔は、気を取り直して周囲を見回し、

「それで、えーっと……アイツはどこらへんに――お。いたいた」

　目的の人物は、すぐ見つかった。トレイを手に持ち、真っすぐ近づいていく。

　窓際の四人がけテーブルにたたずむ、黒いガスマスク――個性の強い生徒たちの中にあって尚なお、異質な存在感を放ちまくっている女子生徒の元へ。

「オッス、煉れん子こ！　ワリぃな。遅くなっちまって」

「……………………」

　声をかけるが、反応しない。

　微動だにせぬ煉子の横顔を見つめ、京輔は「……ん？」と首をひねった。

　耳を澄ませば、ガスマスクから――否、そのサイドにある黒いヘッドフォンから、何やらシャカシャカ音が漏れている。音楽でも聴いているのだろうか。

　そう思い、京輔が煉子の肩を叩こうとすると、

「うん？　ああ、京輔じゃないか。ごめんごめん。爆音でちっとも聞こえなかったよ」

　京輔の存在に気づいた煉子が、ヘッドフォンの操そう作さ端たん末まつをいじる。

　シャカシャカ音が小さくなっていき、ほどなくして聞こえなくなった。

「いや、まぁいいけどさ……ちなみに、どんな音楽聴いてんの？」

「私が聴いてる音楽かい？　基本的にはハードコアだね。《ＧジーＭエムＫケー48》とか。メンバー全員ガスマスクをした、四十八人組のバンドだよ。音の重さが半端ないんだ」

「だろうな……バンドだろ、それ？　どんだけ楽器使ってるんだよ」

「ギターとベースとドラムとパーカッションとサンプラー。あと、ボーカルが一人」

「一人!?　そのメンバーでボーカル一人だけなのか!?　かき消されるだろ、確実に！」

「シュコー……見くびらないでほしいな、京輔。たかだか四十七人程度の演奏に埋うもれてしまうほど、やわな声量してないんだけど？　失礼しちゃうなぁ、もうっ！」

「そ、そうなのか。スマン……って、あれ？　ちょっと待て。その言い方だと、まるでお前がそのバンドのボーカルみてぇに聞こえるんだが、気のせいか？　おい――」

　――シャカシャカシャカシャカ。

「爆音に戻すな！　つぅか、電源切りやがれ」

「嫌だよっ！　私は常に音楽を聴いていなくちゃ、落ち着かないんだから。雑談中も、食事中も、授業中も……ノーミュージック・ノーライフだね。フシュー」

「えっ。流しっ放しにしてんのか、それ？　どんだけ音楽好きなんだよ、お前……」

「……むしろ、あんたはノーガスマスク・ノーライフでしょ」

　眉まゆをひそめる京輔の代かわりに、冷たくしれっと鋭利が割りこむ。

　切れ味鋭いツッコミを受け、煉子が「……あっ、鋭利！」と声を弾はずませた。

「そういえば、今日は君もいるんだったね！　いやぁ～、誰かと一緒に食事をするのは久しぶりだし、テンション上がっちゃうなぁ……ところで、その娘はどちら様だい？」

　煉子が京輔の隣を指さし、ガスマスクを傾かたむけた。

「ひいっ!?」と短い悲鳴をあげて、舞那が腕にしがみついてくる。抱きしめられた二の腕に、ふにゅんっと柔らかな感触。小柄な割には、意外と『ある』みたいだった。

　それを、むぎゅうううっと押しつけて、舞那がガチガチ歯を鳴らす。

「か、かかかか、顔がメカメカしいですよ、この人！　ロボットでちゅかぁ!?」

「うん。よくわかったね。……そうだよ。私はロボットだ。元は美少女だったんだけど、悪の秘密結社にアレコレ身体を弄もてあそばれた挙あげ句くに魔改造されて、血も涙もない殺さつ戮りく機き械かいにされてしまった、悲劇のヒロインさ！　おっぱいからは、荷か電でん粒りゆう子し砲ほうも撃てるよ」

　撃てるわけねぇだろ。誰が信じるんだ、そんな設定。

「えええええええええぇ!?　本当ですかぁ!?　す、すごいです……」

　――普通に信じられていた。舞那は物ほしそうに指をくわえて、

「確かに、色々つまってそうですもんねぇ。エネルギーとか。すっごく大きい……顔は機械化されてて硬そうなのに、身体はとっても柔らかそうです……ほへぇー」

　不思議なものでも見るかのように、目をパチクリさせている。

「いや、顔じゃなくってガスマスクだから……被かぶり物だから」と苦笑いする京輔をよそに、鋭利は「ソウデスネー」と棒読み口調で流し、さっさと席についていた。

　……その胸中は推おして知るべし、である。

　鋭利の鉄板じみた胸を横目に、京輔もひとまず煉子の対面に座った。

　舞那はためらった後、最後の空席――京輔の右隣に、ゆっくり腰を下ろす。

　そうして皆が席につくと早速、煉子が斜はす向むかいの舞那にからみ始めた。

「自己紹介が遅れてしまったね？　初めまして、私は氷ひ河かわ煉子！　一年Ｂ組の生徒だ。チャームポイントは大きな瞳と長いまつ毛、高い鼻とセクシーな唇くちびるだよ」

「あ、はい！　ええっと……五十嵐舞那です。よ、よろしくお願いしまちゅ……」

　緊張しているのだろう、うつむいたまま視線を泳がせる舞那。

　すると、しばらく舞那の様子を観察していた煉子が、無言で京輔を見つめてきた。

「――――――――」

　ガスマスクで表情が隠されているため、何を伝えたいのかさっぱりわからない。

「……あの、なんすか煉子さん？　黙って見つめられると、超怖ぇんだけど」

「チャームポイントは大きな瞳と長いまつ毛、高い鼻とセクシーな唇……だよ？」

「いや、聞こえてたけど。スルーされたからって、寂しそうに繰り返されても困る」

「遠慮しないで？　京輔にだったら、その……ツッコまれても、いいからさ……」

「モジモジしながら『ツッコまれる』とか言うな。あんまり誘うと、マジでツッコむぞ」

「うん、いいよ……きて？　ただ、あんまり痛くしないでほしいな。優しく――」

「だから、そういう言い方はやめろおおおおおおぉ！」

　立ちあがり、全力でツッコんでしまった。

　斜め向かいに座った鋭利が、聞こえよがしに「……ハァ」と吐息する。

「……夫婦漫才？　仲むつまじいことで。どうやらお邪魔みたいね、あたしたち」

　吐き捨ててから箸はしを手に取り、野菜炒めらしきモノを口に運んだ鋭利が「……マズ」と顔をしかめた。イラだたしげに箸を置き、味噌汁らしきモノを飲んでは、

「……これもマズ」とますます柳りゆう眉びを逆だてる。

　この食堂の看板メニュー《日替わり残ざん飯ぱん定食》のせいで、鋭利の機嫌がこれ以上悪化する前に、京輔は慌てて手を振った。

「お邪魔なんかじゃねぇってば、鋭利！　お前がいると、なんかこう……空気が引きしまるっつーの？　緊張感とか緊迫感とか圧迫感みてぇなモンが、ビシバシと……」

「うん。それ、フォローになってないけどね？」

「黙れガスマスク。お前のそれがフォローになってねぇよ。味方に攻撃すんなボケ」

「うん、そうだね。私はツッコミじゃなくボケ――つまり、ツッコまれる側だと思う」

「なんでわざわざ言い換えた!?　ツッコまれるって言いたいだけだろ、エロ仮面！」

「…………ハァ。やっぱり帰ろうかしら」

「ちょっ!?　待て待て、鋭利！　悪かった。だから、本気で行こうとすんなって」

「そうそう、そうだよ鋭利！　私たち、まだちっとも仲良くなっていないじゃないか！　私は君と仲良くなりたい。行かないで……お願い！　この通りだよ、この通り！」

　トレイを手に持ち、腰を浮かせる鋭利に向かい、煉子が胸をあわせて頼みこんだ。

　ずっしりとした左右のふくらみを、両手で中央に寄せ、頭を下げる。

　――どの通りだよ。普通に手をあわせやがれ、と思った。

「…………うっ」

　しかし、効果はバツグンだったらしい。煉子を見下ろす鋭利の頰が引きつる。

　真まっ平たいらな自分の胸と、寄せあげられて存在感を増した煉子の胸を見比べ、絶句。

「わ、わかったわよ……いればいいんでしょ、いれば……ハァ」

　崩れ落ちるように、ストンッと腰を下ろした。

　自分の胸を見つめて絶賛凹へこみ中の鋭利に、煉子が抱きつく。

「わぁ、ありがとう鋭利！　もう二度と、君を離さないんだからね。フシュー」

「……ハァ？　鬱陶しいから、くっつかないで。当たってるのよ、無駄な脂し肪ぼうが！」

　ガスマスクをヒジで押しのけ、鋭利が忌々しげに煉子の胸をにらんだ。

　煉子が「ガーン!?」とわざとらしく頭を抱え、固まる。

「シュコー……」とゆっくり肩を落として、残念そうに呟いた。

「せっかく、これから二人で胸――じゃなくて、愛を育はぐくもうと思っていたのに……フラれちゃった。悲しみで胸がおっぱいだよ……ぐすん」

　それを言うなら『いっぱい』だ。鋭利がますます殺気だってるだろうが。

　――とツッコむ暇もなく、煉子が素早く顔をはねあげ、

「だけど、私はめげないよ！　私が悲しい顔をしていると、周りの人まで暗い気持ちにさせてしまうから……辛いときこそ笑うんだ。私が明るい笑顔を浮かべていれば、皆も笑顔になってくれるよね、きっと。私はそう信じてる……」

　祈るように手を組みあわせ、熱弁を振るう煉子。

　ガスマスクのおかげで見えないけどな。表情とか意味ねぇよ。

　――とツッコみたいのは山々だったが、また煉子のペースに巻きこまれてしまいそうだったので、自重した。……これ以上、鋭利を刺激したくないし。

　京輔は黙って自分の《日替わり残飯うどん》をすする。

「…………フーン。放置か。放置するんだ？　いいもんね、だったらヤケ食いしちゃうもんね！　そして、ますます太ってあげるんだ。おっぱいだけますます太ってあげるんだもん。ふんシュコーッ！」

　黙々と食事を続ける京輔たちにふてくされ、気炎を吐く煉子。

　鋭利にジト目を向けられながら、背後の学生カバンをゴソゴソあさり出す。

　怪け訝げんに思い顔をあげると、煉子が何やら黒くて細いチューブみたいな器具を取り出し、テーブルに置いた。

「……ん？　なんだそりゃ」

　気になり尋ねる京輔を、さっきの仕返しとばかりにスルーして、煉子が再びカバンをあさる。取り出されたのは、銀のパックに入ったゼリー飲料×三だった。

「「「……………………」」」

　どうやら、それが煉子のお昼ごはんらしい。

　皆の視線が集中する中、煉子が黒いチューブをガスマスクの右頰に接続。

　反対側の先端を、フタを開けたゼリー飲料の口に差しこみセットして、

「ちゅーちゅー……ちゅーちゅー……ちゅーちゅーちゅー……」

　中身をぐんぐん吸い取り始める。まるでストローのように。

「食事のときすら外さねぇのか、ガスマスク!?　どんだけ徹底してんだよ!?」

　耐えきれずに、ツッコんでしまった。煉子が「フシュー」と笑う。

「いやぁ、私も外したいんだけどさ。外したくても外せないんだよね」

「ん……外さないんじゃなくて、外せないのか？　それって、どういう――」

「なぁに、大した事情じゃないよ。寮にいる間は、ちゃんと外してもらってるしねぇ」

　一本目を飲み終わり、二本目のフタを開けつつ答える煉子。

　はっきりとした口調には、これ以上相手を踏みこませない、踏みこませたくない気配があって、京輔は「……ん」と口をつぐんでしまう。

　つぐんでから、ふと気がついた。

　このガスマスクをした少女について、自分がほとんど何も知らないことに。

　どうしてこの学院にいるのかはもちろん、何人殺したのかすらも、まだ――。

「……ああ、そうそう。ところで舞那」

　京輔が疑問を口に出す前に、煉子が舞那の方を見た。

　突然名前を呼ばれた舞那が、食器を打ち鳴らしてビビる。

「は、はひっ!?　な、なななな、なんでちゅか!?」

　今まで無言で《日替わり残飯ハンバーグ》を切り分けていたナイフとフォークが止まり、皿の上でカチャカチャ震えていた。

　煉子が「……うん？」と首を傾かしげて、ゼリーをちゅーちゅーと吸う。

「いや、だいぶ緊張していたみたいだからさ。この場の雰囲気に慣れるまでは、そっとしといた方がいいかなぁと思っていたんだけど。まだ慣れないのかな？」

「ふぇ!?　えと……あにょ、そにょ……ちゅ、ちゅみまちぇ……すみまちぇんっ！」

「フシュー。そんなに緊張しなくても大丈夫だよ。私はこんな外見だけど、いきなり君を揉もんだり舐めたり吸ったりなんてしないから、うん。京輔と違って」

「おい。オレが揉んだり舐めたり吸ったりしてる、みてぇな言い方はやめろ」

「……おや、違うのかい？　私は京輔にだったら、そうされても構わないんだけど」

「マジで!?」と食いつく京輔に、煉子が「シュコー……」と嘆息を漏らした。

「……ほらね？　やっぱりしたいんじゃないか。目が本気すぎる……見たかい、舞那？　これが神谷京輔の本性だよ。肉食系男子ならぬ、肉欲系男子という奴さ」

　胸を抱えて身を引く煉子に便乗し、鋭利が「……ゲス野郎ね」と吐き捨てた。

　こんなときだけ口を開くなと、心の底から言ってやりたい。

「好き放題にめちゃくちゃ言われてるけど、冗談だから。真に受けないで――」

「ひいっ!?　こっちを見ないでくだちゃい！　に、にににに、妊娠したらどうしてくれるんでちゅか!?　淫いん乱らんです！　不潔ですっ！　ハレンチですううううううぅ！」

「うんうん、まったくその通りだよ。視みるだけで相手を妊娠させる《直視の姦眼イン・ユーテロ》で、十二人の娘を手ごめにした話は、本当だったんだ。神谷京輔……いやらしい子っ！」

「……女の敵だわ。死ねばいい」

「……………………」

　もはやツッコむ気にもなれない。京輔は、黙って残飯うどんをすすった。

　名前の通り、残飯でダシを取ったようなマズさだ。自然と険けわしい顔になる。

「ありゃ、京輔がすねちゃった。調子に乗ってからかいすぎたかも？　だけど、これで少しは緊張がほぐれたんじゃないかな。……ってことで、次は舞那と愛を育も――」

　――ヒュンッ！

　そのとき、視界の端で銀色の光がきらめいた。

　――ガツンッ！

　直後、硬い何かが煉子の目元にヒットし、弾はじかれる。

「…………あ」と、舞那が声を漏らした。

　食事を終え、退屈そうにあくびをしていた鋭利が、

「……ッ!?」と、身体をのけ反らす。その喉元を、かすめる銀閃。

　煉子のマスクに弾かれた凶器――銀色のナイフが、カランッと床に転がった。

「「「…………………………」」」

　呆気にとられた沈黙が、降りる。

「あ……えと……今のは、そにょ……て、手が……手がちゅべって、あにょ……」

　京輔、煉子、鋭利の三人が、恐る恐る視線を向けた先。

　顔面蒼白の舞那が、右手を宙に持ちあげたままの姿勢で固まっていた。

　京輔の喉が、ゴクリと鳴る。




「舞那、今……ナイフを投げた、よな？」




「はひぃ!?　ちゅ、ちゅちゅちゅちゅ、ちゅみまちぇん！　わ、わざとじゃ……」

　――ビュンッ！　再び、猛威を振るう銀閃。

「のわぁ!?　あ、あっぶねぇ……」

　舞那がこちらを向くと同時に振り抜かれたフォークを、反射で避けた。

　こちらの眼球を狙い、突き出された三みつ叉またの凶器を、首をひねってギリギリ回避したものの……。薄皮一枚、間一髪の距離と速度に、冷や汗が垂たれる。

「ああああああっ!?　い、今のも！　わ、わわわわ、わざとじゃ……はわわわわ」

「ちょっ!?　わかってる！　わかってるから、落ち着い――のわああああああぁ!?」

　――ビュンッ！　ビュンッ！　ビュンッ！　ビュンッ！

　慌てふためき、フォークを持つ手をバタつかせた舞那が、京輔に向かって目にも留まらぬ連続突きをお見舞いしてきた。狙いは全て、急所――眼球。

　次から次へ、繰り出される驟しゆう雨うのごとき刺突を、無我夢中で避よけまくる。

「……ゼェ……ゼェ……こ、殺されるかと思ったぁ……」

　悪戦苦闘の末、ようやく凶器を奪い取ったときには、京輔も舞那もすっかり汗だくになっていた。両手をあげて立ちあがった舞那が、涙をボロボロこぼしながら謝る。

「ふえぇ……ちゅ、ちゅみまちぇん！　わざとじゃ……ひっく……ないんでちゅ……」

「あ、ああ……わかってる！　わかってるから、安心しろって。一回落ち着こうぜ、舞那？　オレもなんとか無傷だし……とりあえず、座ろう。落ち着こう。――な？」

「は、はひ……すびばぜん……ぐすっ……ひっく」

　席につき、舞那が涙をぬぐい出すと、京輔はようやく安あん堵どの息を吐いた。

　すっかり放心していた煉子と鋭利が、互いの顔を見あわせて、

「……う～ん、今のはなんだったのかな？　普通に攻撃されたよね、私。このマスクがなかったら、お目々に直撃コースだったよ？　失明だったよ、確実に」

「……あたしも正直、危なかったわね。弾かれて勢いが弱まってたけど、反応できなかったら、どうなってたかわかんないし。なるほどね……これが、人を殺すドジか」

　アゴに手を当てうなる鋭利に、煉子が「……ドジ？」と首を傾げた。

「ああ。そうだよ、ドジなんだ。舞那自身に、相手を傷つけたり、殺したりする気は、ねぇんだよ。ただ――」

「いえ……もうまんたいでちゅ、京輔くん」

　煉子に説明しようとする京輔を、舞那がさえぎる。

　ハンカチから顔をあげ、ずずーっと鼻をすすった舞那は、弱々しく笑い、

「わたしが、自分でお話ししますから……このドジのこと」

　懺ざん悔げにも似た口調でぽつりぽつりと、舞那がプルガトリウム更生学院にブチこまれた理由――彼女が犯した殺人について、静かにゆっくり語り始めた。





×　×　×






　五十嵐舞那が殺した人数は、三人。撲殺が二人と食殺が一人だ。

　最初の犠牲者はクラスメイトの男子で、舞那が作ってきた弁当を一口食べた瞬間、胸を押さえて苦しみ出した。それでパニックに陥った舞那は、ドジを連発。

　お昼休みの教室内に、破壊の嵐を巻き起こし――結果、駆けつけた教師を含む八人が死傷。うち二人の女子生徒が死亡するという、前代未聞の惨さん事じを引き起こしてしまう。

　その間、最初に弁当を食べた男子生徒も、泡を吹いて死亡。

「ただ、普通に料理をしただけなんです……」という舞那の証言通り、死因になった卵焼きからは毒物こそ発見されなかったものの、極めて強い刺激成分を確認。

　つまり弁当で命を落とした男子生徒は、卵焼きを吞のみこんだ瞬間、想像を絶する刺激に消化器官を蹂じゆう躙りんされたことによって、ショック死――『食しよく死し』したのだった。

　事実その後、研究者が舞那の作った料理を実験用マウスに食べさせたところ、致ち死し率りつは脅きよう威いの九十パーセントを記録したという。もはや、食物ではなく毒物に近い。

　症状も料理によって様々であり、異常発汗、下げ痢り嘔おう吐と、呼吸困難、心しん筋きん梗こう塞そく、果ては全身麻痺から全身痙けい攣れんまで。いずれも原因などは一切不明で、舞那以外の者が同じ材料を使い、同じ手順を踏んで調理をしても、決して再現しないという。

　畏い敬けいとともについた仇あだ名なが《災悪のドジっ娘ブラツク・パンドラ》。

　そうした変へん遷せんを経て、舞那はこの学院へと放りこまれたのだ、と……。




　――以上、舞那の話を全て聞き終え、京輔が最初に抱いだいた感想は、

「……いや、さすがに誇こ張ちようしてるだろソレ。特に料理のくだりとか」だった。

　何せ、あまりに荒こう唐とう無む稽けいすぎる。――しかし、

「噓なんかじゃ、ありません……全部、本当……本当なんです」

　深くうつむく舞那の口から、嗚お咽えつが漏れた。涙に濡れる湿っぽい声が、ヒザの上で震える握り拳が、今の話は真実なのだと訴えかけてくる。

「だから、わたしに近づいちゃダメです……危険なんです！　わたしは誰も傷つけたくない……殺したくないから。ごめんなさい。わたしに関わると、ろくなことが――」

「うん。気にしなくても、いいんじゃないかな？」

　舞那の言葉をさえぎって、煉子があっけらかんと言った。

「ですよね。やっぱり、わたしは独りでいた方が――って、ええええええぇ!?」

　消沈しかけた顔をはねあげ、煉子の方を向く舞那。

　煉子は、ガスマスクの頰に接続したチューブをのんびり外しながら、

「だってここじゃあ料理はできないし、君もわざわざしないだろう？　危険なドジにしても、舞那が『そういう存在』なんだとわかっていれば、いくらでも対応できるし対処できるじゃないか。さっきは知らなかったから、驚かされただけだよ」

「いや、簡単そうに言うけどな……わかってるから大丈夫ってモンでもないだろ」

　眉をひそめる京輔を、鋭利が「……フンッ」と鼻であしらった。

「……バカね、京輔。凶器っていうのは、隠すからこそ意味があるのよ？　最初っから『ナイフを持ってる』だなんてわかっていたら、相手は逃げるか、それでなくとも警戒するでしょ？　凶器に対して鋭敏になる。だから、ギリギリまで凶器を隠して、近づいて……いきなりグサッとくるのが、怖いわけ。つまり、初撃が一番危険なの。わかる？　逆に言えば、二撃目以降はどうってことない……きちんと警戒してれば、ね」

　珍しく饒じよう舌ぜつな鋭利に、煉子がうなずき、同意する。

「うんうん。さっすが鋭利だね！　よくわかってる。だから、京輔もあんまりビクビクしなくていいと思うよ？　舞那がドジを踏んじゃうのは仕方ない。だけど、舞那が極力ドジを踏まないようにサポートしてあげることなら、私たちにもできるんだしね。鋭利が言っているのはたぶん、そういう意味での『警戒』さ」

「ん……そうか。そうだな。お前ら二人の言う通り、かもしれねぇな……」

　――京輔は、事前に舞那のことを知っていた。

　舞那のドジがどんな被害をもたらし、危険を巻き起こすのか……。

　しかし、煉子たちと会話をしているうちに気がゆるみ、舞那のドジに対する警戒が、おろそかになっていたかもしれない。

　舞那の緊張を和らげてやるよう、立ち回る配慮が足りてなかったかもしれない。

　前回と今回の事件を経て、舞那が『致命的なドジ』をやらかすタイミング――それは恐らく、彼女のストレスが臨界点を突破したときだろう、と京輔は考えていた。

　舞那に対する警戒や配慮をおこたらなければ、か……。肝きもに銘めいじておこう。

「うう……でも、危ないことには変わりないですし、あのぅ……や、やっぱり……」

　再び顔をうつむかせ、人差し指をあわせてツンツンする舞那。

　てっきり拒絶されるとばかり思っていたのだろう。

　京輔たちの反応に戸惑い、困惑する舞那に、鋭利が苦笑した。

「あのねぇ……危ないだなんて言ったら、周り全員危ないじゃない。ここには、人殺ししかいないんだから。舞那は確かに安全じゃないけど、安心はできる。他の――凶器や狂気を隠したままの奴らの方が、よっぽど危険で安心できないわ。……でしょ？」

　鋭利の鋭い視線が、煉子を射貫く。

　黒いガスマスクをした得体の知れない少女は、鋭利の突き刺すような眼光を受けて尚、「フシュー」と変わらぬ調子で笑い、

「うん、そうだね。同意だよ、鋭利。……ちなみに、私の凶器はもうとっくにわかっているだろう？　――特に京輔。君はすでに何度も、私に殺されかけているんだし」

「……は？　オレが、お前に？　冗談だろ、煉子……？」

　まったく身に覚えがない。知らない間に、殺されかけていたというのか？

　――瞬間、背筋にゾクリと怖おぞ気けが走った。

　このガスマスク、一体どこに凶器を隠し持って……。

「フシュー。まだわからないのかい？　私の凶器。それはね――」

「「「……………………」」」

　京輔と舞那、鋭利までもが固かた唾ずを吞んで待つ。

　皆の視線が集中する中、煉子がゆっくり腕を組んだ。

「――おっぱい、だよ。相手は鼻血の出しすぎで失血死するか、埋もれて窒息死してしまう……つまり、悩殺されてしまうのさ。驚異ならぬ、《胸囲の殺人鬼》だね！」

　たゆんっと豊かな胸を揺らして、煉子が誇らしげに背を反らす。

「……噓つけ」「……噓でしょ」

　京輔と鋭利、二人のツッコミが協和した。

　直後、京輔の隣で「……ぷくくっ」という笑い声。

　見れば、舞那がウケている。目尻に涙を浮かべた舞那は、京輔たちが見ていることに気づくや「……あ」と、我に返ってモジモジし、

「ええっと、その……皆さん、おもしろいですね？」

　桜色に染まるほっぺを、照れ臭そうにかいたのだった。





×　×　×






「ただ、私は思うんだ……大きければいいってものじゃない、と。肩はこるし、動きにくいし、可愛い下着は少ないし……あったらあったで、意外と不便なものなのさ。ない人には、わからないと思うけれどね？　私は鋭利がうらやましいよ……フシュー」

「……笑うな。そんなにうらやましいなら、斬り取ってあげるわよ、煉子？」

「えっ!?　やめてよ、私は巨乳キャラなんだから！　このおっぱいがなくなっちゃったら、キャラが立たなくなっちゃうし、京輔も勃たなくなっちゃうじゃないか！」

「うるせぇよ！　胸が消えたくらいでお前の個性はなくならねぇから、心配すんな」

「……そうね。何も心配いらないわ。京輔、元から不能だし」

「不能？　不能ってなんですか？　うぅ～ん……全能の対義語かなぁ」

「全能の対義語は不能じゃなくて無能だよ、舞那。あながち間違いでもないけどさ」

「あっ、そうだったんですか！　つまり、京輔くんは不能で無能なんですね!?」

「……ええ、そうよ。不能で無能で低能で、煩ぼん悩のうだけが取り柄のミソッカス――」

「もうやめろおおおぉ！　オレのライフはとっくにゼロだぞ、お前らあああぁ!?」

　――食堂を出、それぞれのクラスへ戻る最中。

　廊下を歩きながら交わされる会話に、京輔は全力でツッコんだ。

　すっかり意気投合した様子の三人を前に、安堵と諦てい念ねんの息がこぼれる。

（オレばっかりイジられてんのは、不本意だけど……いい雰ふん囲い気きじゃんか。舞那の緊張も、だいぶほぐれたみてぇだし。この調子なら、案外うまくやってけそうだな）

　談笑する舞那の横顔を見やり、京輔が密ひそかに満足していると、




「ヒャッハアアアアアアァ！　いたいた！　見つけたぜェ！　ギャハハ！」




　聞き覚えのある甲かん高だかい声が、旧校舎の一階廊下に響き渡った。

　空き教室の前へと差しかかっていた京輔たちは、ゆっくり背後を振り返る。

　すると、そこには予想通り――。

「……モヒカン。お前、保健室から復活したのか？」

　全身グルグル包帯巻きの、真っ赤なモヒカン男が立っていた。

「ギャハハ！　当ったりめェよ！　オレサマは不死身の男だからな。何十回でも、何百回でも、何千回でもよみがえってやるぜェ！　ギャーハッハッハッハ！」

　ふん反り返るモヒカンに、鋭利が「……うざ」と呟く。

　同感だった。舞那がようやく落ち着いた矢先に、現れるとは……。

　つくづく空気の読めない奴だ。京輔の声が、一気にトーンダウンする。

「……で？　なんだよ、モヒカン。オレらに用でもあんのかよ？」

「用ならあるぜェ、モチロンなァ！　だが、その前に教えといてやる！　さっきから、モヒカンモヒカンうるせェが、オレサマの名前は――」

「貴方に用はないので、大丈夫ですよぉ……神谷さん？　ふふふ」

　そのとき、モヒカンの名乗りをさえぎって、包帯グルグル巻きの生徒が三人、曲がり角から姿を現した。大、中、小――モヒカンの後ろにズラリと並んだ一人、中くらいの包帯人間は、どうやら紳士のようだ。残る二人は、たぶん……。

「用があンのは、そこのちっせぇクソ女だけだ！　オレらをこんな目に遭わせてくれやがって……お礼にたっぷり可愛がってやっから、覚悟しとけや!?　ＦＵＣＫ！」

「ヒッ、ヒヒ……もちろん性的な意味で……たっぷりお仕置き……ヒッ、ヒヒヒ……」

　――大と小、ドレッドヘアの大野木と猫背の宇佐見だった。

　舞那のドジで痛い目を見た奴らが、ご丁寧にも報ほう復ふくしにやってきたのだ。

　むき出しの悪意をぶつけられ、舞那が「ひいっ!?」と震えあがる。

「あのときは、その……ご、ごめんなさい！　ゆ、許ちて……許してくだちゃいっ！」

「ゴメンで済んだら、警察はいらねェンだよォ!?　あアアアァーン!?」

　今にも襲いかからんばかりの迫力で、すごむモヒカン。

　舞那が「ひひいっ!?」と飛びあがり、近くの煉子に抱きついた。

　ガタガタ怯える舞那の頭をなでながら、煉子が「君たち全員、お巡りさんのお世話になってるけどね？」と冷静にツッコむ。

　煉子にツッコませる辺り、さすがのモヒカンクオリティである。

「つぅか、なんでお前が一緒にいるわけ？　関係ねぇだろ、モヒカンは」

「なんで？　知りたいか!?　その前に教えといてやる！　オレサマの名前は――」

「保健室で知りあったんですよ。それで、すっかり仲良くなっちゃいまして……憐あわれな僕らの味方をしてくれてるんです。いやぁ、とっても優しい方ですよねぇ。ふふふ」

　またもやモヒカンの名乗りをさえぎって、紳士が包帯からのぞく口元をゆるめた。

　しかし、すぐさま表情を消し、ゾッとするほど無機質な声音で、

「……だから皆さん、ちょっとどいててもらえませんか？　さっきも言った通り、用があるのは舞那さん一人なので。時間もあまりないですし……舞那さんだけもらったら、大人しく退散しますよ。他の人に危害を加えるつもりはありませんし。――ね？」

　最後に優しく笑いかけられた舞那が、ビクンッと跳ねる。

　不安と恐怖に揺れる瞳で紳士たちを見、京輔たちを見、うつむいた。

「…………～～～っ！」

　煉子に抱きしめられたまま、ぎゅっと目を閉じる。

　ほどなくして、舞那の唇から発せられたのは、か細く震える声だった。

「わ、わかりました……そういうことなら、大人しく――」




「……ハァ？　何それ、フザけてるの？」




　煉子から離れ、紳士たちのところへ歩き出そうとする舞那の前に、鋭利の背中がスッと割りこむ。赤錆色のポニーテールを揺らして、毒づいた。

「あんたらザコの言い分を、素直に聞き入れるとでも？　寝言は死んでから言えば？　なんなら、今すぐ殺してあげるけど。……舞那に、指一本でも触れたらね」

　億おつ劫くうそうに淡々と、鋭利が脅しの言葉をつむぐ。舞那が目を丸くした。

「鋭利ちゃん……な、なんで……？」

「フシュー。そんなの決まってるじゃないか。――友達だから、だよ。事情はよくわからないけど、舞那がひどい目に遭わされようとしてるのに、黙って見ていられるわけがない……うん、鋭利は優しいねっ！　見せ場をとられてしまったよ」

　煉子が残念そうに呟き、「シュコー……」と溜め息を漏らす。

「え、鋭利ちゃん……」と瞳をうるませる舞那に、鋭利がひらひら手を振った。

「……別に。あたしは、あいつらが気に入らないだけよ。勘違いしないで」

　しれっと答える鋭利をおもしろそうに眺め、紳士が唇を舐める。

「へぇ……意外ですねぇ、鋭利さん。でも、僕らの邪魔をするなら、貴女あなたも一緒に傷つけちゃいますよ？　ふふ……前から目をつけていたので、むしろウェルカムですが」

「そうだな。オレも大歓迎だぜ？　強気な奴ほど、ねじ伏せがいがあるってモンよォ！　しかもすっげェ美人だし。胸は……ねェけど、構うこたァねェ。ヤっちまおうぜ!?」

「ヒッ、ヒヒ……貧乳、まな板、断崖絶壁、Ａカップ……ヒッ、ヒヒヒ……」

「……あんたら全員、死ねばいい。ていうか、殺す」

　色めき立つ男子生徒たちに、鋭利が低い声でうなった。

「殺す？　ええ、構いませんよぉ、鋭利さん……貴女にできれば、ですけれど」

「…………なんですって？　――どういう意味よ、それ」

　嘲あざ笑わらう紳士に、鋭利の声から感情が消え失せる。

　紳士はますます、包帯だらけの頰を歪めた。

「言葉通りの意味ですよ。六人殺していると言っても、所しよ詮せんひ弱な女子でしょう？　今はお互い丸腰ですし。それで、僕らを殺せるんですかぁ？　殺やれるものなら、殺――」




「ヒャッハアアアアアアアアアアアアァ！」




　そのとき突とつ如じよ、廊下に面する空き教室のドアが開き、モヒカンが飛び出してきた。

　京輔たちの目を盗んで教室に入り、内部を移動していたらしい。

　頭上高くにイスを掲げたモヒカンが、すぐ目の前の舞那に襲いかかる。

「……なっ!?　しまっ――」

　背後に回られた形の鋭利はもちろん、舞那の近くに立った煉子も、ガスマスクが死角となっているのか、横からの奇襲に反応できていない。

「ひいいいいいいっ!?」と目を閉じ、頭を抱えこむ舞那。

　落書きだらけの重たいイスが、振り下ろされる――その、寸前。




「ブッ飛べや」




「あべしッ!?」

　ピアスと包帯まみれの横っ面に、京輔の拳が叩きこまれた。

　血ち反へ吐どと断末魔を吐き散らし、きり揉みしながら吹っ飛ぶモヒカン。

　鋭利の頭上を越え、紳士の頭上を越え、大野木と宇佐見の頭上を越えて……。

「ひでぶッ!?」

　――頭から着地。それでもまったく勢いを殺せず、ゴミとホコリを巻きあげながら、猛スピードで廊下をゴロゴロ転がった後、

「たわばッ!?」

　突き当たりのドアをブチ破り、派手にクラッシュした。

　教室内から、ドガシャーン！　と色んなモノが破は損そんする音。白い煙がもうもうと立ちこめる中、モヒカンが起きあがってくる気配はない。

「「「…………………………………………」」」

　辺りが静まり返る中、京輔は固めた拳をゆっくりほどき、下ろす。

「ふぅー……」と細く息を吐き出し、肩を回して首を鳴らした。

　ドスを利かせた声で、言う。




「――何してんだよ、この人殺しども？」




　自分でもびっくりするほど、低い声が出た。

「勝手に手ぇ出そうとして、勝手に返り討ちにされて……そしたら次は、仲間増やして勝手に報復だ？　フザけてんじゃねぇぞコラ。相手は、か弱い女の子だろうが」

　モヒカンの末路を凝視していた紳士たちが、油の切れた機械人形みたいなぎこちない動きで、京輔を振り返る。

「あ、あはは……や、やだなぁ、神谷さん！　貴方も見てたでしょう？　舞那さんは、か弱い女の子じゃありません。ドジに見せかけて相手を殺そうとする、残ざん虐ぎやくであざとい殺人鬼ですよ？　そんな相手と一緒にいたら、神谷さんもそのうち殺されちゃ――」

　――ダァン！　近くに転がっていたイスを踏みつけ、ヘラヘラ笑う紳士を黙らせた。

　スチール製のイスが凹み、ひしゃげるのを見、紳士の笑顔が引きつる。

「……殺されねぇよ、絶対に。お前らみてぇな奴らと、一緒にすんじゃねぇ。十二人の男を皆殺しにしたこのオレが、たかが女一人に殺られるはずがねぇだろう？　そもそも舞那が残虐であざとい殺人鬼、だと？　笑わせるんじゃねぇよ……」

　――そうだ。舞那はそんな娘などでは、決してない。

　人よりドン臭いだけだ。ドジに見せかけて、相手を殺そうとする……だと？

　アホ抜かせ。舞那は、そんなに器用な女の子じゃない。

　不器用で、優しい女の子なんだ。少なくとも、京輔はそう信じていた。

　――だから。

「マジで残虐非道な殺人鬼、っつぅのはなぁ……オレみてぇな輩のことを言うんだよ。なんなら、今この場で見せてやろうか？　正真正銘、本物の《殺人鬼》って奴を」

　イスを踏んだヒザに手を置き、前のめりになって、精一杯の虚きよ勢せいを張る。

　殺人犯どもの脅威から舞那を遠ざけ、守るため。

　二度と、奴らを近寄らせないために――。

　京輔は、己に被せられた冤罪マスクを見せつけ、利用していた。

　大野木と、宇佐見と、紳士。硬直する奴らの顔を、剣けん吞のんな目で睥へい睨げいし、

「……さもなくば、失せろ。もう二度と、舞那に……オレの仲間に近づくんじゃねぇ。次また来やがったら、そんときは――」

《十二人殺した殺人鬼》としての言葉を、突きたててやる。

　最大限の、殺意をこめて。




「お前ら全員、一人残らずブチ殺してやるよ」















「……ウッ!?」「……ヒィ!?」「…………ッ!?」

　鼻白む大野木と、縮こまる宇佐見と、苦虫をかみ潰したような顔で沈黙する紳士。

「きょ、京輔くん……」と舞那が惚ほうけ、鋭利が「……こわっ」とうそぶいた。

　煉子は「フシュー」と静かに笑うのみである。――そして、

「かっ…………」

「…………か？」

「かっこいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぃ！」

　いつの間に集まっていたのだろう、京輔たちを遠巻きに眺める、大量の生徒。

　その最前列に立つボブが、ほっぺを挟んで絶叫していた。

「げっ!?　し、しまった……今の、すっげぇ注目されて――」

　――気づいたところで、もう遅い。

　ボブの叫びを皮切りにして、狭い廊下が、割れんばかりの拍手と喝かつ采さいで満たされる。

　大歓声の真っ只中で立ち尽くす京輔の肩に、煉子がポンッと手を置いた。

「いやぁ～、京輔。とてもナイスなパンチと脅おどし文句だったよ？　さすが、話題の殺人鬼だね！　あっという間に、皆のハートを殺しちゃったじゃないか……油断してると、私も殺されそうだよ。君は《乙女心の殺人鬼》なのかい？　フシュー」

　などとおどける煉子に対し、京輔は力のない声で、

「その前に、オレが奴らに殺されかねないけどな……心じゃなくて、身体の方を」

　熱狂し、狂乱する人殺しの群れを横目に、呟いた。

（つぅか弱すぎだろう、モヒカンの奴……軽くなぐっただけで、あんなに吹き飛ぶか？　まるで、オレがめちゃくちゃ強ぇみたいになってんじゃねぇか……クソッ）

　おかげで、ますます面倒臭い事態になりそうである。

　これから先の学院生活を思い、京輔はがっくり肩を落としたのだった。





















「……国破れて山河在あり、城春にして草木深し――」

　左手に広げた教科書を読みあげ、右手に持った鉄パイプで肩をトントン叩たたきながら、久く瑠る宮みやがゆっくり教室を回る。相変わらず、教室内は緊張した空気に包まれていたが、最近ではそれも次第にゆるまりつつあった。

　京きよう輔すけたちが入学してから、五日間――皆、このプルガトリウム更生学院に慣れ始めているのだろう。ただの一般人である京輔も、例外ではない。

「――時に感じては花にも涙を濺そそぎ、別れを恨んで鳥は心を驚かす……」

　久瑠宮が自分のそばを通りすぎるときこそ一瞬ヒヤリとするが、基本的には心穏やかである。久瑠宮とて教師、調教ばかりしているわけにもいかないのだろう。

　一日に数回、久瑠宮の逆げき鱗りんに触れた生徒（ほとんどモヒカン）が血祭りにあげられる以外は、驚くほど平和な授業が展開されていた。

　ときどき視界に入る落書きの群れグラフイテイアートや、クラスメイトのギラついた瞳、不意打ちのように繰り出される久瑠宮の無茶ぶり、意地悪、嫌がらせ、その他もろもろの悪意――さえなければ、京輔が通っていた中学校と、ほとんど同じ授業風景で……。

「……ふわぁ」

　鋭えい利りが眠たそうにあくびを漏らす気持ちも、わからなくはない。

　尚なお、プルガトリウム更生学院は、担任教師が各クラスの授業を全て受け持つスタイルなのだが、単純に教育者としてだけ見れば、久瑠宮は非常に優秀だった。

　要点をしっかり押さえたわかりやすい指導で、内容がスッと頭に入ってくるのだ。

　特徴的なロリ声も、ただ聞く分には可愛らしいので、耳の保養になる。

「……烽火は三月に連なり、家書は万金に抵あたる――」

　朗ろう々ろうと読まれる杜と甫ほの『春望』を聴きつつ、京輔はチラチラ壁時計を確認していた。

　この通り、学院での生活自体は、思っていたほど苦労していない。――しかし、

（あと十分ちょいで、放課後……か）

　近頃の京輔には一つ、考えるだけで気が重たくなる悩みごとがあった。

　原因は、京輔のズボンに突っこまれている、数通の便せん。

　今朝ゲタ箱で見つけた、京輔宛ての手紙だ。女の子らしい丸文字とハートで書かれたそれこそが、京輔の平穏を脅おびやかしている諸悪の根源なのである。

「――白頭の搔きて更に短く、渾すべて簪しんに勝たたえざらんと欲す……」

　久瑠宮の舌っ足らずな声を遠くに感じながら、京輔は拳を握りしめた。

　本日最後の死闘まで、残りわずか。今度もしくじるわけにはいかない、と。
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「神かみ谷やくん、私……十二人も殺したっていう、貴方のことが……」

　放課後。人ひと気けのない体育館裏で、京輔は一人の女子生徒と向かいあっていた。

　艶やかな黒の長髪に、淡雪のごとく白い肌。二年生の先輩だという彼女は、両手を腰の後ろへ回し、恥ずかしそうに身体からだをくねらせている。

　長いまつ毛に縁取られた瞳が、上目遣いに京輔を見つめた。

　彼女は意を決したように大きく息を吸いこむと、林りん檎ごみたいに真まっ赤かな顔で、

「とっても気になってるんです！　だから、私と……つ……突きあってください！」

　胸に秘めたる想いを暴露した、直後。

　後ろ手に隠していたサバイバルナイフを、京輔の喉元目がけて突き出してくる。

「おわあああぁ!?　ごっ、ごめんなさい！」

　――ドスッ。奇襲をギリギリでかわし、すれ違いざま、鳩みぞ尾おちに拳を突き入れた。

「あふっ」と熱い吐息を漏らし、至福の表情で崩れ落ちる先輩。

　その身体を支えつつ、京輔は額ひたいに浮かんだ冷や汗をぬぐう。

　――今のは、かなり危なかった。相手が先輩だからと油断していた。二年生のくせにちっとも更生されていないじゃないか。なんで、ナイフを持ってるんだよ……。

「……あれ？　また断っちゃったんだ？　今回は、かなりの美人さんだったのに」

　気絶した先輩を地面に横たえていると、体育館の陰かげから煉れん子こが姿を現した。

　少し遅れて、鋭利と舞まい那なも現れる。鋭利は「……ねむ」とあくびをかみ殺し、舞那は「京輔くん、モテモテですね。すごいですっ！」とパチパチ拍手していた。

　京輔は腹の底から溜ため息いきを吐はき、立ちあがる。

「外見よりも性格重視なんだよ、オレは……異常者ばっかにモテても嬉しくねぇって」

　件くだんの騒ぎから三日――京輔は連日、異性に告白されまくっていた。

　その数、合計十人。一日につき三人以上という、超絶モテ期の到来である。

　ただし全員殺人犯で、告白の仕方も常じよう軌きを逸いつしたものばかりだったが。

「神谷さんの『全て』が知りたいんですっ！」と、危うく解剖されかかったり、

「京輔くんを食べるの……一つになるの」と、光の失せた瞳で押し倒されたり、

「お前を家具インテリアにして飾りたい」と、ノコギリ片手に意味不明の求愛を受けたり、

　あるいは、フラれたショックで泣きわめき、制御不能の人間戦車ジヤガーノートと化したボブの猛威から、校舎の一部を半壊させつつ、必死の思いで逃げ回ったり……。

　それはもう、散々な目に遭わされた。

　告白現場に煉子たちがいるのも、万が一に備そなえた保険みたいなものだ。今はまだ皆の助けが必要なほどの窮きゆう地ちには陥おちいっていないが、それも時間の問題だろう。

「このまんまじゃ、絶対持たねぇ……マジで殺されちまうって」

　身も心も疲ひ弊へいしきった京輔は、頭を抱えてうなだれる。

　煉子が「う～ん」と腕を組み、頰の辺りに人差し指を当てた。

「どの娘も、色々ブッ飛んでるしねぇ……肉体よりも、精神的に限界かなぁ？　けど、モテモテなのは仕方がないし、私たちの力じゃどうしようも……あっ、そうだ！」

　ほどなくして、いいアイディアが浮かんだのか、煉子がポンッと両手を打つ。

「独り身だから、告白されちゃうんだよ！　つまり彼女を作ってしまえば、告白されることもなくなる！　……ね？　ナイスアイディアだと思わないかい？　フシュー」

「いやいや、無理だろ。相手がいねぇ」

　付きあったら付きあったで、殺されそうな奴ばかりだし。

「うん？　いるじゃないか、京輔。ハイレベルな恋人候補が、ほら……三人も！」

　鋭利と舞那の方に身体を向けて、煉子が両手を広げてみせた。

　それを聞いた鋭利が「……ハァ？　やだし」と即座に切り捨てる。

　舞那も「ふえぇ!?　きょ、京輔くんの彼女ぉ!?　そんなの絶対無理ですよ……あの、なんて言うか、その……ごめんなさいっ！」と気まずそうに頭を下げてきた。

　まだ告白してもいないのに、フラれた感じになっている。

「……おい、煉子。どうしてくれるんだよ、この空気？」

　さすがにショックというか、せつない。

　鋭利と舞那は、二人ともかなりの美少女だし、この数日間でそれなりに仲良くなれたと思っていたのだが――まさかの即答。秒殺だ。

　割と本気で傷つく京輔に、煉子が「フシュー」とうなずいた。

「うん。じゃあ、決まりだね！　私と付きあおうよ、京輔」

「断る」

「――――――――」

「あ、いや……だ、だって、ほら！　ガスマスクで顔とか見えねぇし。ノリがよくっておもしろいとは思うけど、顔も見えねぇ相手と付きあうのは、さすがにな……」

　その外見で突然黙られると、半はん端ぱじゃなく怖い。変化がまったく読めないからだ。

　気け圧おされ、引きつり笑いを浮かべる京輔に、煉子が「シュコー……」と息を吐く。

「外見よりも性格重視とか言ってたよね、さっき。アレは噓うそだったってことかい？」

「う、噓じゃねぇけど……限度があるだろ？　四六時中ガスマスクをしてるような奴はやっぱり、得体が知れなさすぎるっつぅか、正気を疑うっつぅか……なぁ？」

「ひどい……ひどいよ、京輔！　あんまりだ！　信じてたのに……京輔は、顔で相手を選ぶような人じゃない。おっぱいさえ大きければいいって、信じてたのにいいいぃ！」

　何やら勝手な人物像を叫び、煉子が飛びついてくる。

　すると当然、お腹なかの辺りに豊かな胸が、むにゅっと押しつけられるわけで……。

　その柔らかさとボリューム感に、京輔はたまらず悲鳴をあげた。

「ちょっ!?　バカ……離れろ！　離れやがれ！」

「やだぁ！　絶対絶対、離れないもんっ！　フッシュー！　フッシュー！」

「駄だ々だをこねるな！　胸をこねるなあああぁ！　そ、そんなに激しく動いたら……」

　偶然なのか故意なのか、煉子が「いやいや」と身体を動かすたび、挟みこまれて潰つぶれた胸がむにゅむにゅこすれ、変形し、あり得ないほど気持ちのいい感触を伝えてくる。

　ガッツンガッツン当たるガスマスクは痛いが、それでも至福の体験である。

　いつしか抵抗することを放ほう棄きし、京輔が『もうガスマスクでもいいや』などと、半なかば本気で思い始めていると――。

「…………チッ」

　鋭い舌打ち。見れば、鋭利が殺気だった目で、京輔と煉子をにらみつけていた。

　舞那は両手でほっぺたを挟み、「大だい胆たんすぎです、煉子ちゃん……」と赤面している。

　それで我に返った京輔は、慌てて煉子の肩に手をかけ、引きはがそうとした。

「お、おい……離れろ、おっぱいマスク！　イチャイチャくっつくんじゃねぇ！　鋭利や舞那も見てるだろうが！　お前、ちょっとは人目を考えて――」

「それだよ、京輔っ！　その手があった！」

　瞬間、煉子が身体を離し、大きな声で言う。

　唐とう突とつすぎる反応に、京輔はポカンと口を開いたまま、問うた。

「……あん？　その手って、どの手？　……つぅか、なんのこと？」

「告白だよ、告白！　君への告白ラッシュを止める、最高の手段を思いついたんだ」

「マジでか!?　……どんな？」と尋ねる京輔に、煉子が「フシュー」と笑う。

「それは今度のお楽しみ、かな。たぶん効果はバツグンだから、安心するといい。危険で危ない毎日は、私が終わりにしてあげようじゃないか！　ふんシュコーッ！」

　立派な胸を反らして、断言する煉子。

　ガスマスクの目元が、キラーンと光って見えた。

　珍しく頼りがいのある煉子を前に、京輔は声を弾はずませる。

「すげぇおっぱ……じゃなくて、自信じゃねぇか。期待してるぜ、煉子！」
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「…………期待したオレが、バカだった」

　土日休みを挟んだ翌週、月曜日。

　昼休みの食堂で、京輔は早くも失望していた。《日替わり残ざん飯ぱんオムライス》をすくい「あーん」と差し出されたスプーンを、げんなりした目で見やる。















　腕をからめて隣に座り、反対の手で京輔にオムライスを食べさせようとしていた煉子が「シュコー……」と、残念そうにスプーンを下げた。

「どうしたんだい、京輔？　ノリが悪いね。もっとイチャイチャしようよ～」

　言うなりからめた腕を引き寄せて、煉子が京輔に擦すり寄よってくる。胸だけではない、どこもかしこも眩め暈まいがするほど柔らかなその肢し体たいから、甘い石せつ鹼けんの香りが漂った。

「……………………」

　視界の隅すみでチラつくガスマスクがなければ、とっくに理性を失なくしていただろう。

　休み時間の最初に顔をあわせてからずっと、煉子はこうして必要以上にベタベタ甘えてきていた。――まるで、周りに見せつけるように。

「……なぁ、煉子。こうしてイチャついてりゃあ、他の女は寄ってこないかもしんねぇけどさ。他になかったわけ？　これじゃオレたち、付きあってるみてぇじゃん」

「うん、そうだよ？　そういう作戦なんだもん。『皆の前でイチャついて、付きあってると思わせちゃおうぜ作戦』！　本当に付きあってるわけでもないし、いいだろう？」

「いや、そうなんだけどさ。なんつぅか、こう……」

　ガスマスクをした得体の知れない女と付きあっている――などと誤解されたくないのだが、それをはっきり口に出すのは、いくらなんでも気が引ける。

「……ガスマスクをした得体の知れない痴ち女じよなんかと付きあってる、って思われたくないんでしょ？　あたしが京輔だったら、絶対に嫌だわ。好みを疑われちゃうし」

　斜め向かいに座る鋭利が、京輔の本音をしれっと代弁してくれた。

　容よう赦しやもへったくれもないその物言いに、煉子が「ええっ!?」とショックを受ける。

「私は痴女なんかじゃないよ！　誤解だっ！　この澄すんだ瞳ひとみが目に入らないのかい!?」

「……入らないわね。見えないし。ていうか、痴女でしょ？　そんな風にイチャイチャイチャイチャイチャついて、恥ずかしくないわけ？　……舞那を見てみなさいよ」

「…………あうあう」

　小さな身体を縮ちぢこまらせてうつむく舞那は、ひどく恥ずかしそうだった。

　京輔たちから意識を逸そらすように、一生懸命、食事に専念しようとしている。

「……そもそも、気にしすぎなのよ。ミーハー女の告白なんか、どうせもうすぐ収まるんだし、放っておけばいいじゃない。下へ手たに刺激するのは、逆効果だと思うけど？」

　最後に「……フンッ」と鼻を鳴らして、《日替わり残飯パスタ》を口にする鋭利。

　その指摘に納得したのか、京輔から身体を離し、煉子が大きく首肯した。

「なるほど。よくわかったよ。つまり、鋭利はこう言いたいんだね？　『目の前でイチャつくとかケンカ売ってんの？　あたしも京輔とイチャイチャしたいのに！』って」

「――ぶっ!?」

　鋭利がパスタを噴いた。

「ひゃっ!?　大丈夫ですかあああぁ、鋭利ちゃん!?　はわわわわ」

　舞那が食事の手を止めて、むせる鋭利の背中をなでた。

　切れ長の目尻に涙を浮かべて、鋭利が煉子をにらみつける。

「なんでそういう話になるのよ!?　バカなの？　死ぬの？　死にたいの!?」

「えっ……だって、鋭利は言ったじゃないか。『あたしを刺激しないでくれる？』って」

「言ってない！　ていうか、いちいちモノマネしないで。うざいから」

『……してないけど、別に』

「ハァ!?　マネすんなって言ってるでしょうが!?　これっぽっちも似てないし！」

『貧乳はステータスなの。希少価値なの。気にしてなんかいないもん。死ねばいい』

「うっ……うるさい！　だまれええええええぇ！　ブチ殺すわよ、あんたッ!?」

　裏声だった。立ちあがり、身を乗り出した鋭利が、声を荒らげる。

　普段は眠たそうに下りた瞼まぶたが九割近く開いており、頰には朱色が差していた。

「うわああああああぁ、鋭利が怒ったぁ!?　助けて、京輔！　殺されちゃうよ！」

　勢いよく飛びついてきたため、ガスマスクが鼻っ柱にガツンッと当たる。

　胸には、むにゅんっと二つのふくらみ。

「痛ぇ!?　おい、くっつくな煉子！」

　――つぅか、オレまで巻きこむんじゃねぇ！

　煉子を引きはがそうと頑張る京輔を、鋭利の三白眼が捉とらえた。

　怒りの形に吊つりあがった眉が、ピクンッと痙けい攣れんするように動く。

「……とかなんとか言いつつ、興奮してんじゃないわよ、ドスケベ。ヘンタイ」

「は？　お前、何言って――」

「鼻血です。鼻血出てます、京輔くん」

「…………へ？」

　舞那に言われて、確かめてみる。

　真まっ赤かな鼻血が、指を濡らした。

「な、なんじゃこりゃあああぁ!?　いや、これは煉子のマスクが当たったせいで――」

「煉子の胸が当たったせいでしょ。よくもまぁ、胸だけでそんなに欲情できるものよね……意味わかんない。あんなの、脂肪の塊かたまりじゃない。デブよ、デブ。……フンッ」

「鋭利ちゃん、おっぱいないですもんね」

「――――――――」

「あああああああああっ!?　ご、ごごごご、ごめんなさいっ！　わたし、鋭利ちゃんがいつもすっごく気にしてることを……あわわわわ」

　まさか舞那に言われるなどとは思っていなかったのだろう、テーブルに両手をついてうなだれ、唇くちびるをかむ鋭利。細い肩が小こ刻きざみに震えている。

　煉子が「フシュー」と満足気に笑い、京輔から身体を離した。

「どうやら、私の勝ちみたいだね？　まぁ、小さい方が好きな男子もいると思うから、あんまり気にしすぎる必要はないさ！　京輔は大きい方が好きみたいだけど。京輔は、大きい方が好きみたいだけどっ！　……私の胸で泣くかい、鋭利？」

　なぜか二回も同じことを言って、煉子が鋭利の頭をよしよしとなでる。

　鋭利の震えがピタリと止まった。殺気だった目をゆっくりとあげ、

「あたしは、別に……別に凹へこんでなんかないわよ、バカああああああぁ！」

　煉子を追い払おうとしたのだろう、鋭利が無む造ぞう作さに右腕を振るう。

　煉子が「うひゃあっ!?」と素早く手を引っこめ、のけ反ぞった。

「な、なななな、何をするんだい、鋭利!?　危ないじゃないかあああぁ!?」

　――手が当たりそうになったくらいで、危ないて。

　煉子のオーバーリアクションに、鋭利は「……ん」とひるんだ様子を見せながらも、すぐさま不機嫌そうに眉根を寄せ、

「う、うるさい！　自業自得でしょ!?　口を開けば、おっぱいおっぱい……いい加減にうざいのよ！　ていうか、なんなのそのマスク。スリップ●ット？　スクリー●ング・マッド・ジョージ？　だっさ……ファッションセンス以前に、正気を疑うレベルだわ」

　前のめりになって、煉子を罵ば倒とうする。

「なんだって!?　彼らを愚ぐ弄ろうしないでくれるかな……その発言は聞き捨てならない！　ヘドバンしながら、モッシュで襲いかかるよ!?」

　煉子も対抗するように、テーブルを叩いて身を乗り出した。

　額をぶつけた二人の間で、火花がバチバチと散る。

「……フンッ。殺やれるもんなら、殺ってみなさいよ？　返り討ちにしたげる」

「へぇ！　それはさっきのリベンジかい？　おっぱいは私の圧勝だったし。フシュー」

「クッ……ほ、他はあたしの圧勝じゃない！　あんたに、胸以外の魅力があるの？」

「もちろんさ！　二重のパッチリお目々とか、ぷるんっとセクシーな唇とか――」

「ハァ？　だからマスクで見えないし。同じボケを繰り返さないで。……ていうか」

　そのとき、鋭利が口をヘの字にひん曲げ、京輔を見た。

　正面の舞那に「はい、どうぞ～」と、紙ナプキンの鼻栓をつめてもらっていた京輔は二人そろって「「……ん？」」と首を傾ける。

「……何イチャついてんのよ、あんたたち。ケンカ売ってんの？」

「そうだよそうだよ、ひどいじゃないかぁ！　私と鋭利が、京輔を取りあってるうちに……こ、この……この泥棒猫おおおぉ！　浮気だあああああああああぁ！」

　食堂中に響き渡る声量で叫び、煉子がポカポカ叩いてきた。

　鋭利がますますムスッとした顔で、「……ハァ？　取りあってないし」とぼやく。

　泥棒猫呼ばわりされた舞那は驚き、煉子と鋭利を交互に見比べながら、

「あわわ……ごっ、ごめんなちゃい！　そ、そそそそ、そんなつもりじゃ……はわわ」

「おい、お前ら！　落ち着けよ!?　つぅか、もうちょいボリュームを――」

　言いかけて、ふと気がついた。

　周囲の視線、とりわけ京輔たちを見つめる女子の視線が、剣けん吞のんさを増している。

　こめられている感情は、そろいもそろってドス昏ぐらい。

　――嫉しつ妬と。あるいは、憎悪だった。

　今まで京輔へと向けられていた憧どう憬けいや恋れん慕ぼが、そっくり裏返ったのだ。

　理由はもちろん、煉子たちである。三人の女子が京輔を中心にして言い争っている様は、傍はたから見れば修羅場そのもの。見ていて、気持ちのいい光景ではないだろう。

　嫌な汗を流し始める京輔の耳に、不吉な声がいくつも飛びこんできた。

「きいいいぃ！　あのビッチども、私を抜きに京輔さま（の命）を奪いあうなんて！」

「四人かぁ。食べきれるかな？　焼いてぇ、蒸してぇ、揚あげてぇ、煮こんでぇ……」

「貴様ニハ失望シタゾ京輔。モウヨイ。壊ス。手ニ入ラヌナラ、徹底的ニ破壊スルマデ」

「ぐわああああああ!?　落ち着け！　落ち着け《片翼の死天使アズリエル》！　今、貴公のチカラ《天焼き焦がす地獄の炎ヘブン・シヤル・バーン》を解放するのはマズイ！　周りを巻きこんでしまう！」

「……………………」

　京輔を取り巻く環境が、これまで以上に悪化している。

　次の瞬間、ギャラリーが一斉に襲いかかってきても、不思議ではない緊迫感だ。

　つまり、煉子の『皆の前でイチャついて、付きあってると思わせちゃおうぜ作戦』は見事に失敗。どころか、完全に逆効果だった。

　そんな中、当の本人はというと……。

「バカバカバカあああぁ！　京輔のバカああああああぁ！　だけど、大好きっ！」

　周りの様子にまったく気づかず、抱きついてくる。

　まだ作戦を続けているのだろう、大げさに声を張りあげ、ベタベタしてきた。

　機関銃のように降り注ぐ敵意が、本格的に殺意へ変わりつつある。

「バカはお前だ、煉子！　これ以上、奴らを挑発しやがるんじゃねぇ！」

　――シャカシャカシャカシャカ。

「音楽なんか聴かねぇで、オレの話を聞けっての！　音量下げろ、音量！」

　そういえば、煉子はいつも音楽を聴いているんだった……。

　だから、周りの声があまり聞こえていないのだろう。

「他ひ人と事ごとじゃあないんだが……」と、京輔は渋い顔になる。

　女子生徒たちの嫉妬や憎悪は、京輔よりも煉子たちへと向いていた。

　ただ一人、それに気づいているらしい鋭利が、「泥棒猫じゃありまちぇん……」としょげる舞那をチラ見してから、目をすがめて周囲をにらむ。

「大丈夫よ、京輔……舞那には、あたしがついてる。手出しはさせない」

　さすがは、六人殺した殺人鬼。大した度胸だった。

　舞那本人にも例のドジがあるから、そう簡単に遅れを取りはしないだろう。

　心配なのは、煉子だが――。

「……放っておけばいいんじゃない？　クラス違うし、自業自得だし。いつもヘラヘラしてるし、巨乳だし……むしろ、痛い目見させてあげたら？　いっそ死ねばいい」

　鋭利がしれっとひどいことを言った。巨乳は、単なる私し怨えんじゃないか……。

　京輔の胸にガスマスクをスリスリしていた煉子が、「えっ!?」と鋭利を見やる。

「死ねばいい、だなんて……ひどい！　私、ショックで死んじゃうよ!?　心も身体も、か弱い乙女なんだから！　今の私の脆ぜい弱じやくさときたら、まるで赤ん坊だしね。フシュー」

　わざとらしい煉子の物言いに、京輔と鋭利はそろって溜め息を吐いた。

　一体どんな殺人犯だか知らないが、この調子だと煉子も心配なさそうだ。

　むしろ一回、本気で泣いたり苦しんだりしている姿を見せてほしいとさえ、思う。

　そうすれば、煉子が頑かたくなに被かぶり続ける『仮面』も、はがれるだろうから――。





×　×　×






「…………煉、子？」

　食堂でのバカ騒ぎから、数日後――二時間目の休み時間。変わり果てた煉子を前に、京輔は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。舞那が「ひうっ!?」と息を吞のみ、鋭利が無言で唇をかむ。

「一体誰がこんなこと……ひ、ひでぇ……」

　それはまさしく、凄惨としか言いようのない有あり様さまだった。

　ガスマスクの表面に、これでもかというほど書きなぐられた落書き。

『ブス』『ＢＩＴＣＨ』『メスブタ淫乱アバズレ女』『私は肉便器です』『レイプ・ミー』『ホルスタイン』『垂れろ！』『偽乳』『氏ね』『死ね』『死ネ』『熱中症で死ね』などなど。

　色取り取りのインクで書かれたそれらは、悪意と敵意と殺意の寄せ書きだ。

　黒い下地が、ほとんど見えなくなっている。

　外傷などは見られなかったものの、それが余計に加害者たちの陰いん湿しつさや、たちの悪さを際きわだたせていて、ゾッとした。警告、あるいは脅迫とも取れる。

　着席したまま固まる京輔たちの真ん中で、煉子が「シュコー……」と手をあげた。

「いやぁ～、びっくりしたよ。目を覚ましたら、席の周りを女の子に取り囲まれててさ。しかも、皆すっごい殺気だってて……どうやら、私が座ったまま居眠りをしている間に一ひと悶もん着ちやくあったみたいでね。『どうしたんだい？』って尋ねたら、『今さら反応してんじゃないわよ！』とか『この不感症！』とか、怒鳴られちゃったんだ」

「…………そ、そいつは災難だったな」

　まさか煉子が眠っているとは思わず、無視されたと勘違いをしたのだろう。

　ガスマスクをつけた奴が普通に座っていたら、普通に起きていると思うし。

「それから一時間目が始まったんだけど、先生が私の顔を見るなり、『……なんですか、ソレ？』って訊きいてきたから、『ご覧の通り（マスクは）オシャレです』って答えたら、微妙な顔で沈黙しちゃって。……あれ？　と思って、後から皆に尋ねてみたんだけど、誰もはっきり答えてくれないし。私のマスク、そんなに変かなぁ？」

　首を傾かしげる煉子の声は、どこまでも吞のん気きだ。

　今自分が置かれている状況を、ちっとも理解していないらしい。

　無邪気というか、無防備というか……。つくづくマイペースな奴である。

　そんな煉子に戸惑い、呆あきれながらも、京輔は素直に教えてやった。

「煉子……お前、マスクにびっしり落書きされてんぞ？」

「な、なななな、なんだってええええええぇ!?　一体誰が……いつの間に!?」

　身体を反らし、全身で驚きを表現してみせる煉子。

　鋭利がすぐさま、鬱うつ陶とうしそうに吐き捨てる。

「……決まってるでしょ。あんたを取り囲んでた女子どもよ。話しかけても反応がないから、嫌がらせでもしたんじゃない？　陰いん気きな奴らね……死ねばいい」

「そうですそうです、ひどいです！　煉子ちゃんが不ふ憫びんですよぅ……こんなにたくさんひどいことを書かれて。早く綺麗にしてあげなくっちゃ……あうあう」

　席を立ち、ハンカチで煉子のマスクをふく舞那。しかし、中なか々なか消えてくれない。

　それでも一生懸命、こすり続ける舞那の頭を、煉子がよしよしとなでた。

「うん、ありがとう舞那。だけど心配いらないよ。次の休み時間にでも、バッチリ落としてもらうから。ちなみに、どんなことが書いてあるのかな？　『美乳美女』とか？」

「ん。いや……『魔乳痴女』とか『毒乳痴女』とか『邪乳痴女』とか」

「ええっ!?　だから、私は痴女じゃないってば！　毒とか邪とか意味わかんないし！　日本語としておかしいよ！　これじゃあ、まるで悪口じゃないか」

「まるで、じゃなくて悪口だ」

「……落書きなんだし、当たり前でしょ」

　京輔と鋭利が、同時にツッコむ。どんだけ危機感ないんだよ……。

　自分が害意を持たれていることにすら、気づいていないらしい。

　案の定、煉子は「う～ん」といぶかしげに腕を組み、

「だけど、どうしていきなりそんなことをされたんだろうね？　しかも、全員女の子。私の美び貌ぼうやおっぱいに、嫉妬しちゃったのかな？　鋭利みたいに。フシュー」

　あっけらかんとした声で、見当外れの推論を口にする。

　鋭利の眉がピクンッと動いた。落書きだらけのマスクを、横目でにらみ、

「……ハァ？　そんなわけないでしょ『脳足りん女』。『死乳』にばっかり栄養が行ってるから、『頭の中は空からっぽ』なんじゃない？　『死ね』『死ね死ね』『呼吸困難で死ね』」

「ええええええぇ!?　そこまでボロクソ言うなんて、ひどい……ひどいよぉ」

「そうですっ！　やめてください、鋭利ちゃん！　煉子ちゃん、傷心中なのに……」

　煉子を身体でかばうようにして、舞那が鋭利を非難する。

　舞那が煉子の味方をしたせいだろう、鋭利がムスッと顔をしかめた。

「……別に。落書きを読んだだけよ。ていうか、傷心してないし……けど、これだけ好き放題に書かれても、まだヘラヘラしてられる？　さすがに殺意が湧わいてくるでしょ」

　飄ひよう々ひようとした態度を崩さぬ煉子をあおり、試すような口調。

　煉子は人差し指をアゴに当て、「そうだねぇ……」と思案した後、

「全然まったくこれっぽっちも湧いてこない！　むしろ、寄せ書きみたいで楽しいじゃないか。フシュー。自分で眺ながめることができないのは、残念だけど……ねぇねぇ、他にはどんなことが書いてあるんだい？　せっかくだから、教えてよ！」

「「「……………………」」」

　嬉き々きとして問う煉子の無邪気さに、京輔たちは顔を見あわせた。

　京輔、鋭利、舞那の表情には皆、同じ疑問が貼りつけられている。

　――煉子は本当に人を殺しているのだろうか、と。何をされてもどこ吹く風な煉子は人畜無害の塊に見えた。凶悪さなど、欠片かけらも感じられない。

　それとも、あえて己おのれの狂気を見せないようにしているだけなのだろうか。

　――わからない。落書きだらけの醜しゆう悪あくなマスクが、素顔と一緒に、煉子の内面までも覆おおい隠かくしている。ここに至ってようやく京輔は、煉子がまとう得体の知れなさに対し、はっきりとした恐怖を覚えていた。

　マスクや言動によって、隠されている『何か』に対して……。

「ねぇねぇ、皆！　ねぇってば！　黙ってないで教えてよ。このまんまだと、マスクが気になっちゃって、次の授業に集中できないじゃないか。ほら、よく見てよ！」

　一方、当の煉子は京輔の心中などお構いなしだ。フードを脱いで身体の向きを変えると、今まで隠れて見えづらかった、ガスマスクの側面辺りを指さして言った。

　顔の前面だけを覆うタイプのマスクは、改めて見ると、意外に面積が小さい。

　耳こそ無骨なヘッドフォンで隠されているが、それ以外はほとんどむき出しだ。

　黒い固定バンドの隙すき間まから、青みがかった銀の長髪がこぼれている。ついまじまじと眺めてしまう京輔の目に、そのとき『ある落書き』が飛びこんできた。

　ガスマスクの右頰、ヘッドフォンのすぐ脇に、ピンクの蛍光塗料で書かれたそれは、




　京輔くんへ[image: ]　明日のお昼休み　体育館の裏で待ってます

　　必ず一人で来てくださいね？　この娘を殺されたくなかったら




　――京輔に対する呼び出し文だった。

　基本的には、今までもらったラブレターの類たぐいと同じような内容。

　ただし、最後に脅おどし文句がついているのは、今回が初めてである。自然と険けわしい顔になっていたのだろう、煉子を挟んで向かい側の鋭利が、怪け訝げん　そうな目で京輔を見た。

「……どうしたの、京輔？」

「ん。ああ、いや……別に？　なんでもねぇよ。ハハハ……」

　笑顔で誤魔化し、思案する。

　今しがた煉子に覚えた不安と恐怖が、京輔の頭を悩ませていた。

　この誘いを無視した場合、煉子が危険にさらされる。だが、それは京輔たちにとって煉子が隠いん匿とくしている『何か』を暴くチャンスとなり得るのではないか……。

　煉子がどんな狂気を隠しているにせよ、いよいよ殺されるとなれば、化けの皮もはがれるはずだ。自分が殺される瞬間まで、凶器――狂気を隠し続ける奴などいない。

（どうする……無視しちまうか？　ひとまず、オレに被害はねぇっぽいし……）

　今までの呼び出しは、応じなければ、京輔自身の生命が危険にさらされる可能性があった。下手に相手を逆上させて奇襲を受けるより、きちんとした覚悟を持って臨のぞんだ方がマシだという思いがあったからこそ、わざわざ律儀におもむいていたのだ。

　――だが、今回はそれがない。

　この誘いを無視しても、危険な目に遭うのは煉子だ。京輔ではない。

　煉子が隠している『何か』も暴ける。一石二鳥ではないか。――しかし、

「もうっ！　放置プレイはやめてよね!?　ひどいじゃないか。知らない人から、落書きされる分には構わないけど……友達からスルーされたら、私も怒っちゃうかもよ？」

　再びフードを被り直した煉子が、「フシュー」と冗談めかして笑った。

　いつまで経たってもつかみどころのない煉子を見つめ、京輔は思う。

　――万が一、この人懐っこくて無邪気な少女が何も隠しておらず、あっさり殺されてしまったら？　京輔が煉子を殺してしまったも同然じゃないのか？

　それでは、他の奴らと一緒だ。変わらない。

　京輔が嫌悪し、侮ぶ蔑べつしている殺人犯どもと――。

（そうだよ……何を考えてたんだ、オレは？　最初から答えは決まってんだろ）

「……………………」

　机の下で拳を握る京輔を、鋭利の物言いたげな視線が射い貫ぬく。

　しかし、結局この件に関して、鋭利が何かを尋ねてくることはなかった。





×　×　×






「あれ……なんだよ、誰もいねぇじゃん。来るのが早すぎたのか？」

　約束の時刻。体育館裏へと足を運んだ京輔は、人気のない辺りを見回して、後頭部をかいた。建物の壁と雑木林に挟まれたここは、昼でもぼんやり薄暗い。

　何度か呼び出され、訪れている場所ではあったが、一人で来るのは初めてだ。

　これまで京輔を密ひそかに見守ってくれていた煉子たちは今、遠く離れた食堂にいる。

『ちょっと用があるから……』と誤魔化し、別行動を取ったのだった。

　つまり、もしこれから万が一のことが起きても、助けは期待できないわけで……。

「あー、クソッ……怖ぇ。つぅか、遅ぇ……ったく、焦じらしてんじゃねぇよ」

　極度の不安と緊張で、鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。

　ポケットの中、握りしめた手に汗がにじんだ。

　――そのとき。




「やぁ、どうも。お待たせしちゃってすみません」




　背後から、聞き覚えのある男の声がした。

「…………ッ!?」

　心臓が跳ねる。生つばを吞み下してから、ゆっくり背後を振り向いた。

　建物の陰から姿を現し、こちらに向かって手を振っているのは、淡い茶髪の美少年。

　包帯こそほとんど取り去られていたが、所々に貼られたでっかいガーゼや絆ばん創そう膏こうが痛々しい。にもかかわらず、その表情は愉たのしげだ。

　嫌な予感が悪寒となって、京輔の背筋をはいあがってくる。

「……紳しん士じ？　なんで、お前が――」

　尋ねた矢先。紳士の背後、体育館の陰から、新たな生徒が現れた。

　一、二、三、四……紳士をあわせて、合計六人。いずれも男子。

　恐らく全員一年生だろう、教室や廊下で、何度か見かけたことのある顔だ。

　――それだけではない。

　反対側の陰からも、京輔の退路をふさぐように、男子生徒が姿を現したのだ。

　こちらも、全部でちょうど六人――先頭には、大おお野の木ぎと宇う佐さ見みが立っている。

　全員、今にも襲いかかってきそうな目で、京輔をにらんでいた。

　そんな中、紳士はおどけた調子で肩をすくめて舌を出し、

「あ。もしかして、期待させちゃいました？　すみませんねぇ……ふふふ。でも、嬉しいですよ、神かみ谷やさん。要求通りに一人で来てくれて。さすがの僕らも、あんないかにも厄介そうな人たち、一度に相手したくはありませんからねぇ」

「…………あー、そうかい。なるほど、な」

　満面の笑みを浮かべてみせる紳士を前に、京輔は悟る――ハメられたのだ。

　あの呼び出し文は、紳士がＢ組の仲間に頼んで書いてもらったものに違いない。京輔のことを誘い出し、おとしいれるために。つまり、このままだと……。

（下手すりゃ、殺されちまうだろうな。――って、やっべえええぇ!?　つんだ……オレの人生、マジでつんだかも!?　おいおい、どうする？　どうするよ、オレ!?）

　外面では冷静さを装いながらも、頭の中はパニック寸前だった。

　男子生徒たちは皆、殺やる気満々。どいつもこいつも、目が爛らん々らんと輝いている。

　女子が、京輔とイチャつく煉子たちに嫉妬したのと同じように――男子は、そんな風に女子から恋いしたわれる京輔に嫉妬し、殺意を抱いていたのだ。

「神谷アアアァ！　テメェ、調子に乗りすぎなンだよ！　いつも周りにオンナ侍はべらせやがって……見せつけてンじゃねェぞ、コラァ!?　殺ス……ぜってェ、ブッ殺ス！」

「ヒッ、ヒヒヒ……リア充殺害……リア充解体……ヒッ、ヒヒ……非リア……」

「もう許せない、我慢の限界だ！　ガスマスクの痴ち女じよはともかく、あんな美少女二人に手を出して、しかも毎日告白されているだと!?　死ね。氏ねじゃなくて、死ね！」

「神谷よ、貴公は咎とがを背負いすぎたのだ……せめて、我がこの手で眠らせてくれよう！　さぁ存分に踊り狂うがよい、我が最愛なる《片翼の死天使アズリエル》！　奴がまといし穢けがれごと喰らい尽くしてやるのだ！　ククク……フハハハ……ハァーッハッハッハッハ！」

　サングラスを放り、唇を舐なめ、地団駄を踏み、左腕を構え――。

　十二人の殺人犯たちが、にじり寄ってきた。

　凶器こそ所持していないものの、瞳には、京輔をたじろがせるのに十分すぎるほどの狂気があふれている。その最奥で、紳士が満足そうに髪をかきあげた。

「貴方は殺りすぎたんです、神谷さん。出る杭くいは打たれる、というやつですね。それも、飛び出し方を間違えた……ふふ。だけど、問題ありませんよねぇ？」

　言って、紳士がわざとらしく両手を広げる。

「貴方は、十二人の一般人を皆殺しにしているんです。十二人の殺人犯くらい、どうってことはないでしょう？　さぁ、僕らを殺してみてくださいよ!?　でないと――」

　ふいに、紳士が右腕を持ちあげ、パチンッと指を鳴らしてみせた。

　それを合図としたように、殺人犯たちが一斉に、隠していたモノを取り出す。

　包丁、ハサミ、カッターナイフ、ドス、キリ……エトセトラ。

　――それらは全て、彼らの凶器だった。




「……貴方、殺されちゃいますよォ？　ふふふ」




　加虐に満ちた笑みを浮かべて、紳士がゆったり腕を組む。

　自分は手を汚さないつもりなのだろう。紳士の腕に凶器はない。

　その代わり、まるで言葉を凶器とするように、紳士は語り続けた。

「この凶器はねぇ、神谷さん。ある御方から、横流ししてもらったものです。刑務所で言う、嗜し好こう品ひんの密売みたいなものですね。とはいえ、こんなにたくさん凶器を流すのはかなり危険で大変らしいんですが……その御方も、貴方のことを快こころよく思っていないみたいでしてね？　破格の対価で流してもらいました。それは――」

　紳士の顔から、笑顔が消える。

　京輔を吞みこむかのように、血走った目を大きく広げ、




「貴方をきっちり始末することです、神谷さん」




　言い放ってきた。京輔をきっちり始末する、と。

　殺人犯を更生する学院内で、新たな殺人を犯すと――そう宣言してのけた。

「……………………は？」

　頭の中が、一瞬にして真っ白になる。瞳に狂気を、手に凶器を携たずさえて迫る、制服姿の殺人犯たち。その光景を前にしながらも、京輔はまったく動くことができない。

　こらえきれず、震え始めた京輔を、紳士が無表情に眺めていた。

「では、見せていただきましょうか、神谷さん。《十二人殺した殺人鬼》である貴方のお手並みを。果たして、何人殺せますかねぇ……ふふ」

　再び、破顔――次の瞬間。




「イイから、黙ってオレらにブッ殺されろや、神谷京輔エエエエエエェ！」




　バタフライナイフを手にした大野木が、激げつ昂こう。

　紳士を除く十一人の殺人犯が、京輔へと襲いかかってきた。





×　×　×






「ちぺぇ!?」

　渾こん身しんの力をこめて放った右ストレートが、横っ面にめりこむ。

　鮮血混じりの唾だ液えきを散らして雑木林に突っこむと、大野木は動かなくなった。

　拳を振り抜く勢いで、前のめりに倒れそうになるのをこらえ、踏ん張る。

　戦闘開始から十数分、京輔の息はすっかりあがってしまっていた。

　――それでも。

「ハァ……ハァ……思ってたより……大したこと、ねぇな……？」

　ヒザに手をつき、呼吸を整えながら、京輔は不敵に口角を持ちあげる。

　十一人いた殺人犯のうち、残っているのは、無傷の左腕を押さえて地面にうずくまり、「鎮しずまれッ！　鎮まるのだ、《片翼の死天使アズリエル》！　クッ……此こ奴やつ、興こう奮ふんのあまりチカラが暴走しかけて……ぐあああああああああァ!?」などと騒いでいる男子生徒だけだった。

　他の奴らはすでに、京輔の手で返り討ちに遭っている。

　あちらこちらに転がる男子生徒は全員、ピクリともしない。

　目を回し、あるいは白目をむいて、一人残らず撃沈されていた。

　惨さん憺たんたる有様の仲間たちを見回し、紳士が嘆くように額を押さえる。

「使えない方々ですねぇ、まったく……というより、神谷さん。貴方は化け物ですか？　こんなにたくさん人を使っても尚、殺しきれないなんて……常軌を逸しています」

　吐き捨て、忌いま々いましげに京輔をにらみつける紳士。

「化け物なんかじゃねぇっての……テメェらが弱すぎるんだよ、人殺しども」

　答え、起こした京輔の身体は、傷だらけの血だらけだった。

　乱れに乱れた制服と髪。むき出しの肌には、大小無数の裂傷が走っている。

　――だがこの程度、別段大したことはない。

　切り傷ゆえに出血こそ派手だが、ほとんどただのかすり傷。消耗した体力も、運動量と極度の緊張状態によるものだろうから、直じきに回復するだろう。幾多の修羅場をくぐり抜けてきた京輔にとって、この程度の窮きゆう地ちは窮地のうちにも入らない。

　人殺しとはいえ、ケンカは素人同然だったのだ。『こんなものか』と、京輔は笑った。

「……で？　どうするよ。後はテメェら二人だけだぜ、紳士？」

「二人？　……ああ。この役立たずもいやがりましたね、そういえば……」

　左腕に向かって語り続ける男子生徒を見た後、沈黙する紳士。

　唇をかみ、顔をうつむかせたその肩が、

「……ふっ……ふふ……くふふ……ふはっ……ははははは……」

　――震え出す。

　三日月形に吊りあがった口から、嘲弄めいた笑いが漏れ出した。

　京輔はもちろん、左腕を押さえていた男子も、何事かと紳士を見やる。

「…………何が可お笑かしい？」

　低い声で尋ねる京輔に、紳士がピタリと哄笑を止やめ、面をあげた。

　愉ゆ悦えつと優越に満ちたその表情が、京輔の背に嫌な予感と悪寒を走らせる。

「何が可笑しい、ですか……ふふ。可笑しいに決まっています……ふひひ。僕は言いましたよね、神谷さん？　『果たして何人殺せますかねぇ』って。貴方は言いましたよね、神谷さん？　『後は僕たち二人だけだ』って。けど、神谷さぁん……」

　目を細める紳士。その視線が捉とらえているのは、京輔ではない。

　――眉をひそめる京輔の、背後。

「あァ、クソッ……痛ってェ！　ヤりやがったなァ、神谷……ぜってェ、ブッ殺ス！」

「ヒッ、ヒヒ……なぐったね。親父おやじにもぶたれたことないのに……ヒッ、ヒヒヒ……」

「許さない。許さない許さない許さない許さない許さない許さない……絶対にだァ！」

　何人かの男子生徒が再び殺意を取り戻し、凶器を手にして立ちあがっていた。

　白い喉をクツクツ鳴らして、紳士は嗤わらう。




「この通り、僕らはまだ誰一人として殺されてはいませんよ？　貴方、本当に殺る気があるんですかぁ、神谷さん？　十二人も殺した殺人鬼のくせに。ふふふ」




「…………ッ!?」

　紳士の言う通りだった。痛いところを突いてくる。

《十二人殺した殺人鬼》ではなく、ただの一般人にすぎない京輔には、相手を殺す意思がないのだ。殺意は持てても、殺人などはしないし――できない。

　ギリッと奥歯をかむ京輔に、紳士がますます笑みを深めた。

「……さぁ、どうするんです？　このまんまじゃ貴方、殺されちゃいますよ？」

　紳士の余裕に感化されたのだろう、左腕を押さえてうずくまっていた男子までもが、「フッ……ようやく鎮まったか、《片翼の死天使アズリエル》。手こずらせてくれる。では、存分に喰らおうぞ！　フハハハハハハ！」などと息巻き、釘くぎバットを握った右腕を掲げる。

　――今京輔を取り囲んでいるのは、紳士を含めて合計五人。

　そのほとんどは手負いだが、瞳に宿る殺意はむしろ増大していた。

　思わずひるみそうになるも、京輔は恐れと一緒につばを吐き捨て、周囲をにらむ。

「確かに……確かに、オレにはテメェらを殺すつもりなんざ、これっぽっちもねぇ……けどな。殺されるつもりもねぇんだよ！　殺れるもんなら殺ってみやがれ!?　テメェらごとき、半殺しで十分だ！　立ちあがってこれなくなるまで、ボコボコにして――」

　――スッ、と。京輔の怒声をさえぎるように、紳士が己の凶器を突きつけた。




「ああ、そうですか。では、殺らせてもらいましょう……ふひひ」




　ブレザーの内ポケットから取り出されたそれは、一丁の無ぶ骨こつな回転式拳銃リボルバー。

「いっ!?　ちょっ……拳銃!?　マジかよ……」

　予想だにしていなかった凶器の登場に、みるみる血の気が失せていく。

　いかな京輔といえど、銃を突きつけられたのはこれが初めてだ。

　狼ろう狽ばいする京輔に向かい、紳士は両手でリボルバーを構え、

「もちろん大マジですよォ、神谷さぁん？　この凶器を横流ししてくれた御方も、僕らも……本気で貴方を殺すつもりですから。これくらいの手札は、用意させてもらっていますとも。ふふ……万が一にでも殺り損そこねたら、僕らが調教されてしまいますからね」

　撃げき鉄てつを起こす紳士。昏くらく据すわった茶色い瞳が、真っすぐ京輔を見ていた。

「……………………」

　逃げなければ――と思うが、己を捉える銃口から、意識を逸らすことができない。

　銃口の闇に吞みこまれるように、頭の中が黒く染まっていく。

　全てを塗り潰すそれは、絶望の色だった。

「いい顔です、神谷さん……貴方も疲れているでしょう？　今、楽にしてあげますよ。死は永遠の安息ですから。貴方がもしも女性だったら、僕自身の手で直接、絞め殺してから蹂躙して差しあげたんですけど……すみませんねぇ？　ふひひ」

　歯茎をむき出しにして嗤う紳士の背後には、鬱うつ蒼そうとした雑木林。

　木の葉の天蓋によって光がさえぎられた林の中は、真昼間でもほの暗く、紳士や他の殺人犯たちが心にはらんだ闇を象徴しているようだ。

　それを見ながら、京輔は『……ああ、死ぬんだな』と思う。

　風に揺すられ、蠕ぜん動どうする暗闇の中に一瞬、綾あや花かの影が浮かんだ気がした。

「では、おやすみなさい、神谷さん……よい悪夢を」

　笑顔を消した紳士の指が、引き金にかかる。

　――その、瞬間だった。




「…………死ねばいい」




　雑木林の陰から飛び出してくる、影。

　影は、目にも留まらぬ速度で紳士に肉薄すると、背後から、

「……動かないで」

　迅じん速そくかつ的確に、からみついた。

　左手が口元をふさぎ、右手の指が、横倒しにして喉のど仏ぼとけへと押し当てられる。

　長くしなやかな指の先には、紅く美しいネイルが施されていた。

「動けば、殺す……喉をかっ斬るわ。大人しく、その拳銃を離しなさい」

　硬直し、目を見開く紳士に、ネイルの持ち主が冷たい声を出す。

　京輔や他の殺人犯もまた、突然の事態に戸惑い、啞あ然ぜんとしていた。

　皆の視線を一身に受け、紳士を背後から拘束する、その人物は――。




「あんたたちもよ。全員動かないで……こいつの命が惜おしければ、だけど」




　スカート丈の短い制服に、ウェーブがかった赤錆色のポニーテール。

　髪と同色の瞳をすがめた少女は、いつにも増して不機嫌そうだった。

「な、なんで……どうして、お前がここにいるんだよ――鋭利」

「……別に。一応、様子を見に来ただけよ。……ていうか、あんたこそなんで？　なんで一人も殺さないわけ？　そこまで傷だらけにされて……《十二人殺した殺人鬼》なら、殺られる前に殺りなさいよ。なんで、あたしがわざわざこんなこと……」

　イライラとした声で呟き、鋭利が舌打ちを漏らした。

　すると、紳士も自分を脅しているのが鋭利であると気づいたらしい。

　驚きよう愕がくと動揺に揺れていた目が、みるみる平静を取り戻していく。

「ふふ……もぉ、いきなり抱きつかないでくださいよ、鋭利さん……興奮しちゃうじゃないですか。鋭利さんの指、冷たくて気持ちがいいですね……僕のも、いかがです？」

　拳銃を放り、自由になった紳士の右手が、密着する鋭利の太ももに向かって伸びようと動いた。瞬間、




「動くな――かっ斬られたいの？」




　当てがったネイルを、軽く押しこむ。

　皮膚が裂け、傷口から鮮やかな血がしみ出した。

「…………ッ!?」

　息を吞み、再び硬直する紳士。殺人犯たちの間に、緊張が走る。素手にもかかわらず、なぜ――困惑するギャラリーを、鋭利が「……フンッ」と鼻で笑い飛ばして、

「……素人が。凶器は、隠すからこそ意味があるのよ。寸前まで、その存在を悟られることなく、殺す。どいつもこいつも、これ見よがしに凶器を構えて……奇襲って言葉を知らないの？　本当の凶器というのはね……凶器と気づいた瞬間に、凶器と気づく間もなく、凶器と気づいた頃には死んでるものよ。――あたしのネイルみたいにね」

　鋭利のネイル。真っ赤なマニキュアを下地に、色取り取りのラインストーンやスワロフスキーで装飾された爪は美しく、先端が黒く縁取られていた。

　黒光りする玉鋼で――縁取られていた。




「扁ひら爪づめ刀とう《朱す裂ざく》。極薄・極小の日本刀を、ネイルの先に取りつけたモノよ。人の身体は言うに及ばず、木材やプラスチック程度だったら、バターみたいに斬り裂ける。両手の人差し指・中指・薬指の三本、合計六本ある日本刀――それが、あたしの凶器」




　今や完全に目覚めた鋭利の双そう眸ぼうが、刃物のごとき光を帯びる。

　極限まで研とぎ澄すまされたそれらは、純然たる殺意の結晶だった。

　殺人犯たちの間に広がっていた困惑が、瞬く間に驚愕――そして、恐怖へと変わる。

　紅あか羽ばね鋭利。六人殺した殺人鬼であり、真なるクラストップの人殺し。

　その恐ろしさを、京輔はこのとき初めて目まの当たりにした。

「……あたしがどうして、殺す前に自分の凶器を教えてあげたのかわかる？　殺す前に凶器を見せるっていうのは即すなわち、警告だからよ。あたしは警告してあげてるの。別に、今すぐ斬り殺してもいいんだけれど……ネイルの手入れがめんどくさいし？　これ以上、あたしたちに関わらないって誓うなら――一度くらいは、見逃してあげる」

　赤錆色の瞳をジロリと一いつ閃せんさせて、睥へい睨げいする鋭利。

　京輔を囲んだ殺人犯たちが、たじろぎながらも顔を見あわせ、

「オ、オイ……どうするよ？」「あの目は真マ剣ジだぜ？」「ぐわあああァ!?　左腕が……」「だけど、相手は一人です」「しかもオンナだ」「しかも、ヒヒッ、貧乳だ……ヒヒヒ」

　などと言いあう様を眺める鋭利の瞳に、不穏な光がきらめいた。

「…………そう。じゃあ、手始めにこいつを殺すわ。まずは、腎じん臓ぞう辺りに指をねじこむの。そこには神経がたくさん集まっているから、死ぬほど痛い思いができるわよ？　腸がねじれるような激痛に痙攣し、体勢が崩れたところを組み敷いて、腹をかっさばいてあげる……皮を破って肉を裂き、脂肪を削いで骨を断ち切り、内臓をかき回――」

「わ、わわわわ、わかりました！　やめてください！　従いますから、やめてぇ！」

　淡々とした鋭利の言葉をさえぎり、紳士が悲鳴をあげる。

　その顔面は蒼白だ。他の殺人犯たちも、残らず戦意を喪そう失しつしていた。

　喉元から腎臓の上へ、正確に指をはわせていた鋭利が、満足気に微笑する。

「……ええ、そう。わかればいいのよ、わかればね。所しよ詮せん、無力な獲物をいたぶることしかできない腑ふ抜ぬけなんだから……ほら、あんたたち。そこらで寝てる奴らも拾って、今すぐ立ち去りなさい。そしたら、こいつを解放したげる……さぁ、消えて」

　アゴをしゃくって指図する鋭利に、逆らう者はいなかった。

　凶器を放り、気絶している仲間を担ぐと、一目散に逃げていく。

　去り際、大野木が「お……覚えてやがれ、貧乳！」と命知らずな捨て台詞を吐くが、鋭利がひとにらみするや「貧乳最高！　まな板至高！　Ａカップ、マジぱねぇっす！」と拳を突きあげ、あっという間に走り去っていった。

　怒る気力も失せたのだろう、鋭利が「……ハァ」と吐息する。

　地面に転がる拳銃を、真横へ蹴り飛ばした後、

「……さて、と。じゃあ、あんたも失せなさい。二度とからんでくるんじゃないわよ、このヘンタイエセ紳士。あたしの大事な爪を、汚らしい血で穢したくないし」

　吐き捨て、今度は紳士の尻を蹴飛ばした。真正面に、思いきり。

「ぎゃっ!?」

　勢いあまってつんのめり、無様に倒れ伏す紳士。

　深くうつむいているため、表情は見えない。恐怖か、それとも恥ち辱じよくによるものか――身体が細かに震えている。握りこまれた指が、地面の土をえぐっていた。

「ふっ……ふふ……ふひっ……ひひ……ふひひっ……」

　紳士の口から、不気味な笑い声が漏れる。

　傷つき、血の流れる喉を鳴らして、紳士は笑った。

「わかりましたよ、鋭利さん……もう二度と、貴女たちには手を出しません。ただ……」

　ゆっくり身体を起こして立ちあがり、紳士が鋭利に向き直る。

　その際、チラッと見えた横顔――その口角は、裂けんばかりに吊りあがっていた。

「よぉ～く覚えておいてください。これから先、もし鋭利さんが死んでしまったら……僕は貴女に手を出しますよ？　死ハ蟲エや死ハイ獣エナみたいに死臭を嗅かぎつけ、屍し体たいとなった貴女の肢し体たいを、したいようにさせてもらいます……ふひひひひ」

「……………………」

「そのときまで、さようなら。貴女が死んだらすぐに駆けつけられるよう、僕はいつでも鼻を利かせてますからね……それをよぉ～く覚えておいてください、鋭利さぁん？」

　ねっとりと、呪いにも似たセリフを残して、紳士がきびすを返す。

　悠然と去る紳士を一瞬だけにらみ、鋭利が拳銃を拾った。

　そのまま片手で無造作に構え、紳士の背中に狙いを定めると、

「あたしの前に、あんたが死ねばいい……ばぁん」

　引き金を引くフリをし、肩をすくめる。いつもと同じ、瞼の半分下りた目は、紳士が残した言葉など、気にも留めていない様子で……。

　京輔は改めて、コイツだけは敵に回したくない――と痛感させられたのだった。





×　×　×






「……フンッ。ざまぁないわね、京輔。ボロボロじゃない」

　体育館の壁に背を預け、へたれこむ京輔の元に、鋭利が近づいてきた。

　刀が仕こまれていない、親指と小指で器用に髪をかきあげ、京輔を見下ろす。

「……それでもクラストップの殺人鬼なの？　だっさ。十二人どころか、一人も殺せてないじゃない。殺ろうと思えば、いくらでも殺れたはずなのに……なんで？」

「あ、いや……それは、だな――」

　京輔が、十二人どころか一人も殺したことがない一般人だから。

　――なのだが、まさか素直に答えるわけにもいくまい。

《六人殺した殺人鬼》としての鋭利を見せつけられた後なら、尚さらだった。

　口をつぐんで視線を逸らす京輔に、鋭利が「……ハァ」と吐息する。

「……あんたって、よくわかんない奴よね。十二人も殺してるくせに、妙なところでお人ひと好よしだし。今回だって、わざわざ素直に呼び出されることなかったじゃない……それも、あたしたちには理由を隠して。様子が変だったから、こっそり見に来てみれば……勝手に殺されかけてるし。意味不明だわ……なんなのよ、あんた」

　つま先で地面を叩きながら、イライラまくしたてる鋭利。

　それでもどこか、こちらを気遣うような物言いに、京輔は鋭利の顔をうかがった。

　瞼の半分下りた目は眠たげで、先刻までの鋭い殺気は、ほとんど感じられない。

　刀を鞘さやへ収めたように、すっかり普段の鋭利に戻っていた。

　不機嫌そうでありながら、その実、いつも他人を気にかけている少女。

《六人殺した殺人鬼》としての鋭利を見た後だからこそ、余計にわからない。

　どうして鋭利は、こんなにも――。

「妙なところでお人好しなのは、お前だって同じだろ？　六人殺した殺人鬼、それも、ネイルに刀を仕こむくらい殺しにこだわってる奴が、なんでわざわざオレを助けにきてくれたんだよ？　オレだけじゃねぇ、舞那のときだってそうだ。なんだかんだでお節介だよな？　お前も結局、脅しただけで一人も殺しちゃいねぇし」

「……………………」

　鋭利が眉を八の字に、口をヘの字にひん曲げ、押し黙る。

　わずかな沈黙の後、鋭利は「……ハァ？」とあざけるように京輔を見下ろし、

「……一緒にしないでくれる？　あたしがあいつらを生かしておいてあげたのは、脅すだけでも十分だって判断したからよ。相手が従わなければ、容よう赦しやなく喉をかっ斬るつもりだったわ。最初から殺る気ゼロのあんたとは……違う。大体、あたしは――」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めて、鋭利が自分のネイルを見つめた。

　巧妙にカモフラージュされたそれは、鋭利が今まで隠してきた凶器。

『気づかれずに殺す』――ただそれだけのため編み出され、研ぎ澄まされた芸術アート。

　人殺しに対する異常なまでのこだわりが、そこには濃縮されている。

　扁爪刀《朱裂》。己の凶器に視線を落としたまま、呟くように鋭利が言った。




「あたしは、殺人鬼アマチユアじゃない――殺し屋プロフエツシヨナルなんだもの」




「……………………は？」

　鋭利が何を言っているのかわからず、京輔は戸惑う。

「プロフェッショナルって……殺しの？」

「ええ、そう。いわゆる《殺し屋ヒツトマン》ね。あたしの場合、より正しくは《暗殺者アサシン》だけど。個人の成なりゆきや趣味で、殺しを行う奴らがアマチュア。他人の依頼や命令を請うけて、殺しを行うあたしたちがプロフェッショナル。……だから、あたしは無闇に人を殺さないわけ。理由も意義も利益もないのに殺すほど、安い殺しはしてないの。あたしが素人じゃないのは、暗器を見ればわかるでしょ？」

　片目をつむり、鋭利が色鮮やかなネイルアートを掲かかげてみせる。

　素人が持つには手のこみすぎた得物も、プロフェッショナルの鋭利が持つなら、納得できるように思えた。ただ、同時に納得しがたい疑問も生まれる。

「とりあえず、お前が殺人鬼じゃなくて、殺し屋――暗殺者だっていうのはわかった。わかったとする。……けど、なんでこんなところにいるんだよ？　プルガトリウム更生学院は、殺人犯を更生する施設だろ。お前みてぇな奴がいるのは、おかしくないか」

　京輔が問うと、鋭利は「……ん」と顔をしかめた。

　そのまましばらく黙った後、不機嫌そうにそっぽを向いて、

「……別に。大した理由じゃないわ。しくじっただけよ。一般人に仕事を目撃されて、捕まっちゃっただけ。それについては、あんまり訊かないで。――いい？」

　ジロリ、と半眼でにらむ。

　有無を言わさぬ強い視線に、京輔は二の句を継つぐことができない。

「……………………」

「……………………」

　しばし、微妙な沈黙が降りる――と思われた、そのとき。

　二人っきりの体育館裏に、昼休みの終わりを告げるチャイムが響き渡った。





×　×　×






「……で、あるからして。そもそも、死刑制度というものはだな――」

「すみません、遅れました」

　前方の引き戸をガラガラと開き、鋭利が教室内に踏み入る。

　瞬間、なめらかに板書をしていた久瑠宮の指が、止まった。

　突然の闖ちん入にゆう者しやに、大人しく授業を受けていたクラスメイトの視線が集まる。

「あっ……鋭利ちゃん」と舞那が驚き、目を丸くしていた。

　紳士や宇佐見、大野木たちの表情が強こわ張ばる。

　それらに一いち瞥べつもくれず、鋭利は「……ふわぁ」と生あくびを漏らした後、黒板と対たい峙じしたまま動かずにいる久瑠宮に向かい、

「……昼休み、コレで殺されかけてた神谷くんを助けて、保健室に寄っていたので」

　どこからともなく、まるで手品のように凶器を取り出し、放り投げた。

　久瑠宮の背後、教壇の上に転がったそれは、紳士が所有していたリボルバー。

「ひえええっ!?　け、けけけけ、拳銃ですぅ!?」という舞那の素すっ頓とん狂きような悲鳴で、事情を知らない生徒たちがにわかに騒ぎ出す。驚愕と動揺、そして当惑……。

　殺人犯の彼らも、実銃を見るのは初めてなのだろう。

　喧けん騒そうの中、鋭利は未いまだ動かぬ久瑠宮に対し、詰きつ問もんにも似た厳きびしい声で訊く。

「……こんなモノが流通していていいんですか、先生。遅刻者なんかをちまちま調教している暇ひまがあったら、こっちの方をなんとかしてくれません？　……幸い、神谷くんは無事でしたけど――って、そんなところで何やってんのよ、あんた」

　振り返り、鋭利が眉をひそめた。ドアから絆創膏とガーゼだらけの顔をのぞかせ、事の成りゆきを見守っていた京輔は、鋭利のジト目を受けて、視線を逸らす。

「ああ、ワリぃ……けどお前、少しは言い方ってモンをだな……」

　ふてぶてしい態度といい、刺とげ々とげしい口調といい、久瑠宮の神経を逆なでしすぎじゃなかろうか？　鋭利の物言いを聞いても、なぜかまったく反応しない久瑠宮をチラ見しながら、京輔が恐る恐る教室に入ろうとした、そのときだった。

　――ぼきんっ。乾かわいた骨のように、白いチョークがへし折れる。

「……なるほど。貴様らの言い分はわかった。ああ、よくわかったとも」

　手元に残ったチョークを握り潰して、久瑠宮が京輔たちを見た。

　あどけなくも愛らしい顔に浮かんでいるのは、ほのかな微笑。

「……それで？　言いたいことは、それだけか？」

　しかし、すぐさま表情を消し、低いロリータボイスで久瑠宮が問う。

　チョークを粉こな微み塵じんにした反対の手には、いつの間にやら鉄パイプが握られていた。

「えっ。ちょっ……なんで調教!?　オレらはただの被害者で――」

「……ええ、そうですね。言いたいことは以上ですけど？」

　後ずさる京輔とは反対に、鋭利が大きく一歩を踏み出し、平然と答える。

　ピクンッと眉を動かす久瑠宮に、いつも通りのしれっとした声で、

「……何か問題あります？　ありませんよね。神谷くんが遅刻したのは、他の生徒に殺されかけたおかげで、その原因は、あなたたち教師の監督が行き届いてなかったことにあるんですから。調教ならまず、神谷くんを襲った奴らにしてあげてください」

「……………………むぅ」

　流れるような鋭利の糾きゆう弾だんに、久瑠宮がほっぺをふくらまして黙った。

　その様子はまるで、ほしい玩おも具ちやを買ってもらえなかったときの、幼い子供と母親だ。

（す、すげぇ……鋭利の奴、あの久瑠宮を押してやがるぜ）

　さすがはプロの殺し屋。度胸が違いすぎる。

　鋭利はさらに一歩を踏み出すと、背丈の低い久瑠宮を見下ろし、言った。

「……そもそも、神谷くんは怪我人。手当てをしてから出席するのは、当然でしょう？　休まず授業に出てきただけでも、十分だと思いますけど。戻ってくるたびボコされて、ほとんど授業に出てない生徒もいるわけですし？」

　肩をすくめ、鋭利が最前列の空席を見やる。今やすっかり原型を失い、血の痕あとがこびりついて取れない机とイスは、モヒカンのものだ。今日だけでも、すでに二回――朝の刑務作業と三時間目に調教されて、保健室送りになっている。

　京輔たちが保健室を訪れたときは、まだ意識を取り戻しておらず、人工呼吸器をつけられ、ベッドの上で安らかに眠っていた。

「モヒカン、か……そうだな。奴はそろそろ、本気で殺してやろうと思っている」

　よっぽど忌々しいらしい。モヒカンの名前が出ただけで、さも嫌そうに顔をしかめる久瑠宮。その身体から放たれていたプレッシャーが、微かすかに弱まる。

　怒りがモヒカンへ向いたおかげだろう。――恐らくは、鋭利の狙い通りに。

「……ふんっ。まぁいい。ならば、神谷の遅刻は見逃してやろう」

　そして、とうとう久瑠宮が折れた。

　鉄パイプを肩に担いで一歩退き、ふさいでいた道を空ける。

「ほら、さっさと席につけ。神谷に手を出した奴らは、後でまとめて叩き潰してやるとして……時間は限られている。早く戻って、授業を受けろ」

　床に転がる拳銃を見、吐き捨てる久瑠宮。その言葉を聞いた紳士たちの顔から、血の気が失せるのを脇目に、鋭利がフッと頰をゆるめた。

　そのまま、涼しい顔で久瑠宮の前を通り過ぎようとし――。




「どこへ行く？　貴様まで見逃すなどと言った覚えはないぞ、紅羽」




「…………ッ!?」

　獰どう猛もうな声音。歩みを止めた鋭利の顔面に、久瑠宮が鉄パイプを振るう。

　予備動作など皆かい無む。『ブレた』としか表現できない亜音速の一撃を、

「――チッ!?」

　鋭利が、紙一重で避けた。どころか、首をひねる最小限の動きで鉄パイプをやり過ごした鋭利は、久瑠宮の腕が伸びきった瞬間、刹せつ那なに間合いをゼロへとつめて、




「…………何をするんですか、先生？」




　――尋ねる。右手の暗器ネイルを喉元に押し当て、静かな声で。

　鋭くとがった鋭利の双眸が、久瑠宮を斜め上から貫いていた。

「…………。…………ほぉう？」

　目を見開き、固まっていた久瑠宮の頰が、ゆっくりほころんでいく。

　静まり返った教室内に、久瑠宮が「ククク」と喉を鳴らす音が響いた。

「何をするんですか、か……おもしろい。こんな刃モ物ノで教師を脅しながら吐くセリフではないが。貴様の方こそ何をしている、紅羽？　覚悟はできているんだろうな」

　喉にネイルを突きつけられながら――それが凶器と気づいていながら、それでも久瑠宮は動じない。むしろ、獲物を追いつめたような目で、鋭利を仰いでいた。

「……………………」

　相対する鋭利は、無言。

　緊迫した表情の鋭利に、余裕たっぷりの態度で久瑠宮が告げる。

「ククク……まぁいい。せっかくだから、わたしが選択肢を啓けい示じしてやろう。一つ……素直にこの手をどかして、調教される。二つ……強引にこの手をどかされ、調教される。三つ……このままわたしを殺して、調教を逃れる。――以上だ。好きに選ぶがいい」

　三番目の選択肢を聞いた瞬間、鋭利が瞳を見開いた。

　唇をかみ、久瑠宮をにらむ。

「……教師を、殺す？　冗談でしょう。そんなことして、タダで済むわけ――」

「構わんよ」

「……………………は？」

「この場でわたしを殺しても、貴様への処しよ罰ばつは一切行わん。わたしの監かん督とく不ふ手て際ぎわで、不問にしてやろうじゃないか。……なぁに、心配することはない。わたしが無抵抗で殺られることなど、あり得ないからな。学院側に事情を説明すれば、うまく処理してくれるだろうよ。この場にいる人間全てが証人だ。ゆえに、ためらうことはない――」

　鉄パイプを放り捨て、久瑠宮が両手をあげた。

　完全なる無抵抗を示した後、命令にも似た強い口調で、久瑠宮は言う。




「殺せ」




「…………ッ!?」

　瞬間、鋭利の身体がビクンッと跳ねた。

　久瑠宮の喉に押し当てられた指が、遠目にもはっきりわかるほど、震え出す。

「どうした？　なぜ怯えている？　殺るなら、さっさと殺るがいい。指先に力を加えて引くだけだ。簡単だろう？　貴様が《六人殺した殺人鬼》なら、なァ。ククク……」

　ニヤニヤ嗤いながら、久瑠宮が鋭利をいたぶるように、言葉を重ねた。

「あ……あたし、は…………」

　赤錆色の瞳が揺れる。

　血の気を失くした唇から、浅い呼吸音が漏れた。

「なんだ？　どうした、紅羽――紅羽鋭利。わたしが、背中を押してやろうか？」

　甘く優しい声で言い、久瑠宮が一歩を踏み出そうとする。わずかな躊ちゆう躇ちよもなく、押しつけられた鋭利のネイルに、自ら喉を食いこませるかのごとく――。

「え…………きゃっ!?」

　高く短い悲鳴とともに、鋭利が指ごと身を引いた。身体を縮め、おののくように。

　引いてから「…………ぁ」と我に返って、鋭利が久瑠宮を見る。

　素早く指を離したため、久瑠宮の喉に走った傷は、細くて浅いものだった。

　それを目にした鋭利の顔に浮かんだのは、安あん堵ど。次に失望――そして、諦てい念ねん。

「――――――――」

「ほぅ、そうか……なるほど。それが貴様の選択なのだな、紅羽？」

　唇をかみしめうなだれる鋭利に、久瑠宮が平淡な声で尋ねる。

　笑顔を消した久瑠宮は、鋭利の右手首をつかむと、力任せに引き寄せて、




「だから、貴様は未経験ヴアージンなんだよ――《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》」




「…………ッ!?」

　耳元でささやき、腹に手刀を突き入れた。

　声にならない悲鳴。鋭利の細身が、くの字に折れる。

　そこへすかさず第二撃。崩くず折おれかけた鋭利の下アゴを、左のヒザで蹴りあげた。

「ぁぐッ!?」

「鋭利!?」「鋭利ちゃああああああんっ!?」

　京輔と舞那の声が重なる。

　のけ反り、後ろへ倒れこむ鋭利。――ガツンッ、と鈍い音がした。

「おい、貴様たち。黙って見ていろ……動くな。動いたら、殺す」

　咄とつ嗟さに駆け寄りかけた京輔と舞那を、久瑠宮の低いうなり声がとどめる。

　その右手には、拾いあげた鉄パイプ。

　歯を食いしばって留とどまる京輔たちの眼前、仰あお向むけに倒れ「……うう」とうめく鋭利の頰を鉄パイプの先でペチペチやりつつ、久瑠宮が嗤った。

「怪我人の神谷が保健室に寄ったのはいい。見逃してやる。……だがな、紅羽。貴様がわざわざ連つれ添そう意味は、どこにある？　一人で歩けないほど大した傷でもなかろうに……さしずめ、二人でこっそりお楽しみでもしてたんじゃないか？　アァ～ン？」

「ハァ!?　な、何言って……ぶっ!?」

　声をあげ、反論しようとした鋭利の口を、久瑠宮の鉄パイプがふさぐ。

　懸命に顔をそむけようとする鋭利だが、巧たくみな手つきで操られる先端が執しつ拗ように追い、唇を責めた。苦しげな呼吸とともに、鉄パイプがみるみる唾だ液えきで濡れていく。















「ちょ、ちょっと……むぐっ!?　や、やめなさ……んむぅ!?」

「おうおうどうした、顔を赤らめて？　よもや貴様、こちらの方も未経験ではあるまいな？　ククク……よぉ～し、わかった。ならば、今から確認してやろう。それで『白』なら見逃してやる。神谷とサボっていたわけではない証明にもなるし、なァ？」

　意地の悪い笑みを浮かべて、久瑠宮が鋭利の口から鉄パイプを引き抜いた。

　てらてら光る得物の先を鋭利の下腹部、スカートの中へ挿さし入いれようとする。

「ひっ!?　や、やめ…………あぁ――」




「やめろや、変態ロリ教師」




　さすがに黙って見ていることなどできず、京輔は久瑠宮の腕をつかんでいた。

　お楽しみを邪魔された久瑠宮が「……ロリ？」とみるみる殺気だつ。

「きょ、京輔……」

「黙ってろ」

　鋭利が何か言おうと身体を起こすが、京輔は久瑠宮から視線を外さない。

　可愛らしい童顔に浮かんだ、悪あつ鬼き羅ら刹せつの形ぎよう相そうを前に、それでも力強い声で、

「オレです。オレがお願いしたんです。保健室まで送ってくれ、と。そもそも、鋭利はオレの命を助けてくれました。罰を受けるようなことは、何一つしてねぇ……むしろ、オレです。悪いのはオレだ！　調教するならオレにしやがれ、クソガキババァ！」

　――叫んだ瞬間、ブンなぐられた。

　頰に貼られたガーゼの上から、鉄パイプで思いきり。

「がっ!?」

　吹っ飛び、床に倒れこむ。歯がへし折れなかったのは、奇跡に近い。

　久瑠宮の鉄パイプを食らったのは初めてだったが、半端ではない衝撃だ。

　あんな細っこい腕の、どこからそんな膂りよ力りよくが生み出されているのか。

「貴様、よっぽど死にたいらしいな……いいだろう。望み通りに、ブチ殺してやる」

「ぐぅ!?」

　間髪入れずに、次は腹。何も食べていなくてよかった。

　せりあがってくる苦い胃液が吐き出されるより速く、次は脇わき腹ばら。

　肋ろつ骨こつが砕けたかもしれない――などと把は握あくする間に、次は大だい腿たい。

　間断なく降る痛みと熱で、世界が真っ赤に蹂じゆう躙りんされていく……。

「京輔!?　ちょ、ちょっと、京輔――」

　――来るな。

　薄れゆく意識。最後の力を振りしぼり、目だけで鋭利を押し留めた。

　こちらへ駆け寄ろうとしていた鋭利が、止まってくれたかどうかを確認する暇もなく、視界がブレる。横なぐりにでもされたのだろうか――わからない。身体が吹っ飛び、側頭部から壁にブチ当たるが、痛覚などとっくに死んでいた。

　何度も何度も何度も何度も――上下左右に衝撃が襲い、激しく吹き飛び、揺さぶられる視界。そのたび、意識が遠のいていく。昏い真しん紅くに、吞みこまれていく。

「ふんっ……これで終わりだ、神谷。死にさらせ」

　――ぼぎんっ。

　側頭部に、一際強い衝撃が走った。

　ぼやけるように、世界が溶ける。直後、

「京輔ええええええええええええええええええぇ!?」

　闇にこだまする、誰かの絶叫――京輔の意識は、そこで途と絶だえた。





×　×　×






　鉄格子のはまった窓から差しこむ、穏やかな光。

　静まり返った保健室のベッドで、京輔は意識を取り戻した。

　染しみだらけの天井を見つめて、まばたきを数回。

　確かめるようにゆっくり、上体を起こす。

「…………京輔？」

　すぐ近くから細い声。パイプイスに腰かけた鋭利が、驚き顔で京輔を見ていた。

　微かにうるんだ赤錆色の瞳が、戸惑うように揺れる。

「……あんた、起きあがって大丈夫なの？　……ていうか、起きあがれるの？」

「ん。ああ、意外に平気だよ。慣れてるし。元々、身体は頑がん丈じようだからな」

　頭や脇腹や四肢。痛む箇所なら、それこそ山のようにあった。

　しかし、そこはさすがに年がら年中ケンカを繰り返し、怪我の絶えない京輔だ。痛みだけなら――骨折など、身体に損そん傷しようや欠けつ損そんがなければ、耐えられる。

　幸い怪我はほとんど打撲で、せいぜい骨にヒビが入っている程度だった。

　恐らく手加減をしてくれたのだろう。曲がりなりにも、久瑠宮は教師。口ではいくら『殺す』と言っても、まさか生徒を殺してしまうわけにもいくまい。

「つぅかさ、鋭利……お前の方こそ大丈夫かよ？　あれから色々大変だったろ？」

　気を取り直して尋ねると、鋭利が「……別に」と視線を逸らした。

「……あんたが保健室に運ばれてからは、いつも通りね。モヒカンが調教された後と、ほとんど変わりなかったわ。あたしも、アレ以上はされてないし？　……どっかのバカがかばってくれたおかげで。だから、ええっと、あの…………あのね」

　顔をうつむかせた鋭利が、京輔へと向き直る。

　言いづらそうにもにょもにょ口元を動かし、上うわ目め遣づかいに、




「あ……ありがと、京輔」




　――呟いた。たどたどしくも、柔らかな声で。

　桜色に顔を染めた鋭利の、熱っぽい瞳に見つめられ、京輔の鼓動が大きく跳ねる。

　今度は京輔が「……べ、別に!?」と顔をそむける番だった。

　普段ツンツンしているだけに、突然こんな態度を取られると、どうしていいのかわからない。鋭利も同じ心境らしく、ヒザの上に両手を置いて、口をつぐんでいる。

　くすぐったくて仕方のない空気。

　京輔は、そうそうに話題を変えることにした。

「と、ところで……今は放課後なのか？」

「…………うん」

　鋭利がうなずき、会話終了。

「え、えーっと……舞那や煉子は？　一緒にいないのか？」

「……うん。あたしが頼んで、席を外してもらったの」

「へぇ、そうなのか……。――え？　頼んだって、お前……なんで、わざわざ」

「あんたに、伝えておきたいことがあったから……一対一で、ね」

　静かな声ではっきり答え、鋭利が面をあげる。

　京輔を見る赤錆色の瞳には、強い決意と覚悟の光が宿っていた。

「……あん？　伝えておきたいことって、なんだよ。人払いまでして……」

　――途端。脳裏を過よぎった『ある可能性』に、胸が高鳴る。

　慌てて辺りを見回した。いくつかの薬品棚とベッド、医療器具が置かれた保健室に、京輔たち二人以外の気配は感じられない。養護教諭も留守にしているようだ。

　春の陽ひ射ざしが差しこむ部屋の中、鋭利がベッドの縁ふちに手をかける。

「実はね、京輔。あたし…………」

「ちょっ……ま、待て！　待ってくれよ、鋭利！　まだ心の準備が――」

　真っ赤な顔でのけ反る京輔に構わず、身を乗り出して、




「人を殺したことないの」




「………………………………は？」

　鋭利の口から吐と露ろされた、まったく予期せぬ『告白』に、思考が停止した。

　――人を殺したことが、ない？　鋭利が？

　バカな。そんなの、あり得るはずがない。聞き間違いか何かだろう。

　なぜなら、鋭利はプロの《暗殺者》であり、

「……六人殺したなんて、デタラメ。あたしは一人も殺しちゃいないわ。本気で殺そうとしたのに、誰一人として殺せなかった……六人っていうのは、殺した人数じゃない。殺せなかった人数よ。《暗殺者》としての仕事を仕し損そんじて……ね」

　困惑する京輔の瞳を至近距離からのぞきこみ、鋭利が口元を歪ゆがめる。

　それは、自嘲と自虐に満ちた微笑ほほえみだった。

　息を吞む京輔の喉に、凶器のネイルを押し当てて、

「……紅羽の家は代々、当主に仕つかえる暗殺の名門。幼い頃から、散々『殺しの技術』を教えこまれて育ってきたのに……笑っちゃうでしょ？　肝かん心じんの、殺す度胸がないなんて。だけど一応、才能だけはあったから、たくさんチャンスをもらったわ……失敗するたび、色んな手を打って。それでも結局、殺しきれなかった。最近、とうとう六回目の『殺し』で派手にしくじって、一般人に目撃されて、逮捕されちゃって……紅羽から放ほう逐ちくされるような形で、めでたくここにブチこまれたってわけ」

　京輔の喉からネイルを離し、鋭利が唇をかむ。

　真紅に彩られた爪を、反対の指でなでさすりながら、

「……そんなあたしに、ついた仇あだ名なが《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》。血錆じゃなくて、使わないから錆びた爪。身から出た錆――紅羽にとっては、身内から出た錆ってとこかしら？　由緒正しい名家の中から、あたしみたいな欠けつ陥かん品ひんが生まれちゃったんだもの」

「鋭利、お前……」

　弱々しい鋭利の声と表情に、京輔は狼狽を隠せない。

（…………噓、だろ？　マジで誰も殺しちゃいねぇのか、コイツ？）

　確かに、久瑠宮が『殺せ』と命じたとき、鋭利が見せた反応は、人殺しとは思えないものだった。相手が久瑠宮だから動揺したとか、そういう理由でもなく……。

　単純に『殺す』行為自体に怯えていたのだとしたら、あの反応にも納得できる。

　できるが――。

「ねぇ、京輔……教えてよ。どうやったら、殺せるの？　殺す直前、考えちゃうの……相手のこととか、相手が大事にしてる人のこととか、相手を大事にしてる人のこととか……だって、そうでしょ？　殺した人は一人だけでも、その人が死んじゃったことで、もっとずっとたくさんの人が、死ぬより辛つらい思いを味わうことになるかもしれない……苦しまれて、悲しまれて、恨まれるかもしれない――そんなことをね、考えちゃうの。ほんのわずかな時間の中で、考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えて……結局いつも、殺せない。……殺しきれない、の」

　深くうつむく鋭利の両手が、ベッドのシーツを握りしめる。

　爪の先端――計六本の刃が薄い布地を斬り裂き、ズタズタにした。

　そこに、透明な雫しずくが落ちる。こらえるような嗚お咽えつが聞こえた。

「……それでも、最後の仕事では、急所に近い部分を斬り裂くことができたわ。覚悟を決めて、背後から喉をかっ斬った。温かい血がバカみたいにあふれて、頭の中が真っ白になって……。――殺したんだ、って思った。思った瞬間、気を失ったのよ、あたし。後は、お昼休みに話した通り。あたしは逮捕されて、ターゲットは一命を取り留めた。紅羽にも見限られちゃって……毎晩毎晩、悪夢にうなされるようになったの。殺す直前までいった恐怖と、自己嫌悪でね……恥ずかしいけど、今でもうまく眠れてないわ」

　自嘲し、鋭利が目元をぬぐう。いつも瞼の半分下りた、眠たげな目を。

　涙でうるんだ赤錆色の瞳が揺れ、もう一度、すがるように京輔を見つめた。

「ねぇ、京輔……教えてよ！　あんたは十二人も殺してるんでしょ!?　あんたみたいに優しい奴でも、殺せたんでしょ!?　どうやったら殺せるのか、教えて……お願い。あんたにしか、訊けないの。舞那はそもそも殺す気がないし、煉子は得体が知れなさすぎるし……だからお願い、京輔。――教えて？　じゃなきゃ、あたしは……殺すために育てられた、あたしは……生きてる意味、ないよ。そうでしょ？」

「……………………」

　京輔は無言。黙って、鋭利を見つめ返す。

《六人殺した殺人鬼》という仮面を脱ぎ捨て、《暗殺者アサシン》という化粧を落とした鋭利の素顔は、ただのか弱い女の子だった。無駄に攻撃的な言動や態度も、人殺しだらけの環境に対する、不安や恐怖の裏返しだったのかもしれない。だとすれば……。

　――泣き濡れ、透き通った鋭利の瞳を信じて、覚悟を決める。

　京輔自身もまた、仮面を脱ぎ捨て、ありのままの素顔をさらす決心を。

「……ワリぃ。無理だよ、鋭利。オレには、そんなの教えられねぇ」

「ハァ!?　どうしてよ!?　なんで、教えてくれな――」




「オレ、一人も殺しちゃいねぇから」




「………………………………は？」

　京輔の肩に手を置き、つめ寄ってくる鋭利。

　その動きがピタリと止まった。

　意味がわからない――という顔で、ポカンと口を開いている。

　鋭利から『告白』された京輔も、同じような顔をしていたのだろうか。

　ふと、そんなことを考えて苦笑し、言葉を続けた。

「オレが十二人殺したっていう話な……アレ、実は冤罪なんだよ。オレ自身は、人殺しどころか万引きすらしたことがねぇ一般人なんだ。人より少しケンカが強ぇだけでさ。今までずっと隠してきたけど……お前にだったら、話しちまってもいいかなぁって」

「……冤、罪？　……一般人？　……少しケンカが強いだけ？」

　驚愕から当惑、そして落胆――あるいは、安堵。

　京輔の『告白』を聞いた鋭利が、目まぐるしく表情を変える。

「…………噓、でしょ？　少なくとも、最後は絶対に噓だわ……」

「噓なんかじゃねぇ。全部マジだよ。だから、オレにはどうやったら人を殺せるとか、そういう疑問の答えは一切わかんねぇんだ。けど――」

　肩に置かれた鋭利の手を取り、そっと引き離す。

　指先に施されたネイルを一瞥し、一際強い口調で言った。

「人を殺すことができねぇお前の気持ちは、よくわかる。嫌なのに、殺さなくちゃならねぇキツさもな。色んなことを考えちまって、殺すことができねぇ？　当たり前だろ。考えないで殺せる方が、狂ってやがるんだ。殺人犯も、殺し屋も……違うか？」

「違うわね」

　鋭利がバッサリ斬り捨てる。

　刀のように鋭い目つきで、京輔をにらみ、

「……それは表社会の理屈でしょ？　あたしたちが生きてる裏社会では、殺せないのが狂ってるのよ。表社会とは真逆の論理であり、倫理であり、真理。あんたとあたしじゃ、棲すんでる世界が違いすぎるの。世界が違えば、価値観だって……」

「価値観？　んなもん、同じだろうが。裏社会じゃ異常なお前も、表社会じゃ正常なんだから。オレとなんにも変わらねぇ……つぅか、この機会に更生しちまったらどうだ？　ここで三年耐え抜いて、表社会に出ちまえば――」

「無理よ……絶対に、無理」

「なんでだよ!?　実家はお前を見限ったんだろ？　それでも、アレか……裏社会に精通してる奴を、野放しにはしとけねぇって奴か？　足を洗うの難しそうだし」

「……違うわ。そういう意味じゃない。それも理由の一つだけど……」

　京輔から顔をそむけて、何やら言いよどむ鋭利。

「けど？」と先をうながす京輔に、視線をあわさないまま、鋭利は問うた。

「……ねぇ。京輔は、冤罪でここに放りこまれたのよね？　自分が元いた世界に、場所に……戻りたいとか、思ってる？　これから三年間《十二人殺した殺人鬼》として振る舞い続けて、耐えて……それでも戻りたいって思える居場所が、京輔にはあるの？」

「――ああ、あるよ」

　断言する。脳裏に大事な家族を思い描いて、声と拳こぶしに力をこめた。

　綾花にもう一度会い、謝るまでは折れない。あきらめたりなど、絶対にしない。

「…………そう」

　鋭利の表情がくもる。呟き、そっと瞼を下ろした。

　唇を結び、眉み間けんにしわを刻んだ鋭利は、ひどく逡しゆん巡じゆんしているようだ。

　京輔は黙って見守り続ける。十秒が過ぎ、二十秒が過ぎ、三十秒が過ぎ――。

「……わかったわ。なら、教えてあげる」

　瞼を開いた鋭利の瞳。その輝きに、京輔は思わず息を吞んだ。

　無機質で無感情で無む慈じ悲ひな光。冷たく研ぎ澄まされた視線が、京輔に刺さる。

「まず、結論から言わせてもらうけど……もし、三年間耐え抜いたとしても、あんたが元の世界に戻ることはできない」

「…………は？　いや、戻れるだろう。だって、ここは殺人犯を更生――」

「――違うわ」と。京輔の言葉をさえぎり、鋭利は告げた。

　殺人鬼がひしめく地獄のような煉れん獄ごくですがった、希望という名の蜘く蛛もの糸。

　それを断ち切り、奈落の底へと叩き落とすような、事実を。




「プルガトリウム更生学院は、殺人犯を更生させる学校なんかじゃない……すでに殺害経験のある殺人犯を、再教育して矯きよう正せいし――殺し屋を育てる専門学校よ」





















「プルガトリウム更生学院が、殺し屋の専門学校……だと？」

　最奥の窓から差しこむ光に照らし出された、狭い部屋。

　左右を書架に挟まれた先、黒こく檀たんの執務机に座る人影が、煙草たばこを吹かして訊きき返かえす。

　逆光で表情は判然としない。だが、恐らく笑っているのだろう。

　開け放たれた扉の前で呼吸を乱す京きよう輔すけに、影は「ククク……」と喉のどを鳴らして、

「誰だれから聞いた？　まぁ、大体察しはつくが……とりあえず落ち着け。話を聞くなり、わたしを探して飛んできたのだろ？　調教されてすぐにもかかわらず、元気なブタだ」

「……御ご託たくはいいからさっさと答えろよ、久く瑠る宮みや」

　うなり、京輔は一歩を踏み出した。声に抑おさえようのないイラだちが混ざる。

　影――久瑠宮の言う通り、鋭えい利りの話を聞いた京輔はいても立ってもいられず、保健室を飛び出したのだ。久瑠宮に会い、真実を確認するために。

　そうしてたどり着いたのが、新校舎の四階。わざわざ教師一人一人に与えられているという、プルガトリウム更生学院《職員室》の一室だった。

　乱れた呼吸を整えるのもほどほどに、京輔は尋ねる。問いただす。

「オレが聞いた話は、本当なのかデマなのか……答えろ。答えろよ！　仮に卒業しても出られるのは表社会じゃなく裏社会っつぅのは、一体どういうことなんだ!?」

　声を荒らげる京輔に、久瑠宮が「……ふぅ」とのんびり紫し煙えんを吐き出した。

　吸い終わった煙草を灰皿に押しつけ、立ちあがる。

「初回の授業で言ったはずだぞ、神かみ谷や？　我がプルガトリウム更生学院は、殺人犯の性根を叩き直して矯きよう正せいし、綺麗に更生するのが目的だとな」

　執務机を迂う回かいし、ゆっくり近づいてくる久瑠宮。

　その手には、煙草の代わりに鉄パイプが握られていた。

「……しかし」

　すぐ目の前まで来た久瑠宮が、京輔を見あげる。

　ニヤニヤと、京輔の反応一つ一つを愉たのしむような表情で。

「卒業したら表社会シヤバに出られるなどと、言った覚えはない。わたしは噓うそが嫌いでな……真実しか口にしないのさ。貴様の言う通りだよ、神谷――ここは、そういう学院だ」

「あァ!?　ふざけんなよ、テメェ!?」

　その言葉を聞いた瞬間、京輔は久瑠宮の胸倉を、両手でつかみあげていた。

　軽くて小柄な久瑠宮の身体が、持ちあがる。

　だが、久瑠宮は表情を変えない。相変わらず、おもしろそうに京輔を眺め、

「おお、怖い怖い……ククク。心の中で、わたしを『殺してやりたい』とでも思っているのか？　まぁ、不可能だろうがな。殺しの経験がない貴様では」

「なっ……なんで、テメェがそのことを知って――」




「人間は、本質的に人を殺すことができない」




　目をむく京輔を無視し、久瑠宮が突然そんなことを言った。

　つま先立ちになったまま、視線を逸そらさず、表情も変えずに朗ろう々ろうと。

「《殺人学キロロジー》の根底を成す考えの一つだ。動物には、本能的に種の断絶を防ぐメカニズムが働いているからな。実際、戦場に立つ兵士を育てる場合、最も重要で厄やつ介かいな課題は、この『同族殺し』にかかったリミッターを、いかに振りきらせるかだと言われている。それくらい難しいんだよ、人殺しという行為は。――だが、しかし」

　久瑠宮の笑顔が深まり、凶悪さを帯びる。

　吊つりあがった唇の端からのぞく八重歯が、輝いた。

「ここに集まる殺人犯どもは、違う。すでにリミッターが振りきれているのさ。弾はずみで人を殺してしまった輩やからもいれば、サイコパスなど、先天的な素養がある者もいるが……いずれにしても、一度外れてしまえば、後は簡単だ――こちらが扱いやすいように矯正してしまえばいいだけだからなァ。殺し屋には、ピッタリな人材だろう？」

「なっ…………」

　久瑠宮の襟首をつかんでいた手がゆるみ、離れる。

　よろけるように後退しながら呆ぼう然ぜんと、京輔はうめいた。

「なんだ、それ……そんな理由で、殺人犯どもを？」

「ああ、そうだよ。とはいえ、例外もいるが。人殺しの家系に生まれながら、人を殺すことができない《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》や……殺人童貞チエリーボーイである貴様のようにな、神谷」

　言われて、京輔は気づく。

『すでに人殺しを経験している』という条件で生徒が集められているなら、京輔がこんなところに放りこまれる理由はないはず。――なのに、なぜ？

「そう、貴様は誰も殺しちゃいない。十二人殺したというのが冤えん罪ざいだということくらい、最初からわかっていたさ……なぜなら、貴様が犯したことにされている罪はそもそも、ウチの理事長が貴様に被せるために仕組んだ罪なのだから」

「…………は？　なんだよ……なんなんだよ、それ!?　なんで、わざわざ……」

「ククク……決まっているだろう？　貴様の常軌を逸した身体能力に、目をつけたのさ。罪を捏ねつ造ぞうしてまで、手に入れたい……と。リミッターこそ外れていないが、調教次第でいかようにもできるからな。例えば、わたしの方で無理やり、殺さざるを得ない状況に追いこんでやる……とか」

　唐突に、久瑠宮が懐ふところから『あるモノ』を取り出し、掲かかげてみせた。

　黒光りする無ぶ骨こつなシルエットのそれは、見覚えのあるリボルバー。

「……まったく、今日のは惜おしかったなァ。殺人犯どもからリンチを受ければ、自衛の過程で一人二人は殺やってくれるんじゃないかと期待したんだが……思わぬ邪魔が入ってしまった。わざわざ凶器を横流ししてやったのに、使えない奴らだ。《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》の脅しごときに屈くつするとはな」

「…………ッ!?　アレはテメェの仕し業わざだったか、久瑠宮!?」

　あんなに大量の凶器を、誰が流していたのだろうと思えば――。

　生徒ではなく教師が流していた、というわけか。ふざけているにもほどがある。

　再びつかみかかろうとする京輔を、久瑠宮が「どうどう」となだめた。

「まぁ、待て。落ち着け。教師とはいえ、わたしは下っ端なのだぞ？　上からの指示に従っているだけさ。恨むのなら、この学院の理事長と……貴様自身を恨め。過剰な身体能力と、その力が裏社会にまで知れ渡るほど派手に暴れまくった自分自身の浅はかさを……なァ、《虐殺王スレイヤー》？　あるいは《百万人殺しメガデス》の神谷京輔」

「ぐっ…………!?」

　久瑠宮の胸倉に指をかけたところで留まり、歯を食いしばる。

　確かに、京輔が今まで相手取ってきたのは、不良やチンピラだけではない。ヤクザや暴力団など、裏社会と繫つながっていそうな奴らとも、少なからず因縁があったのだ。

「…………オレのせい、なのか？」

　最初は、ただ大事なものを傷つけないため、振るった拳だった。だが、それを知らず知らずのうちに振るいすぎて、引っこみがつかなくなって……。

　そしてとうとう、傷つけてしまったのだ。誰より守りたかったはずの綾あや花かと――自分自身を。京輔が己おのれの『力』を正確に把は握あくし、振るえなかったがために。

「オレのせいだって、言うのかよ…………畜生」

　奥歯をかみしめ、拳を握りしめる京輔。

　そうすることしかできなかった。何を責めればいいのかわからずに、行き場を失なくした激情が、頭の内でのた打ち回る。

　――そのときだった。




「ああ、そうそう……一つ、貴様に伝え忘れていたことがあったよ」




　久瑠宮が、そんな言葉をささやいたのは。

「……なんだ？」と眉をひそめる京輔に、久瑠宮は嗜し虐ぎやく的てきな笑顔で、

「貴様が被かぶらされている仮面――《十二人殺した殺人鬼》というおぞましいマスクを、本来被るべき奴のことだよ。もっとも、そいつは二ケタどころか、三ケタ殺していてもおかしくはない異常快楽殺人者サイコキラーなのだが……誰のことだかわかるか、神谷？」

「……あァ？　知るかよ！　そんなの、オレが知るわけねぇだろが!?」

　三ケタ殺していてもおかしくはない異常者に、心当たりなどあるはずもない。

　強しいて言うなら、ボブくらいだが――いくら奴でも、三ケタはあり得ないだろう。

　京輔が答えられずにいると、久瑠宮は落胆したように、

「……ふむ、そうか。わからないのか。ここへ来てからずっと、貴様が仲良くしている女子生徒なのだが。ククク……いいだろう。わからないなら教えてやる。あの日、貴様が空あき倉庫でボコした十二人の男を、砕くだき、へし折り、潰し、引き裂き、えぐり、弄もてあそんでは解体し、殺して殺して殺して殺して殺して殺しまくった、その大量殺戮犯マス・マーダーは――」

　クリクリとした久瑠宮の目が、スゥッと細まる。

　そうして、京輔は聞いた。

　ある意味、最も耳にしたくなかった人物の名前を。




「――氷河煉子。貴様がいつも仲良くしている、ガスマスクの女さ。すでに幾多の殺しを経験している《殺害機関マーダー・メイド》。クラスではなく、学年トップの《殺さつ人じん器き》だよ」





×　×　×






　――噓だ。

　人ひと気けのない新校舎を駆け、京輔は叫ぶ。

　――噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ、噓だ！

　あの煉れん子こが、三ケタ殺していてもおかしくはない異常快楽殺人者サイコキラー？

　そんなの、絶対あり得ない。あり得るはずがない。あり得て、ほしくない。




『なら、本人に訊いてみればいい。屋上にでもいるんじゃないか？　ククク……』




　久瑠宮の言葉を耳にした直後、京輔は職員室を飛び出していた。

　狂ったように暴れる鼓動を痛いくらいに感じて、京輔は走る。

（噓だろ、煉子……噓だと言ってくれ！　いつもみてぇに笑い飛ばしてくれよ!?）

　目的地に近づくにつれ、煉子に対する不信感が強まっていた。

　四六時中ガスマスクをしている、得体の知れない少女。

　その素顔を、本性を――京輔は知らない。

　親しみやすい態度の裏で、殺意に満ちた瞳をギラつかせていても、京輔にはわからないのだ。『フシュー』と笑うマスクの下で、狂気に顔を歪ゆがめていても……。

「ハァ……ハァ……ゼェ……ハァ……」

　たどり着いた鉄てつ扉ぴの前に立ち、京輔は呼吸を整える。

　赤いペンキで『立入禁止』と書かれた鈍にび色いろのそれは、新校舎の屋上へと至いたる入り口だ。鍵は――かかっていない。ノブに手をかけると、意を決して押し開けた。

　瞬間、飛びこんでくる光。青灰色の空の下、首をめぐらせ、煉子を探す。

　だが、鉄柵と有刺鉄線で囲まれた狭い空間に、京輔以外の人影はない。

「……煉子？　いないのか？　おーい、煉子おおおおおおぉ！」

　名前を呼び、隅すみから隅まで歩き回ってみるが、見つからなかった。

「……ったく、なんだよ。いねぇじゃん、アイツ……」

　どうやら、久瑠宮の予想は外れていたようだ。

　安あん堵どと落らく胆たんの息を吐き出し、京輔が緊張をほどいた――そのとき。




「やぁ、ごめんごめん。お待たせしちゃったみたいだねぇ？　フシュー」




　扉付近から、声。

　反対側の鉄柵に手をついていた京輔は、慌てて背後を振り返る。

「久瑠宮さんから、話は聞いてるよ。私に質問したいことがあるんだって？」

　――そこには、いつもと変わらぬ煉子が立っていた。

　飄ひよう々ひようとした態度で話しかけてくる、黒いガスマスクを被った少女。

　反応できず固まる京輔に、煉子は「えへんっ」と豊かな胸を突き出して、

「ちなみに、カップ数はＧだよ！　フシュー。京輔が訊きたかったことはコレでしょ？　自分からは中なか々なか言い出しづらいと思って、先に教えてあげたんだけど。せっかくだからスリーサイズも教えてあげよっか？　上から順番に、きゅ――」

「煉子」

「うん？　どうしたんだい、怖い顔をして。今にも襲いかかってきそうな雰ふん囲い気きじゃないか、君……ハッ！　まさか京輔、人気がないのをいいことに、私に対してあんなことやこんなことや、そんなことをしようと目もく論ろんで――」

「――煉子ッ！」

　こらえきれずに、京輔は怒鳴る。

「うひゃあ!?」と驚く煉子と対たい峙じし、ガスマスクをにらんだ。

「……ふざけるのは、やめてくれ。オレがお前に訊きたいのは、そんなことじゃねぇ」

　自分を落ち着けるため、大きく深呼吸をする。握り拳に力をこめた。

　煉子もさすがに空気を読んだのか、「シュコー……」と大人しく黙る。

　陽ひがゆっくり落ち始め、屋上に夕焼けが訪れていた。

　世界が橙だいだい色いろに染まっていく中、京輔は尋ねる。

「なぁ、煉子――お前が三ケタ殺してるって話は、本当なのか？」

「……………………」

　微妙な沈黙があった。

　ややあって、煉子が「う～ん」と首を傾かしげる。

「三ケタ？　ごめん、京輔。わからない……よくわからないよ」

　ガスマスクのアゴに指を添そえ、煉子がうなるように答えた。

「今まで殺した人数なんて、いちいち数えちゃいないしさ。『三ケタ殺してる？』とか訊かれても、うまく答えられないんだよねぇ。ただ、一つだけ言えるのは……」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めて、煉子が被っていたフードを下ろす。

　さらりとこぼれた銀髪が、風に吹かれてなびいた。

「この学院の誰より、私は人を殺していて……誰よりも、上手に殺せるってこと。どうしてだかわかるかい？　そういう風に造られたからだよ。つまり、私は――」

　ブレザーとパーカーが脱ぎ捨てられ、タンクトップ一枚だけになる。

　むき出しの両腕をびっしり埋め尽くしているのは、漆しつ黒こくのトライバル・タトゥー。

　広こう狭きよう数あま多たの線が織り成す複雑な刺青いれずみは、からみつく鎖くさりのようにも見えた。

「――《殺害機関マーダー・メイド》。『人を殺す』ただそれだけのために、遺伝子レベルで設計された存在だからだよ。紙を切るため造り出されたハサミみたいに、釘くぎを打つため造り出された金かな槌づちみたいに、人を撃つため造り出された拳銃みたいに……造り出された私は、殺すことしかできない。憎いから殺す。悲しいから殺す。嬉しいから殺す。寂さびしいから殺す。虚むなしいから殺す。苦しいから殺す。なんだかよくわからないけど、殺す。気分で殺す。とにかく殺す。殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して、殺しまくる……ありとあらゆる感情が、殺す行為へ連結しちゃうのさ。――このマスクがなければ、ね？」

　謳うたい、煉子がヘッドフォンを外す。

　無骨な黒い装置を放り投げると、白く形のよい耳が顕あらわれた。

　そしていよいよ、マスクに手をかける。両腕を後頭部へ回し、固定バンドを取り外しながら、煉子が「シュコォー……」と吐息した。

「このマスクは、私の製作者ママがつけた《安全装置リミツター》なんだ。私の行動をなんでもかんでも『殺し』に結びつけちゃう要よう因いん――強すぎる殺意や殺さつ戮りく衝しよう動どうを、抑えるための装置。つまり、このマスクをつけてさえいれば、私も普通の女の子なんだよ。……ただ、京輔が『本当の私』を知りたいって言うなら、教えてあげてもいいかなぁって。普段はもちろん、自分じゃ脱ぬげないんだけど……今回は、特別に鍵を外してもらえたからさ？」

「れ、煉子……」

　後ずさる京輔。その背に、ガツンッと鉄柵が触れた。

　本能的な恐怖で震える京輔を見、煉子が笑う。――笑った気が、した。

「今まで色んな感情を抱いだいて、そのたび殺してきたけどさ……こんな気持ちは初めてだ。私は君に興味を覚えてる。どうしようもなく惹きつけられて、君から意識を逸らすことができない。私の頭は、君でいっぱいなんだ。もっとたくさん君を知りたいし、私のことも知ってほしいと思ってる。好きだよ、京輔……私は、君が大好きだ！　だから――」




　この感情が『殺し』へ繫がる瞬間を、私は味わってみたい。




　煉子が呟いた、直後。

　――カチャリ。箍たがの外れる音がする。

　拘束を解かれた黒い仮面マスクが、次の瞬間、脱ぎ捨てられて、




　露あらわになった、煉子の素顔は――怖気がするほど美しかった。




「………………………………」

　見み惚とれる。瞳が、吸い寄せられる。

　鮮血色の空を背にしてそよぐ、サラサラとした銀の長髪。

　白くまばゆい肌は陶磁器のようで、黄昏たそがれの中、濡れたように輝いて見えた。

　流れるような細い柳りゆう眉びも、静かに閉じられた瞼まぶたも、影が落ちるほど長いまつ毛も、筋の通った高い鼻び梁りようも、艶やかな薄桃色の唇くちびるも……それら全てが麗しく、凄せい艶えん。

　造形美とでもいうのだろうか、人類が持てる技術の粋すいを尽つくして『美しさ』を追求したなら、こんな顔ができあがるのかもしれない――そう、思う。

「……煉、子…………？」

　京輔の口から漏れた名前に反応するように、煉子のまつ毛が小さく震えた。

　瞼がゆっくり持ちあがり、閉ざされていた眼めが世界を見すえる。

　限りなく透明に近い、氷ひよう河がのごとき氷蒼色アイスブルーの双眸が虚こ空くうを泳ぎ、京輔を捉とらえた。

　――刹せつ那な。

「…………ふふっ」

　こぼれる、生の吐息。薄桃色の唇が、愉ゆ悦えつの曲線を描く。

　氷蒼色の瞳を眩まぶしげに細め、素顔をさらした煉子が口を開いた。

　マスクを失くし、クリアに届く美声は透き通っていて、寒気がするほど麗しい。

「どうだい、京輔？　私の素顔は。お気に召してもらえたかなァ？　ふっ……んふふ。私はね、笑いが止まらないんだ。音楽が止まない……狂おしいほど嬉しくて！　あァ、私は嬉しいよ、京輔。君に素顔を見てもらえるのが、こんなに嬉しいだなんて思わなかったなァ……ふふふ。イイねェ、こういう初期衝動イントロか。下腹から突きあげてくるよォ。ゾクゾクしちゃう！　これが私の、君に対する殺意メロデイなんだね？　ふ、うふふ……」

　こみあげる笑いに肩を震わせながら、再び瞼を閉じた煉子が、身体からだを揺すり出す。

　首を上下に動かし、身体を左右に振らせる様は、旋せん律りつにでもノっているかのようだ。

　ヘッドフォンを外しているにもかかわらず。音楽など、聴こえないにもかかわらず。

　理解できない煉子の言動に、汗がぶわっと噴き出した。

「……は？　お、おい……何を言ってる？　意味わかんねぇぞ、煉子……？」

　動揺する京輔に、煉子が瞼を開いて笑う。

　嘲笑ではない。ただ愉しくて仕方がないというように、煉子は笑っていた。

「ふふっ……うん？　あァ、大したことじゃないさ。私にとって殺意は音楽。それが鳴り始めたってだけだよ。君には聴こえないのかなァ、京輔……それともこういう音楽は初めて？　――死重奏デスメタル。なァ～に、私が奏でてあげるから、君は心配することないさ。断末魔デスヴオイスも悲鳴シヤウトも絶叫グロウルも、私が全部あげさせてあげる……殺意が奏でる旋律にあわせて、手取り足取り奏でてあげるよォ！　あはっ。というわけで、まァ――」

　頭の上で指を組み、煉子が「うゥ～ン」と伸びをする。

　豊かな胸が強調されて、はちきれんばかりにタンクトップを張りつめさせた。

　限界まで背を反らせたところで指をほどき、前まえ屈かがみになる煉子。

　タトゥーだらけの両腕をだらりと下げ、氷蒼色の眼を大きく見開く。青い水面のような虹彩の中心――暗黒色の瞳どう孔こうが、猫のようにきゅううううううっとしぼられる。

　吊りあがった唇の端から、異様に鋭い犬歯がのぞいた。――次の瞬間、




「御Ｍ託Ｃはイイから、さっさと殺害ライブを始めようっか、京輔エエエエエエエエエェ!?」




　野獣のごとく、獰どう猛もうなる音波の咆哮スクリーチ。

　地面を蹴りつけた煉子が、白銀色の髪をなびかせ、躍りかかってきた。





×　×　×






　――その一撃を避よけられたのは、単に運がよかっただけなのだろう。

　地面を蹴るなり跳ねあがった煉子の身体が、宙を切り裂き、回転しながら飛来する。

　白銀色の暴風。人間の動きではない。それはさながら、四足獣の動きだった。

　五メートルほど開いた距離を、刹那にゼロへと縮める跳躍力はケタ外れ。

　斜め上空――至近距離から、円弧を描いて振り下ろされる右腕を、

「…………クッ!?」

　横に転がり、間一髪で回避する。

　コンマ一秒前まで京輔がいた場所から、異様な破砕音がした。

　ほのかな石せつ鹼けんの匂い。濃い鉄てつ錆さびの臭いが風に乗り、香る。

「……あれ？　おかしいなァ。かわされちゃった……やるねェ、京輔。ふふふっ」

　愉しそうに笑いながら、煉子がのっそり上半身を起こした。

　ひしゃげ、折れ曲がった鉄柵から腕をどけ、血濡れの手首をひらひらと振る。

　京輔ではなく、煉子自身の血だ。右掌てのひらから出血しているらしい。

「しかも、あ～あァ……興こう奮ふんしすぎて、力加減を間違えちゃったじゃないか！　夢中になって叩たたきつけたら、手まで一緒に壊れちゃった。私の設計理念コンセプトはあくまで『人殺し』だから、骨より硬いものだとうまく壊せないんだよねェ。ふふっ……まァ、いっか」

　殺意に身体を揺らしつつ、煉子がクスクス笑っていた。

　痛みを感じている様子は、微み塵じんも感じられない。

　少し離れた地面に尻もちをつき、京輔は呆然と煉子を見あげる。

「な、なんだよ……何者なんだよ、お前……人間じゃねぇ……のか？」

　視界の端に映る鉄柵は砕け、ものの見事にへし折れていた。

　あんなものをまともに食らったら、即死――よくて致命傷だろう。

　戦せん慄りつする京輔を見下ろし、煉子が血濡れた腕に舌をはわせる。

　ゾクリとするほど官能的に、タトゥーを舐なめあげて、

「ええ～、ひどいなァ……人間だよォ？　天然物ではないけどね。そういう京輔こそ、イイ感度をしてるじゃないか。ますます、そそる……んふふっ。殺意も盛りあがってきたし、次こそイイあえぎ声ボーカルを聞かせてね？　今度は、優しくしてあげるから！」

　血を舐め取った煉子が、傷に構うことなく、再び右手を持ちあげた。

　恍こう惚こつとした表情で、聴こえぬ殺意に身を任す。

　燃えるような空を背にしてたゆたう白銀色の髪、爛らん々らんとした光を宿した氷蒼色の瞳は狂気的だが、吞のまれるほどに美しい。

　だから、だろうか――『死』を目前にしても、心はひどく静せい穏おんだった。恐怖に震えるでもなく、絶望に打ちひしがれるでもなく、ただただ見惚れる。圧倒される。

　うっすら頰を上気させた煉子が、犬歯をのぞかせ微笑ほほえんだ。

「それじゃあ京輔、殺されよっかァ？　今度は外さないから……絶対、外さない」

「……………………」

　――京輔は、動くことができない。

　殺されるとわかっているのに、身体が動いてくれなかった。

　手首をひねって指を一本一本握りこみ、煉子がゆっくり拳を固める。

　腕にからんだタトゥーの鎖が、じゃらりと音を立てた気がした。

　――そのとき。




「京輔ぇ!?」

「京輔くんっ！」




　二つの緊きん迫ぱくした声が、黄昏を切り裂き、響く。

　開け放たれた鉄扉の前に、鋭利と舞那が立っていた。

「あぁんっ、もう！　なんだい!?　私の殺害ライブを邪魔する、この雑音は――」

　掲げた右手をイラだたしげに下ろし、煉子が背後を振り返る。

　しかし、二人の姿を認めた瞬間、その横顔にみるみる歓喜の色が広がった。

　細まっていた眼が見開かれ、口角が持ちあがっていく。

「……って、あァ。なんだ。鋭利と舞まい那なじゃないか。やっほォ、二人とも！　ちょうどイイところに来てくれた。やっぱりライブは聴衆オーデイエンスがいないとねェ、うん！」

「えっ……もしかして、煉子？　……煉子なの、あんた？」

　地面に転がるガスマスクと、銀髪の美少女を交互に見、鋭利が目を丸くした。

　舞那は「ポカーン……」と口を開いたまま、煉子の素顔を凝視している。

　その反応がお気に召したのだろう、煉子は「ふふっ」と上機嫌な笑いをこぼし、

「そうだよ、私は氷ひ河かわ煉子だよ！　これでようやく、私が美少女だってことがわかってもらえたかなァ？　嬉しい……とても嬉しいよ！　ただ、今はちょっと取りこみ中なんだよねェ。後でじっくり殺してあげるから、ひとまずそこで見物しといてくれるゥ？」

　言い終えるなり、京輔へと向き直る。

　鋭利が「ハァ!?」と声を荒らげた。

「取りこみ中って、あんた……京輔に何してんのよ!?」

　大きく一歩を踏み出して、赤錆色の瞳を怒らす。

　突き刺すような視線の先には、血を滴したたらせる煉子の右腕があった。

「しかも、殺してあげる……ですって？　何なのよ、それ。ふざけてるの？」

　ガスマスクを踏み越え、鋭利がズンズン近づいてくる。

　頭に血がのぼっているらしく、煉子の様子がおかしいことに気づいていない。

「ちょっ……バカ！　来るんじゃねぇ！　早く逃げ――」




「――五月蠅うるさいんだよ」




　京輔の叫びを押し潰すように、煉子のうなり声が響く。

　腹の底からズドンッと突きあげてくる、バスドラムにも似た重い低音。

　憤ふん怒ぬと憎悪が、重量過多を起こしたような声だった。

　京輔から意識を外し、煉子が身体ごと鋭利に向き直る。

　最後に目にしたその顔は、先ほどまでの笑顔が綺麗に削そげた無表情。

「……あァ。なんてことをするんだい、鋭利？　殺意が殺意で塗ぬり潰つぶされちゃったじゃないか……流れていた旋律が、別の旋律でかき消されてしまった。イイ感じにノっていたのに。途中で曲を止められて、無理やり新しい曲を鳴らされたときの不ふ愉ゆ快かいったら、ない――最低だ！　この爆音を奏でているのは、イラだちかなァ？　暴れるリフとブラストビート……うん。聴き飽あきた殺意だよ、これは……早く止めないと、早く……」

　頭を上下に、身体を左右に揺すりつつ、煉子が鋭利に近づいていった。

　だらりと下げた指の先から、血の雫しずくがポタポタ落ちて、地面に赤い軌跡を残す。

「……ハァ？　な、何よ……言ってる意味が、全然わかんないんだけど？」

　ただならぬ気配を発する煉子に戸惑いながらも、鋭利は退かない。

　険けわしい瞳を油断なく光らせ、気丈に振る舞い続けていた。

　扉付近で「あわわわわ」と怯える舞那を守るように移動し、煉子をにらみつける。

「殺意がどうとか、旋律がどうとか……何をブツブツ呟い、て……？」

　ふいに、鋭利が言葉をつまらせた。

　見開かれた瞳に映っているのは、煉子の背後――へし折れ、ひしゃげた鋼鉄の柵。

　血痕が散る破壊跡と、煉子の右腕を見比べ、鋭利が血相を変える。

　不機嫌そうな表情に、初めて恐怖の色が浮かんだ。

「あんた、その腕……まさか……噓でしょ？　だって、鉄柵が……そんな……」

　声を震わせ、後ずさる。

　鋭利に近づく足を止め、煉子がわずかに身体を沈めた。

「噓だと思うかい、鋭利ィ？　それなら……」

　瞬間、地面を蹴りつけた煉子が爆はぜるように駆け、肉薄し、

「自分のカラダで試してみようよオオオオオオオオオオオオォ!?」

　――ブゥンッ！　と、左腕を薙なぐ。

「…………ッ!?」

　首を刈らんと繰り出された一撃はしかし、虚むなしく空くうを切るだけだった。

　驚きよう嘆たんすべき動体視力と反射神経で、鋭利が素早く身をかがめたのだ。

「おっとっとっとっと……って、あれ？　避けられちゃったよ？　あれれェ～？」

　勢いあまってつんのめり、コマのようにクルクル回った後、煉子が首を傾けた。

　人差し指を下唇に当て、眼をパチクリさせている。

「…………動かないで」

　その喉元に、背後から真っ赤なネイルが押し当てられた。

　扁ひら爪づめ刀とう《朱す裂ざく》――プロの《暗殺者》である鋭利が隠し持つ、日本刀の暗器。

「……動けば、首をかっ斬るわ。いくらあんたが化け物じみてても、刃物で喉を傷つけられれば、さすがに死ぬでしょ？　……フンッ。油断したわね。ご愁しゆう傷しようさま」

　煉子がほうけている隙に背中を取った鋭利が、耳元でささやく。

　氷蒼色の瞳を見開いた後、煉子は「……ふふっ」と再び破顔。

「うん、そうだねェ……ご愁傷さまだ。――あァ、もちろん君がだよ？」















　ネイルを押しつけている鋭利の右手首をつかむと、ためらいなく引きはがした。

「…………なっ!?」

　大胆すぎる煉子の行動に、動揺する鋭利。その隙をついて、

「がはぁ!?」

　煉子が鋭利の鳩みぞ尾おちに、ズドンッとヒジを叩きこんだ。

　細い身体をビクンッと跳ねさせ、鋭利がその場に崩れ落ちる。

「鋭利!?」「鋭利ちゃああああああんっ!?」

　京輔と舞那、二人の悲鳴が同時に響いた。

「…………～～～～～～っ!?」

　打撃のショックで呼吸ができないのだろう。普段しれっとした態度の鋭利が顔を引きつらせ、涙を浮かべてもだえ苦しむ姿はあまりに痛々しかった。

　胸を押さえて四つんばいになり、酸素をむさぼろうとする。そんな鋭利を見下ろして、「もうっ！」と頰をふくらます煉子。幼い子供を叱しかりつけるような口調で、

「ダメじゃないかァ～。殺す覚悟もないのに、脅しなんてかけちゃ。刃を当てる場所が頸けい動どう脈みやくから一センチもズレてたよ？　私を傷つけたくない気持ちはわかるし、その甘さが鋭利のイイところだと思うけど……って、あれれェ～？　殺意メロデイが変わっちゃった！　鋭利に対する友愛が、憤怒を上回ったんだね。ふふっ……やっぱり、鋭利はイイなァ。優しくって可愛いなァ！　京輔とは違う意味で、好きだよ。だから――」

　煉子の顔に、とろけるような歓喜が広がった。

　プリーツスカートから伸びる、タイツに包まれた左脚を引き、

「この殺害ステージを盛りあげたくなっちゃった！　うふふ……さァ、唄ってよ？」

　――蹴りあげる。

　鋭利のお腹なかと地面の間にできた隙間から、つま先をすべりこませるようにして。

「ぁぐぅ!?」

　濁った悲鳴を漏らして痙けい攣れんし、コンクリートを転げる鋭利。四つんばいから仰あお向むけになり、打ちあげられた魚のようにあえぐその腹に、白い上履きが踏み下ろされた。

「うんうん、イイねェ……とてもイイ！　素敵な悲鳴シヤウトだよォ、鋭利ィ……」

　ヒザ頭に手を置いて、鋭利の身体を地面にぬい止めながら、煉子がうっとりと呟つぶやく。

　苦痛と恐怖にまみれた鋭利の顔をじっくり眺めて、煉子は続けた。

「だけど、まだまだ綺麗すぎるかなァ？　……ってことで、次はもっと汚く乱れ鳴いてみよっか！　絶叫グロウルだよォ～。がなり声。グラントとも呼ばれてるんだけど……あれ？　聴いたことない？　だったら、今から教えてあげるね！　――さァ、哭ないてごらん」

　犬歯を光らせ、凶暴な笑み。

　鳩尾辺りに脚を移動させ、そのまま一気に体重をかける。

　ベキベキベキッ――と、骨の砕ける音が聞こえてくるようだった。

「がっ……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　耳をふさぎたくなる、鋭利の絶唱。

　限界まで開かれた目から涙を、口の端から血反吐を散らして叫ぶ鋭利からは、いつもの余裕や気丈さなど残らず消し飛んでいる。

　京輔が保健室で見た、本当の鋭利――繊せん細さいでか弱い素顔をさらけ出し、襲いくる苦痛と恐怖と恥ち辱じよくの嵐に、為なす術すべもなく蹂じゆう躙りんされていた。

　――そんな彼女に、綾あや花かの面影が重なる。

「…………ざけんなよ」

　かつて、クラスメイトから悪質ないじめを受けていた綾花。

　普段は明るく朗ほがらかな綾花が、夜ごと一人でむせび泣いているのを知ったとき、京輔は誰だれより強くなろうと決意した。

　綾花の笑顔を守るため、もう二度と、自分の大事な人にあんな思いをさせないために強くなろうと決意したのだ。それなのに……。

「ざけんなよ、クソが……何を震えていやがる、神谷京輔？」

　――テメェが拳を鍛きたえてきやがったのは、こういうときのためじゃねぇのかよ!?

　己に向かって、吐き捨てる。瞬間、身体が自由を取り戻していた。

　鎖のように京輔を縛りつけていたモノがほどけ、溶け落ち、燃えあがる。

　恐怖を、戦慄を、混乱を、躊ちゆう躇ちよを――全部まとめて燃やし尽くすこの激情は、煉子と自分自身に対する、業火のごとき憤怒とイラだちだった。

「…………ああ、やべぇ。こりゃあ、手加減できそうにねぇわ」

　呟き、立ちあがる京輔。

　砕けんばかりに拳を握りしめ、臆おくすることなく京輔は進む。

「ひいいいいいいっ!?　鋭利ちゃんが、鋭利ちゃんがあああぁ!?　はわわわわ」

　右へ左へ、行ったり来たりしながらテンパる舞那の手前、鋭利を踏みにじる煉子が、近づいてくる京輔に気づき、「……うん？」と首を傾けた。

「なんだい、京輔？　悪いんだけど、今は鋭利を奏でているんだ……君の相手は、後でたっぷりしてあげるから、焦あせらないで。鋭利の断末魔でも聴きながら、後もう少しだけ待っててくれると嬉しいなァ。その分、プレイも濃厚にするし！　うふふっ」

「…………煉子」

　むき出しの肩に手を置き、名前を呼ぶ。

　氷蒼色の澄んだ瞳が、怪け訝げんそうにパチパチまたたいた。

「何かな、京輔？　すっごい真顔なんだけど……あっ！　もしかして、３Ｐが――」




「――黙っとけ」




　握りこんだ右の拳を、ニコニコ笑う顔のド真ん中にブチこむ。

「ぶっ!?」

　容赦のない一撃を食らって、煉子の身体が派手に吹っ飛んだ。

　きり揉もみ回転しながら宙を泳いだ後、コンクリートに叩きつけられ、地面をゴロゴロ転がって――反対側の鉄柵に激突。動かなくなる。

「はわわわわわわわ…………う？」舞那の声がピタリと止やみ、静寂が降りた。

　鉄柵にもたれかかるようにして、頭を垂たれた煉子の表情は見えない。

「…………やったか？　やった……みたい、だな」

　しびれる拳をほどいて、息を吐く。鋼鉄でもなぐったような手応えだった。

　女の子とはいえ、相手は怪物じみた奴である。手加減などしてやれなかった。

　まだ起きあがってこないということは、普通に効いてくれたのだろう。煉子に向かって一言「……すまん」と謝ってから、鋭利のそばにしゃがみこんだ。

「おい。大丈夫か、鋭利？　……チッ。責められすぎて、イっちまってるみてぇだな」

「ハァ!?　いっ……イってないわよ！　あんた、いきなり何言って――ぐっ!?」

「バカ、無理すんなって！　たぶん、肋骨が何本かイっちまってる……立てるか？」

「う……へ、変な言い方するんじゃないわよ！　……あ、あんたが逝けばいい」

　京輔から顔をそむけて、鋭利が毒づく。

　それでも素直に肩を預けてくる辺り、随分と消しよう耗もうしているらしい。

「鋭利ちゃああああああんっ!?　だ、だだだだ、大丈夫でちゅかあああぁ!?」

　遅れて、舞那が走り寄ってきた。

　京輔に支えられて立つ鋭利を見、「あわわわわ……」と口元を押さえる。

　慌てふためく舞那に対し、鋭利はいつも通りのしれっとした声で、

「……別に。大したことないわ。こんなの全然、痛くもかゆくもないし？」

「ええっ!?　でもでも！　鋭利ちゃん、まだ泣いて――」

「ハァ!?　な、泣いてなんかないもんっ!?」

　……もん？　どうやら、怪我の痛みで余裕がないらしい。泣き顔を隠そうとうつむく鋭利の顔をのぞきこみ、「やっぱり泣いてる……無理しちゃダメです！」と舞那が余計な心配をしていた。おかげで、鋭利が耳まで真っ赤になってしまっている。

「……あのさ。ワリぃんだけど、舞那。今はひとまず、鋭利を保健室まで運んでやってくれねぇか？」

「ふぇ……？　構いませんけど……あの、京輔くんは……？」

　鋭利の身体を注意深く受け取り、一生懸命支えながら、舞那が問いかけてくる。

「オレ？　オレは――」

　京輔が答えかけた、そのとき。




「……ぷっ……ぷぷっ……ふは……はっ……あははははははははは！」




　可お笑かしそうに噴き出す、笑い声が聞こえた。

　舞那が「ひいっ!?」と怯え、鋭利が「……うっ」とひるむ。

　見れば、鉄柵にもたれて面を伏せたまま、煉子が肩を震わせていた。

「ああんっ、もう……やってくれるじゃないか、京輔ェ～？　乙女の顔をグーでなぐるだなんて……うふふ。ヤバイよコレは、超ヤバイ！　頭がどうにかなっちゃうくらい、殺意が鳴り響いてる……こんな爆音、生まれて初めてだよォ～。驚きすぎて、ボーッとしちゃった。嬉しくて！　……あれェ？　なぐられたのに嬉しいとか、おかしいねェ？　可笑しいよ！　Ｍじゃん、ドＭ！　あはははははははははははははははははは！」

　すっかり元気を取り戻した煉子が、空に向かって哄笑をあげる。

　悪夢のような白い美貌には、傷など一つもついてはいない。

　手加減無用の一撃を、真正面からブチこまれたにもかかわらず。

「おいおい……噓だろ。超合金かよ、アイツの身体？」

「きょ、きょきょきょきょ、京輔きゅん！　に、逃げまちょ……逃げましょう!?」

　舞那が片手で裾すそを引っ張り、ガチガチ歯を鳴らしていた。

　鋭利も「京輔……」と声を震わせ、青ざめている。

　そんな二人に対して、京輔は――。

「……鋭利のこと頼んだぜ、舞那？　オレはアイツの相手をするよ」

　舞那の指を引き離し、鋭利の髪をくしゃりとなでて、煉子と対峙した。

　二人をかばうようにして立つ京輔に、鋭利が「ハァ!?」と声を荒らげる。

「バカ言わないでよ……死ぬ気!?　あんた一人で、どうにかできる相手じゃないわ！」

「そ、そうでちゅよっ！　いくら京輔くんでも、今の煉子ちゃんには……」

「……大丈夫。倒すことは無理でも、そう簡単に殺られはしねぇさ。頑強さには自信があるんだ。だから、今は鋭利を頼むよ、舞那……頼む！　それと、なるべく早く助けを呼んできてくれ。オレが時間を稼かせぐから……稼いで、絶対しのぎきるから」

　言って、不敵に笑って見せた。「京輔くん……」と、舞那が涙ぐむ。

　――誰かが煉子を食い止めなければ、全員殺されるのは明らかなのだ。

　助けが来るまで五分か十分、あるいはそれ以上。どの道、耐えるしかない。

　今この場でそれができるのは、京輔以外にあり得ないのだから。

「ねぇねぇ。ちょっと、京輔ェ～。二人とばっかり話してないで、もっと私と話そうよ。話して、遊んで、戯たわむれて……色んな声を聴かせてよ？　私も色々聴かせてあげるから。二人で奏であおうじゃないか！　甘く激しい狂死曲スクリーモを、さァ……ふふふっ」

　腕を使わず跳ね起きて、煉子が氷蒼色の瞳をギラつかす。

　狂喜に満ちた眼まな差ざしを受け止め、京輔は応えた。

「ああ、いいぜ……仕方ねぇから付きあってやるよ、煉子」

　高まっていく緊張の中、舞那が鋭利の身体を支え直して、扉に向かっていく。

　どうやら、わかってくれたらしい。京輔は心の中で舞那に感謝し、お礼を言った。

「京輔」

　去り際、鋭利が京輔を呼ぶ。

　前を見たまま振り返らない京輔の背中に、祈るような声で、

「……死んだら、ブチ殺すからね？」

　刺とげ々とげしくも優しい鋭利の言葉に、頰がほころんだ。

「……バーカ。死人は殺せねぇし、お前は生きてる奴すら殺せねぇだろ」

　苦笑し、京輔がそう返したときにはすでに、二人の気配は屋上から消えている。

「さて、と……待たせちまったな、煉子」

　表情を引きしめ、気持ちを切り替える京輔。

　恐怖を感じる頭の回路は、とっくの昔に焼き切れていた。

　生き延びるため必要な、ありとあらゆる感覚を、限界まで研とぎ澄すましていく。

「……うん。ようやく二人っきりに戻れたね？　まったく、モテモテなんだからァ～。妬やいちゃうぞ！　――あはっ。今ようやく、私に突っかかってきた娘たちの気持ちが、わかったよ。なるほどねェ……これが、嫉妬の旋律か。いやァ……イイねェ～。すごくイイ！　君が引き出す私の殺意は複雑で、千変万化に音色を変える……聴いてて、ちっとも飽きないよ。もっとたくさん聴きたい奏でたい！　奏でて、奏でて、奏でられては奏でて……最高の余韻アウトロを味わいたいのさ！　だから、京輔ェ……」

　燃えたつような空の下、白銀色の髪をなびかせ、煉子は踊る。

　彼女にしか聴こえぬ殺意に身を任せながら、煉子が深く身体を沈めた。

　――直後。

「二人で、ラブラブ殺しあおうよオオオオオオオオオオオオオオオォ!?」

　腹の底から爆はぜるように吼ほえ、地面を蹴りつける煉子。

　氷蒼色の瞳にあふれんばかりの殺意を灯ともし、一直線に駆けてくる。

　たぎり始めた頭の奥深く――どこかで、馴な染じみのない音楽が聴こえた気がした。





×　×　×






「好き好き大好き愛してるよォ、京輔ェ！　きゃはっ」

　明るく弾んだ声と同時――ブオオオォン！　と力いっぱい振り抜かれる左腕。

　身体を沈める最小限の動きでそれを避けると、京輔はすぐさま煉子の下アゴを狙い、反撃の拳を繰り出した。左のアッパーカット。だが、上半身を反らしてかわされる。

「へっ、そーかい!?　ありがとう……よッ!?」

　すかさず連撃。溜ためておいた右の拳を、煉子の鼻っ柱目がけて突き出した。

　すると、煉子がさらに上体を反らす。ほとんど地面と水平にまで。

「な……ッ!?」

　予想外の動きに、京輔の拳が虚しく銀髪をかいた。――瞬間、

「げっちゅ～」伸びきった京輔の腕に、煉子の両手が素早くからみついてくる。

　つかんだ腕を鉄棒のように使い、逆あがりの要領で地面を蹴った煉子の身体が、空中で反転した後、京輔の肩に着地。柔らかな太ももが、京輔の首を両側から固定した。

「ちょっ!?　な、なんつぅ動き――」

「――グキッ、とな！　はい、死んだ。今ので一回死んだよ、京輔ェ？　うふふ」

　驚きよう愕がくする京輔の頭を両腕で持ち、腰のねじりと逆方向にひねってみせる煉子。

　実際はひねるフリをしただけだったが、もし本当にやられていたら、首の骨をねじり折られていただろう。戦慄する京輔の耳に、煉子がささやきかけてくる。

「殺すだけなら、簡単さァ……けど、それじゃあつまらない。私は君が大好きだから。もっとたくさん感じていたいし……感じてもらいたいんだ、私の愛を！　えへへっ」

　言うなり、煉子が京輔の頭を抱き絞めた。

　両腕を回し、顔とヒザとで上下を挟むと、ぎゅうううっと強く絞めつける。

　後頭部には、豊かな胸の感触。煉子の柔らかさと甘い匂いに包まれた頭ず蓋がいが、ミシッと嫌なきしみをあげた。徐々に力が加えられ、頭部が圧あつ搾さくされていく。

「愛って、おま……ぐっ、あああああああああああああああああああああァ!?」

　最初感じた心地のよさは文字通り、頭が割れるような激痛によって消し飛んだ。

　西瓜すいかのような煉子の胸で、西瓜のように砕ける己の頭が、京輔の脳裏を過よぎる。

「……っと、危ない危ない。愛しすぎて、つい壊してしまうところだったよ」

　刹那、我を取り戻した煉子が、加えていた力をゆるめた。

　緊張していた身体が一気に弛し緩かんし、その場に崩れ落ちる京輔。

　肩から背後へ降り立った煉子が、脇の下から腕を回して支える。

「だけど、とってもイイ声だった……もっとたくさん、聴かせてほしいなァ～？」

　京輔の耳を甘がみしながら、煉子が猫なで声を出した。

　細くて温かい指がシャツの裾から侵入し、京輔の地肌を舐め回すようになでる。

　その絶妙な手つきと力加減に、肌がゾクリと粟あわだった。

「ねぇ、どこから壊してほしい？　腹ここかな。脇ここかな。胸ここかな。それとも……下こ腹こかな。消化器、呼吸器、循環器、生殖器……ふふっ。リクエストがあるなら、聞いてあげるよ京輔？　私にとって、君は特別だからねェ～。望み通りに、逝イかせてあげちゃう！」

「…………なんでだ」

「うん？」

「なんでオレなんだよ、煉子!?」

　叫び、渾こん身しんの力で煉子を突き飛ばす。

「うひゃあ!?」とわざとらしく吹っ飛んで、煉子が地面に転がった。

「イタタタ……もォ、あんまり痛くしないでよね！」などとうそぶく煉子を見下ろし、まだズキズキ痛む頭を押さえて、京輔は怒鳴る。

「お前は知ってるんだろう、煉子!?　オレは《十二人殺した殺人鬼》なんかじゃない。人より腕うでっ節ぷしが強ぇ以外は、大した特徴もねぇ一般人なんだ！　お前みてぇな奴に好かれる道理も、理由も、筋あいもねぇだろ。なのに、どうして――」

「……さァ？　どうしてだろうねェ。うふふっ」

　仰向けに寝転がったまま、煉子が眠るように瞼を閉じた。

　その姿は隙すきだらけで無防備だったが、手を出す気には到底なれない。

　乱れた呼吸を整えながら、黙って煉子の寝顔を眺める。人間とは思えないほど美しい顔に、人殺しとは思えないほど穏やかな笑顔が浮かんでいた。

「私は特注品オーダー・メイドの《殺害機関マーダー・メイド》……殺人のために造り出された私にとって、殺しは即すなわち存在理由レーゾン・デートルだった。生み出されたその瞬間から、殺意は鳴り響いていた。それに従い、私は殺した。殺して殺して殺しまくった。殺しを求め、求められ……片かたっ端ぱしから殺していったのさ。男も女も、老いも若いも、白いも黒いも黄色いも……私にとってはどうでもよかった。ハサミが切る紙を選ばないようにね。選んでいるのは、使い手さ。『私』という道具の使い手――それが殺意だよ。殺意が命じ、鳴めいじるままに、私は人を殺すんだ。あらゆる感情を塗り潰して、かき混ぜて……私自身の行動全てを『殺し』へ駆りたてる音楽。止められないし……止まらないのさアアアアアアァ!?」

　突然クワッと眼を見開いた煉子が、跳ねるように身体を起こした。

「…………ッ!?」

　一切、前触れない挙動。

　反応できずに固まる京輔を、煉子の左腕が襲う。

　側頭部に食らいつかんとする一撃を、なんとかギリギリ右腕で防いだ。

　骨がミシッと悲鳴をあげ、ガードを弾き飛ばされる。

「ぐッ!?」

　衝撃でよろけた京輔に、間髪いれず次は右脚。腕を振り抜いた勢いに乗せ、繰り出される後ろ回し蹴り。上履きに包まれたかかとが、恐るべき正確さで脇腹を捉とらえた。

「がッ!?」

　無様な声を漏らし、京輔の身体が派手に吹っ飛ぶ。

　受け身も取れずに叩きつけられ、コンクリートを転がった。

　薄うす鈍にび色いろの地面と灼しやく熱ねつ色いろの空が、交互に視界を乱舞する。

「チッ……痛ってぇ、な……クソッ。いきなり、ブチかましてきやがって！」

　蹴られた脇腹をかばい、痛みに歯を食いしばって、上体を起こした。

　五メートルほど離れた京輔の元へ、煉子が身体を揺らしながら近づいてくる。

「あァ、ごめんごめんッ！　音楽に抑揚リズムがあるように、殺意にも強弱リズムがあるからさァ～。サビとか、盛りあがりどころに入ると、制御が利かないんだよねェ～。てへぺろッ」

　はにかむように舌を出し、煉子がコツンッと頭を叩いた。

　罪悪のない態度を見、先ほど聞いた言葉を思い返して……。

　――京輔は、ようやく理解する。

『好きだから手を繫ぎたい』

『好きだから抱きしめたい』

『好きだからキスをしたい』

　それらと同じ感覚で、『好きだから殺したい』と思い、行動しているのだと。

　ガスマスクを外した煉子は、ありとあらゆる感情が、殺しへ繫がってしまう。

　その連結がどんなに歪んでいても、今の煉子は殺すことしか選べないし、選ばない。

　――そういう風に造られているのだ。京輔たちとは、根本的にズレていた。

「ふふっ。まったく……どうして私は、あんなマスクをした状態で、君と出会ってしまったのかなァ？　殺意という主あるじを失くした私は人を殺さないし、殺そうとも思わない。誰にも使われないハサミが、何も切り得ないのと同じようにね。だけど、私はこれでも一応『人間』だ。殺意が生まれなくても、感情は生まれる。だから、君に好意を抱いてしまった……普通は相手に興味を覚えた時点で、殺意がそれを殺しへ繫げちゃうからさ。滅めつ多たにそこまで気持ちが発展しないんだ。そして、何より……」

　氷蒼色の瞳を細め、煉子が京輔を見つめる。

　開ききった瞳孔。ギラつくような狂気の奥底で、淡く優しい光が揺らめいていた。

「……私にとって、君はやっぱり特別だ。君にとっては普通な君でも、私にとっては特別なんだよ。生まれてからずっと、世界の陰かげで生きてきた、私みたいな存在には……ね。少なくとも、マスクをしている状態でちゃんと接した日向カタギの人は、君が生まれて初めてなのさ。私の周りで、殺しを経験してない人も……。だから尚なおさら、興味を持ったんだ。君が、私とあまりにかけ離れていたから。一体どんな人なんだろう――って」

「……………………」

　京輔の脳裏に、保健室で聞いた言葉がよみがえる。

　鋭利は言った。『あんたとあたしじゃ、棲すんでる世界が違いすぎるの』と。

　生徒は全員人殺しであり、裏社会へと通じる学院内に紛まぎれた、唯一の異物――それが京輔だ。鋭利や舞那は異端であっても、異物ではない。

　だからこそ、煉子は京輔に対して、強い興味を抱いたのだろう。

《十二人殺した殺人鬼》という仮面に惹ひかれてやってきた、他の生徒たちとは違う。

　煉子だけが、京輔の素顔に惹かれて近づいてきた。

　近づいてきて、そして……。

「話してみたら、びっくりさ。あんまりにも無防備すぎて。殺意や敵意や悪意みたいなものが、ちっとも感じられないんだもん。私が今まで接してきた人たちとは、決定的に違っていて……その違いが心地よかった。今まで抱いたことない感情が、次から次へと湧いてきて……殺し以外へ繫がる瞬間が、温かかった。とっても楽しかったんだ」

　微笑み、煉子が京輔のそばにヒザをつく。

　確かめるように頰をゆっくりなでながら、瞳をのぞきこんできた。

　優しく丁寧な手つき。蒼あおく透き通った瞳から、煉子の想いが伝わってくる。

　だから余計に、戸惑った。どうすればいいのか、わからない。

　煉子に対して、どんな想いを抱けばいいのか――わからない。

　この数日間、煉子と過ごした日々を思い返して、京輔は言う。

「オレも楽しかったぜ、煉子……お前といるのは、すげぇ楽しかった。無防備つったらお前の方こそ無防備で……オレにとっては異常者だらけの環境だったから、どこまでも無邪気なお前の存在に、めちゃくちゃ救われてたと思う。だけど――」

「うん。アレは私の素顔じゃないもんね。わかっているし、わかっていたさ。君に惹かれていくにつれ、色んなことをしたいと思い始めた。『触れたい』とか『触れてほしい』とか『知りたい』とか『知ってほしい』とか。仮面を被った私じゃなくて、素顔の私を知ってほしい……なんて。ふふっ。だけど、悲しいよねェ。せつないよねェ、京輔……いざ仮面を脱ぎ捨てて、ありのままの自分をさらけ出した瞬間――どうだい？」

　切れあがる瞳孔。煉子の指がすべるように奔はしり、喉元に食らいついた。

　両手で絞められ、吊るされる。

「ぁ……ぐ……煉、子…………!?」

　真正面から喉を潰され、息ができない。親指で気管を、人差し指で頸けい動どう脈みやくを、中指で頸けい静じよう脈みやくを圧迫し、薬指と小指で固定する――正確無比な扼やく殺さつだった。

　氷蒼色の瞳が爛々と輝き、吞まれんばかりに強い殺意が渦を巻く。

「触れたい。触れてほしい。知りたい。知ってほしい……そんなの全部、綺麗さっぱり消し飛んじゃった！　ただ殺したい。京輔、君を殺したい。誰より大好きな君を、誰より殺したいと想うよ……ふふふ。それこそ、私が真に求める結末アウトロなんだ。なぜって、本当の私はこっちの私だから。ごめんね、京輔。本当にごめん。君は、私とあんなことやそんなことをしたいんだろうけど……今の私がしたいと思ってるのは、殺すこんなことだけだから。素直に応えて、そろそろ死んでもらえないかなァ？　ふっ、うふふ……」

　煉子の身体がゆらゆらと揺れ、指に更なる力がこめられた。

　――このまんまだと、マジで死ぬ。

　引きはがそうと必死に抵抗するが、煉子の腕はビクともしない。肺から酸素が残らずしぼり出され、せき止められた血液で、頭の中が真っ赤に染まる。

「が…………は…………や、べ……ぇ…………」

　白くぼやけ始める視界。

　恍こう惚こつとした笑みを浮かべる煉子の顔が、靄もやの彼方かなたへ遠ざかっていく。

　死の間ま際ぎわ、代わりに浮かんできたのは、大切な妹――綾花の姿だった。

　微笑んでいるのか、泣いているのか。表情はわからず、判然としない。

　それでも、伝えなければならない言葉があった。

　この意識が途切れる前に。

　この生命が途絶える前に。

　昔、必ず守ると誓った。

　悲しませないと誓った。

　笑顔にすると、誓った。

　世界で一番大事な彼女に、

　届かなくても、伝えなければならない想いが――。




「ごめん…………ごめん、な………………………………綾花」




　呟く。

　次の、瞬間。

「……………………………………え？」

　と、ほうけた声が漏れて。

　ふ、と世界がゆるむ感覚。

「…………ッ!?」

　視界にかかっていた靄が、まとめて一気に消え失せた。

　煉子の腕から解放された身体が落下し、コンクリートに叩きつけられる。

　呼吸が自由を取り戻し、わけもわからず酸素をむさぼった。

「げほっ……ごほっ…………がはっ……おえぇ…………」

　冷たい地面に四肢をつき、むせ返る京輔。

　そこへ、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった煉子の声が降ってくる。

「…………あれ？　え？　あれれ？」

　呼吸を整えながら見あげると、氷蒼色の眼を見開いて、煉子が立ち尽くしていた。

　――何が起きたかわからない、というような。

　怯えるように頭を抱え、身体を縮めて、煉子がふらふらと後ずさる。

　小刻みに痙攣するその唇から、信じられない言葉がこぼれ出た。




「音楽が…………殺意が止まっちゃった」





×　×　×






「………………………………は？」

　唐突すぎて、理解が追いついてこない。

　煉子を殺しへ駆りたてる、絶対的な殺意――音楽。

　終始、頭の中で鳴り響いていたはずのそれが、いきなり止やんだ……だと？

「なんで!?　どうして!?　おかしいよ！　こんな中途半端に、ブツンッと殺意が途切れちゃうなんて、あり得ない！　何を……何をしたんだい、京輔エエエエエエェ!?」

　自分自身でも理解不能な事態に動転し、煉子が悲鳴混じりの咆ほう哮こうをあげた。

　へたれこんだ京輔に覆い被さるようにして、胸倉をつかんでくる。

　微かに揺れる氷蒼色の双眸は、澄んだ水面のようだった。

　爛々とした殺意の輝きは、綺麗さっぱり消え失せている。

　もちろん京輔は何もしていない。状況にも、特に変化は見られないようだ。

　――ならば、なぜ？　答えられず固まる京輔に顔をうずめて、煉子はわめいた。

「君が、最さい期ごに誰かの名前を漏らした、瞬間……知らない娘の名前を呼んだ瞬間だったんだ！　私の殺意が止んじゃったのは！　胸の辺りがズキッと痛んで、頭の中が真っ白になって、ぐちゃぐちゃになって、それで……あああああああああァ、もうッ！」

　がばっと面をあげた煉子が、至近距離から京輔をにらむ。

　眼を怒らせ、唇をかんで。頰を紅潮させた煉子は、すねているかのようだった。

「ねぇ、京輔……アレは誰だい!?　『アヤカ』って聴こえた！　響きからして、女の子だよねェ？　その娘がそんなに大事なのかい？　どうなんだ!?　どうして君は死ぬ直前に私の名前を呼んでくれない!?　私のことを、想ってくれない!?　私はこんなに君を想っているのに、どうして……どうして殺意が止んじゃうんだよォ……!?」

　煉子がうつむき、肩を震わす。その口から、嗚咽が漏れていた。

　ありとあらゆる感情が殺害行為へ繫がるはずの煉子が――泣いている。

　それを見て、煉子の言葉を聞いて、京輔はひどく混乱していた。

「煉子、お前……綾花の奴に、その……し、嫉妬してんのか？」

　戸惑いながら尋ねる京輔に、煉子が「……嫉妬？」と再び顔を持ちあげる。

　タトゥーだらけの腕で涙をゴシゴシふいた後、氷蒼色の瞳を細めて、

「ああ、そうだねェ……私は嫉妬しているよ？　その『アヤカ』っていう娘に対して、めちゃくちゃ嫉妬しているさ！　していないわけないだろう!?　世界で一番大好きな君が見ている、私以外の女の子――できることなら今すぐにでも、バラバラにしたいよ……ブチ殺してやりたい！　ああ、うん……また流れ始めた……狂おしいほど、激しい殺意が！　音楽が！　五月蠅いくらい鳴めいじてくるよォ――殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ、って」

　瞬間、煉子の瞳に狂気の光がよみがえっていた。

「…………ッ!?」

　反射的に身体を強こわ張ばらせる京輔だが、気づく。

　今の煉子が見つめているのは京輔ではない。死の直前、京輔の口からこぼれた名前の少女――綾花だ。煉子は、顔も知らない綾花に対し、激しく嫉妬しているのだった。

　先ほど、煉子が鋭利たちに嫉妬をしたのと同じように。――ただ、

「……うう。なのに、その娘はここにいなくて、殺したいのに殺せなくって……ああああああああああああァ、本当にイライラするなァ!?　殺したいのに殺せないっていうのはモチロンだけど、それだけじゃない……私は、君にもイライラしているんだよォ、京輔？　私のことを想ってくれない君に対して、すっごくイライラしているし……」

　荒々しかった煉子の声がみるみるしぼんでいき、瞳に宿る光が薄らいでいく。

　やがて、煉子の口から漏れ出した声は、かつてないほど弱々しかった。

「…………悲しいんだ、とても。君が、私を想ってくれないことが。私以外の女の子を想っていることが……どうしようもなく、辛つらい。胸が、張り裂けそうになるんだよ……胸が張り裂けそうに痛んで、色んな感情が、それを殺しへ繫げようとする殺意が、旋律が、ぐちゃぐちゃに乱れて、それで――殺意が、ブツンッと途切れちゃうんだ」

　言って、煉子が自分の胸を押さえる。顔をしかめて唇をかみしめ、氷蒼色の瞳をうるます煉子は、ひどく苦しそうだった。苦しそうで、せつなそうだった。

「……………………」

　そんな煉子を前に、混乱していた京輔の思考が、徐々に平静を取り戻していく。

　どうやら煉子は、京輔が自分以外の異性に想いを寄せている――実のところ、綾花は妹であり、恋愛感情を抱けるような関係ではないのだが――ことに対して、耐えがたい憤いきどおりと悲しみ、苦痛を感じているらしい。

　どうして自分を想ってくれない、と。

　自分はこんなに強く想っているのに、どうして……。




　相手も自分を想い返してくれないのか、と。




「……ッ!?　まさか――」

　ハッとなる。ふと、京輔は気がついた。

　胸がしめつけられるような、イラだちと悲しみ。嫉妬とは、似て非ひなる感情。

　京輔自身も覚えがある、甘くて苦いその感情は――。

「煉子」

　名前を呼ぶ。煉子が「……うん？」と面をあげた。

　肩に手を置き、うるんだ瞳を見つめて、京輔は告げる。

「綾花は、大事な女の子だよ。外の世界でオレを待ってる、一番大事な女の子。だからワリぃ、煉子。オレはお前の想いに応えられない。お前は、オレの一番じゃねぇんだ。気持ちはすげぇ嬉しいけどさ…………だから、ごめん」

「――――――――」

　京輔の言葉を聞いた煉子が、キョトンとした表情になり、黙る。「一番大事な、女の子……ごめん？」と繰り返した後、ふいに、くしゃっと顔を歪めて、

「う……あぁ……うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁん！」

　――大号泣した。京輔の胸にすがりつき、一心不乱に泣きじゃくる。

　あふれ出した生温かい涙が、みるみるシャツの胸元を濡らした。















「うううううう……フラれた……京輔にフラれたあああぁ……ぐすっ……ひっく」

　しゃくりあげる煉子の頭をなでてやりつつ、京輔は続ける。

「お前は、オレに好意を抱いてくれてたんだよな？　生まれて初めて恋をしたんだろ？　だけどな、煉子……恋なんて、中々うまくいくもんじゃねぇし――だからこそ、キツイ。どうしてだと思う？　誰かを好きになるって気持ちはな……自分一人じゃ満たせねぇんだよ。単なるイラだちとか悲しみとは、違う。一方的に想いを叩きつけたって、一方的に相手をブチ殺したって、それで満足できるはずがねぇんだ。相手も同じ想いを抱いてくれねぇ限り……両想いにでもならねぇ限りはな」

　煉子の殺意を止めたのは、嫉妬ではなく、片想いの辛さ。

　京輔が、綾花の名前を呼んだ瞬間――好きな人が自分のことを想ってくれていないとはっきり悟さとってしまった次の瞬間、激しい音の奔流が煉子を吞みこんだのだ。

　嫉妬、イラだち、憤り、悲しさ、せつなさ……そして、愛いとおしさ。それらの感情が次から次へと湧き出して、入り乱れて、ごちゃ混ぜになって――煉子の殺意は、止まってしまったのだろう。心をすり減らすような、不協和音に耐えられず……。

「…………ふゥ～ン？」

　煉子が、シャツからゆっくり顔を離した。

　ほんのり円弧を描いた唇の端で、青白い犬歯がぬらりと光る。

「へェ、そうなんだ。片想い、かァ……うん。確かに気持ちよくないね。すっごく気分が悪い。だけど、京輔……こうも言うよねェ？　憎悪は愛の裏返しって。私の愛に応えてくれない以上、今感じてるイライラ――憎悪に、身を任せることだって……ッ！」

　氷蒼色の瞳を見開き、煉子が腕を振りあげた。

　しかし、すぐさま腕を下ろして「むぎゅっ」と抱きついてくる。

「そんなの、できるわけないよ！　君に対する私の愛は、憎悪なんかよりもずぅ～っと大きいんだから。あうう……殺したいよォ……めちゃくちゃ殺したい！　だけど、君は私を想ってくれないし……うう。どうしよう……どうしよう!?　あううゥ～」

　煉子の行動に冷やっとしかけた京輔は、額の汗をぬぐい、苦笑した。

「ったく、コイツ……嬉しいこと、言ってくれるじゃねぇの……ありがとな、煉子」

　――改めて思う。やはり、煉子はいい子なのだと。

　強すぎる殺意は厄やつ介かいかもしれないが、あれは性質――性格ではない。殺意を失くした煉子自身は、ガスマスクを装着していたときと同じく、無む垢くで優しい女の子だった。

　さもなくば、京輔はとっくに殺されているはずだ。

　自分の気持ちに真しん摯しで真剣だからこそ、煉子の殺意は止まったまま。

　京輔はこうして、生きていられるわけで……。




「《殺害機関マーダー・メイド》……貴様、一体何をしている？」




　――そのときだった。

　燃え盛るような黄昏に、ドスの利いたロリータボイスが響く。

　京輔の胸に顔を押しつけ、グリグリしていた煉子の動きが、ピタリと止まった。

　少し離れた扉の方から、ミニマムサイズの人影が、ゆっくり歩み寄ってくる。

　カツンッ、カツンッ、と両手に得物を引きずりながら――。

「…………久瑠宮、先生」

「ふんっ。まさか生きているとは思わなかったぞ、神谷。安全装置を外した《殺害機関マーダー・メイド》にじゃれつかれて、五体満足だとはな……。――それで？　貴様は一体何をしている、煉子。殺すことしかできない貴様が、何を乳ちち繰くりあっているんだ？　アァン!?」

　右手に握った鉄パイプを振り、久瑠宮が煉子を怒鳴りつけた。

　京輔の胸から顔をあげ、煉子が間近に迫った久瑠宮を見やる。

　叱られた幼い子供のように、ぷくっと頰をふくらませ、

「だって、仕方がないじゃないですかァ～。京輔が私を愛してくれないんですもんっ！　京輔が『愛してる』って言ってくれたら、大喜びで殺しますけどォ～」

　煉子の言葉を聞いた久瑠宮が、ビー玉みたいな瞳を見開いた。

　それから「……ほぅ？」と目を細め、京輔に鉄パイプを向ける。

「では、今すぐ煉子に『愛してる』と言え、神谷。さもなくば、わたしが貴様を――」

「ストォオオオオオオップ！　京輔は私が殺すんです！　絶対絶対、殺させません！　そんな風に無理やり言わせたって、私は満足しませんし……殺意も鳴りませんから！」

　大慌てで立ちあがった煉子が、腕を広げて京輔をかばった。

「…………アァン？」

　久瑠宮の眉み間けんに、深いしわが寄る。

　いぶかしげな目で煉子と京輔を見比べ、鉄パイプを下げて、

「殺意が鳴らない？　どういうことだ？　貴様、壊れたのか……《殺害機関マーダー・メイド》？」

「ふふっ。かもしれません。けど、久瑠宮さァん……」

　煉子の身体が、ゆらゆら揺らめき始めた。

　首を動かしリズムを取りながら、煉子が重心を落とす。

「京輔以外にはちゃんと、殺意が流れてくれるんですよ……ねエエエエエエェ!?」

　――咆哮。煉子が爆はぜるように動いた。

　地面を蹴りつけ、驚異的な速度で久瑠宮へと躍りかかる。

　二メートル半の距離を埋めるのに、コンマ一秒かかるまい。視認不能なほどの疾はやさで薙なぎ払はらわれた左腕が、久瑠宮の頭をたやすく粉砕――する寸前、だった。

「へぶぅ!?」

　煉子の腕をさらにしのぐ疾さで、鉄パイプが割りこみ、真横になぐり飛ばす。

　迎撃され、鉄柵にガツンッと頭をぶつけた煉子は、そのまま動かなくなった。

　どうやら、本気で気絶しているらしい。中途半端に首だけを預けた格好で、「きゅ～」と目を回している。打撃をもらった側頭部から、派手にドクドク出血していた。

「……ふむ。なるほど、故障はしていないようだ。身体の動きも鈍っていない。むしろ随分調子がいいじゃないか。一瞬、本気を出しかけてしまったぞ？　……やはり貴様は化け物じみた奴だよ《殺害機関マーダー・メイド》。たとえほんの一ミリ秒でも、このわたしから余裕を奪ってくれやがるとはなァ……ククク」

　……どう考えても、化け物じみているのは久瑠宮だろう。

　鬼のような反応速度で奇襲を返り討ちにしたことといい、あの煉子を一撃で仕し留とめたことといい、それらをまったく歯し牙がにもかけていないことといい――。

「マジで何者だよ、アンタ……ここの教師は全員、アンタみたいな化け物なのか？」

　戦慄する京輔の前で、久瑠宮が凶器を肩に担いだ。

　二本の鉄パイプを後頭部で交差させるようにし、ニヤリと笑う。

「わたしはプロの殺し屋だよ、神谷。他の教師も全員な。《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》のようなド三流じゃなく、超一流の殺し屋だ。殺し屋を育てる学院の教師が殺し屋なのは、当然だろう？　中でもわたしは《蹂躙聖女ベロウズ・マリア》と呼ばれていてな……ちょっとした有名人なのさ。どんなに高スペックだろうが、まだまだ未熟なひよっ子ごとき、二秒で完殺できる」

「…………マジっすか」

　今まで散々ヤバイヤバイと思っていたが、甘かった。

　久瑠宮はもちろん、この学院の教師陣には決して口答えしまい、と京輔は誓ちかう。

　こんな奴らが他にもぞろぞろいるなんて、想像するだに恐ろしい……。

「それはさておき、神谷……貴様、一体どんな魔法を使った？　殺すために造り出された《殺害機関マーダー・メイド》が、標的ターゲツトを『殺せない』ならばともかく、『殺さない』など……こんな異常事態エラーは初めてだ。正直、驚いている」

　浮かべていた笑顔を消し去り、久瑠宮が京輔を見下ろす。

　愛くるしいその瞳には、得体の知れない闇が渦うず巻まいていた。

　驚愕と憤怒――あるいは嫉妬にも似た、負の感情が。

「奴は貴様に素顔を見せたがっていたし、貴様も見たいようだったから、親切なわたしがわざわざ安全装置を外してやったわけだが……結果は想定外だった。《殺害機関マーダー・メイド》を止めることならわたしにもできる。しかし、奴の殺意を止めることなど不可能だ。にもかかわらず、貴様はそれを成しとげた……なぜだ？　一体、どんな魔法を使った？」

　やはり、煉子をけしかけたのは久瑠宮だったらしい。

　京輔が無実なのを知りつつなぶってきたり、生徒に凶器を横流ししたり、煉子の安全装置を外したり……。なんの恨みがあって、ここまでされなければならないのだろう？

　問いただしてやりたい気分だったがこらえ、京輔はひとまず答えを返す。

「いや、オレにもよくわかんねぇんですけど……恋の魔法、じゃないっすか？」

「誰がうまいこと言えといった？　貴様、わたしをナメているのか？　叩き潰すぞ」

「えっ」

（……もしかしてコイツ、オレをいじめて愉しんでるだけじゃね？）

　答えた瞬間、『待ってました』と言わんばかりに、嬉き々きとして目をギラつかせる教師を前に、京輔はそんなことを思った。

　ドＳの中のドＳである久瑠宮にとって、ただの一般人にすぎない京輔は、格好の玩具なのかもしれない。無闇やたらと頑丈なため、多少のことでは壊れないし。

（あー、もしかしてアレか？　オレは、コイツのなぐさみ相手……ってことかよ？）

　だとしたら、あまりに理不尽すぎる。この学院に、ＰＴＡはないのだろうか。

「ふんっ、まぁいい。本人に訊くのが手っ取り早そうだ。調教ついでに尋問といこう。心ではなくカラダに尋ねる、わたしの好きな拷問スタイルでなァ……ククク」

　そう言って、久瑠宮が目を向けたのは、気絶している煉子だった。

　二本の得物を肩から下ろし、舌舐めずりをした後、歩き出そうとする。

　京輔は慌てて腰をあげ、久瑠宮の行く手に立ちふさがった。

「…………おい、邪魔だ。どけ。貴様も調教されたいのか、神谷？」

　久瑠宮の恐ろしさを再認識させられた矢先に、どうしてこんな行動を取ってしまったのだろう。京輔自身にも、よくわからない。

　身体が勝手に動いていたのだ。少し遅れて、理解する。

（……ああ、そうか。オレは、コイツがブチのめされる姿を見たくねぇんだ）

　自分に対して、あれほど真っすぐ想いをぶつけてくれた娘が、目の前で傷つけられる光景を――黙って見過ごすことができるほど、京輔は我慢強い性格ではない。

　みるみる殺気だっていく久瑠宮の目を逃げずに見据えて、京輔は言った。

「……どく？　嫌です。訊きたいことがあるなら、普通に訊けばいいでしょう？　わざわざ調教したり拷問したり、暴力を振るう必要なんかねぇはずだ」

「あるとも。十分にある……聞いただろう、神谷？　《殺害機関マーダー・メイド》は『人を殺す』ために造り出された存在で、道具だ。どんな理由があるにせよ、いざというとき使えぬ道具に価値はない。速やかに原因を突き止め、徹底的に調教してやる必要がある。奴の場合は調整、あるいは修理と言った方が正しいだろうが……ともかく、安心しておけ。壊しはしないさ。《殺害機関マーダー・メイド》――煉子は、貴様以上に頑強だからな。常人なら死ぬレベルの拷問にも、余裕で耐えきれるだろう」

　しゃべり終えると同時、久瑠宮が京輔の喉に鉄パイプを突きつけた。

　細くて長い、どこにでもある薄鈍色の鉄パイプ。煉子をなぐったせいだろう、先端がぐにゃりと曲がった凶器を構えて、久瑠宮が嗤う。

「……だが、貴様はどうかな、神谷？　ちょうどいい。これでも退ひかぬと言うのなら、わたしが貴様の耐久テストをしてやろう。死ぬか発狂する寸前まで、追いつめてやる」

「……………………」

　久瑠宮からの最終通告を受けて尚、京輔は退かなかった。

　ケンカだろうがなんだろうが、骨は折れても心は折れない。

　一度やると決めたら、最後までやる。――貫き通す。それが、京輔の意地だ。

　恐怖ごときにへし折られるほど、ヤワなものじゃない。

　もう少し柔軟性があったなら、そもそもこんな状況には陥っていなかったのかもしれないが――それでも。不器用な京輔には、同じ生き方しか選べないから。

　京輔は煉子を、自分を『好きだ』と言ってくれた女の子を、守ると決めた。

　彼女の想いに応えることができなかった代わりに、そのとき彼女が感じた心の痛み分だけ、身体の痛みを引き受けてやろう――と。




　それが煉子の想いに対する精一杯の応えであり、『ありがとう』の想いだ。




「……ほぅ？　大した色男っぷりだな、神谷。いいだろう……ならば、たっぷり味わうがいい。わたしが《蹂躙聖女ベロウズ・マリア》と呼ばれ、同業者にすら畏おそれられる所以ゆえんを……ククク」

　二本の鉄パイプを背負い、久瑠宮が京輔へと一歩を踏み出した。

　超一流の殺し屋が放つ、圧倒的な殺気の重圧を受けて、京輔の額に脂汗がにじむ。

　身体の震えを抑えこむように、強く拳を握りしめた――そのとき。




「ヒャッハアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！」




　雷鳴にも似た雄お叫たけびが、とどろいた。

　緊迫した空気を台なしにする裏声ボイスに、久瑠宮の動きが停止する。

　愉しげな笑顔がみるみる強張って、憤怒に染まっていった。

「き、貴様ァ……何回わたしの邪魔をすれば、気が済むのだ……モヒカン!?」

　肩をプルプル震わせながら、久瑠宮が半眼を向けた先。

　扉の前に、包帯グルグル巻きの男子生徒が、ドヤ顔でふん反り返っている。

「ギャハハ！　そんなの決まってンだろォ、久瑠宮ちゅわ～ん？　オレサマがテメェを屈くつ服ぷくさせる、そのときまでさ。つまり今日！　この瞬間だぜェ！　ギャハハハハ！」

　高笑いするモヒカンの手には、どこから調達したのか、直径一メートルくらいのバカデカい鉄球（鎖つき）が引きずられていた。ご丁寧にも『１ｔトン』などと書いてある。

「ちゃんづけするな。身の毛がよだつ。それと、その鉄球……わたしの私物じゃないか。さては貴様、職員室に忍びこんだな？　許さん……絶対、許さんぞ」

「チッチッチッチ。まだまだあるぜ？　例えば、こんなモノとかなァ!?　ジャーン」

　モヒカンが懐から取り出し、掲げて見せたのは、キュートなクマさんぱんつだった。

「…………ッ!?」久瑠宮の肩から、鉄パイプがずり落ちる。

「…………ッ!?」京輔も、あんぐり口を開いた。

　クマさんぱんつも衝撃だったが、何より衝撃だったのは、それをわざわざ暴ばく露ろし出したモヒカンの、命知らずな行動である。

「モヒカン、お前……」

　――筋金入りのアホだろ。

　そう言おうとした京輔を制し、モヒカンがニヒルな笑みを浮かべた。

「フッ。ワリぃが、久瑠宮ちゃんはオレサマのオンナだ……手を出したら、許さねェ！　こう見えて、オレサマはかな～り嫉妬深いオトコだからなァ！　ギャハハ！」

「ん……そ、そうか……まぁ、その、なんだ……頑張れよ？　ハ……ハハハ……」

　引きつり笑いを返しつつ、京輔は久瑠宮からそぉ～っと離れていく。

　無言でうつむき、肩を震わす久瑠宮からは、瘴しよう気きのように禍まが々まがしい気配が立ちのぼっていた。憤怒に揺らめくその幻影は、黒い炎のようにも見える。

「いつから……わたしが……貴様の……オンナに……なったん……だアアアァ？」

　かみしめられた歯の隙間から、漏れ出す低いうなり声。

　それに気づいているのかいないのか、クマさんぱんつを頭に被ったモヒカンが、手にした鎖をじゃらりと構えた。『１ｔ』と書かれた鉄球が、地面から浮く。

「……っつぅわけで。今日こそはいつくばらせてやるよォ、久瑠宮ちゅわ～ん！　オレサマの本気を見せてやるぜェ！　惚ほれるなよ!?　ギャーッハッハッハッハ！」

　叫ぶや否いなや、モヒカンが駆けた。

　頭の上で鉄球をブン回しながら、一直線に特攻していく。

「……………………」

　対する久瑠宮は、無言。

　だらりと両腕を下げ、静かに目を閉じていた。

　その横顔に「ヒャッハアアアァ！」振り抜かれた鉄球が迫る。――刹那、

「死にさらせえええええええええええええええェ！」

　目を見開いた久瑠宮が、右の鉄パイプで鉄球をなぐりつけた。

　甲かん高だかい金属音をあげ、木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕される鉄球（１ｔ）。

「……ヒャハ？」

　ほうけるモヒカンの顔に、左の鉄パイプが叩きこまれる。

「ギャッハアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ――ひでぶぅ!?」

　吹っ飛び、鉄柵に頭をぶつけたモヒカンは、そのまま動かなくなった。

　未いまだに目を覚まさない煉子の隣で白目をむき、ピクピク身体を痙攣させている。

　陥かん没ぼつし、変形したその顔面は、もちろんモザイクだ。

　頭に被ったクマさんパンツが、みるみる血に濡れていった。

「ふんっ。ようやく静かになったか、忌いま々いましい……だが、この程度で許すと思うなよ？　鉄球はともかく、勝負下着をお釈しや迦かにしてくれたんだ……夜を徹てっして可愛がってやる」

　鉄球の破片を蹴り飛ばしつつ、久瑠宮がモヒカンの元へと歩み寄っていく。

　その手から、いつの間にやら鉄パイプが消えていた。

　取り出すところも見えなければ、しまうところもまったく見えない。

　クマさんぱんつが勝負下着というのも含めて、つくづく恐ろしい教師だ。

「……おい、神谷。刑務作業として、そこら辺のゴミを片づけておけ。わたしは宿舎へ帰る。煉子に安全装置を取りつけた後、このブタ野郎を始し末まつしなければならん」

　右手に煉子を、左手にモヒカンを。

　途中、地面に転がっていたガスマスクを拾いあげると、京輔を振り向き、

「殺すことしかできない氷ひ河かわ煉子、殺すことができない紅あか羽ばね鋭利、殺してしまう五十嵐いがらし舞那……貴様が親しくしている連中は、どいつもこいつも、面倒臭い欠けつ陥かんを含んだ――しかし、その能力ゆえに嘱しよく望ぼうされてもいる麒き麟りん児じどもだ。奴らの歪みを矯正するのに、貴様を利用させてもらおう。ククク……無論、貴様自身もしっかりと調教してやるが。立派な《殺し屋》にしてやるよ。――普通の神谷京輔を、なァ？」

　目を細めて笑う久瑠宮に、京輔は負けじと声を張りあげた。

「ふざけんな！　オレは殺し屋なんかにゃならねぇぞ!?　殺されねぇし、殺さねぇ……何があっても、絶対に。あらがってやる……そう簡単に調教されると思うなよ!?」

　京輔の強い眼差しを受けて、久瑠宮がますます喜色を深める。

「……ほぅ？　つくづく威勢がいいな。せいぜい、抵抗してみるがいい。耐えきる自信があるのなら、だが。ククク……いいだろう。もしも、貴様が三年間、このプルガトリウム更生学院のカリキュラムに耐え抜くことができたなら……誰も殺さず、誰にも殺されずに卒業式を迎えられたなら――そのときは、表社会に卒業させてやる。貴様が被せられた冤罪も、綺麗さっぱり洗い流してな」

「…………ッ!?　マジでか!?」

「ああ、大マジだ。言ったはずだぞ、神谷？　わたしは真実しか口にしない、と。たとえどんなに硬い金属だろうが、加工できないなら利用価値はない。理事長には、わたしが話を通しておいてやろう。それを希望と目標に、せいぜい頑張るがいいさ……ただ、三年は長いぞ？　その間、じっくり愉しませてもらうからなァ。ククク……」

「……望むところだ。死ぬ気で耐えるぜ……耐えきってやる！」

　扉の向こうに消えゆく背中をにらんで、吐き捨てた。

　奥歯をかみしめ、骨がきしむほど強く拳を握りしめる。

　今京輔が置かれている状況は、笑い出したくなるほど絶望的だ。

　それでも、そこに微かすかな希望があるのなら。

　――あきらめないと、心に誓った。




「今回は、だいぶ帰りが遅くなっちまうけど……待っててくれ、綾花」




　黄昏の紅に、宵よい闇やみの蒼が混ざり始める空を仰いで、京輔は想う。

　遠く離れた懐かしい場所で、綾花も、同じ空を見あげているのだろうか……。
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「えええええええええぇ!?　京きよう輔すけくんが実は一人も殺してないって、本当ですかぁ!?」

　翌々日の放課後。人ひと気けのない保健室に、舞まい那なの素すっ頓とん狂きような声が響く。

「ちょっ……声でけぇ！　ボリューム落とせ、ボリューム！」

「誰かに聞かれちゃったらどうすんの!?　しかも、わざわざ復唱して――痛ッ!?」

　京輔に続いて声をあげかけた鋭えい利りが、脇腹を押さえ、うめいた。

　ベッドの上で身体を起こした鋭利が身につけているのは、しま模様のジャージ。

　普段ポニーテールにしている赤あか錆さび色いろの髪はほどかれ、ウェーブがかったロングヘアになっている。いつも余裕に満ちたその顔が、苦痛にしかめられていた。

「鋭利ちゃんっ!?　だ、大丈夫でちゅかあああぁ!?」

「ひっ!?　あ、いや、ううん……平気よ？　平気だから……お、落ち着いて？」

　舞那が身を乗り出した途端、ビクッと身体を強こわ張ばらせる鋭利。

　その全身は、満まん身しん創そう痍いの状態だった。

　頰に貼られた絆ばん創そう膏こうやガーゼと、至るところに巻かれた包帯。

　見るからに痛々しいこの大怪我を負わせた張本人が、頭を下げて謝る。

「あうう……ごめんなちゃい！　わたし、あのときはすごく必死で、早く助けを呼ばなくちゃって……あうあう。それで、えっと……色々ちゅべって……あにょ、そにょ……」

「……別にいいわよ。そこまで気にしちゃいないから。煉れん子こにやられた肋ろつ骨こつ以外は、大したことないし？　舞那が何度も何度も転んでくれたおかげで、悪化はしたかもしれないけど。ていうか、したけど……と、とにかく！　あたしは気にしてないから、大丈夫。ただ、その……怪我が治るまでは、あんまり近くに来ないでね？」

「…………しゅん。わかりまちた」

　険けんを含んだ鋭利の言葉に、舞那がしょんぼり肩を落とした。

　無理もないだろう。極度のドジっ娘こである舞那は、保健室へ向かう途中で、ドジを連発――おかげで鋭利は散々な目に遭い、怪我を倍増させられたのだから。

　舞那に鋭利をお願いした京輔としても、申しわけない気持ちでいっぱいだった。

　反省し、うつむく舞那と京輔を見、鋭利が「……ハァ」と溜ため息いきをこぼす。

「……ていうか、あたしのことはどうでもいいでしょ。今は京輔の話なんだし」

「いや、どうでもよくはねぇけど……まぁ、そうだな。話を戻そう」

　刺とげ々とげしくも優しい鋭利の気遣いに微笑ほほえみ、せき払いを一つ。

　気を取り直して、口を開いた。

「……つまり、さ。《十二人殺した殺人鬼》なんていうのは、冤えん罪ざいなんだ。本当のオレはただの一般人にすぎないんだよ。ちょっとケンカが強いだけの――」

「はいはい、ダウト。あんたの『ちょっと』は全然ちょっとじゃないから」

「そうです、そうです！　京輔くんはただの一般人なんかじゃありません……とっても強い一般人です！　《一般人を超越する者ピープル・イコール・シツト》ですよっ！」

　すぐさま否定してくる二人に「……いや」と首を振り、京輔は拳を握りしめる。

　頭の裏にこびりついて離れないのは、久瑠宮が寄こした例の卒業条件だ。

「強くなんかねぇよ……そりゃあ、人よりは強ぇかもしれないけどさ。これから三年、一人で生き抜いてくには足りねぇ。もう何回も死にかけてるしな。ただ……」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、鋭利と舞那の顔を見つめる。

　このプルガトリウム更生学院で出会えた、数少ない仲間。信用できる存在。

「二人が協力してくれるなら、なんとかなると思うんだ。もちろん、オレも力を貸す。いくらでも貸すよ。だから、頼む……オレに力を貸してくれ！」

　そう言って、京輔は二人に頭を下げた。

　これまでもなんだかんだで助けてもらってはいたが、改めてきちんと協力を仰ぐ。

　唇くちびるを結び、床を見つめる京輔の頭上で、鋭利が「……ハァ？」と呆あきれ返った。

「バカね、京輔……今さら何言ってんの？　そんなの、当たり前じゃない」

「そうですそうですっ！　足あし臭くさいです、京輔くん！　わたしの方こそ、みんなに助けてもらってばかりで……むしろ力にならせてください！　あまり役に立たないですけど」

　鋭利に続いて、舞那も快こころよく了解してくれる。

『足臭い』ではなく『水みず臭くさい』だが、そんなことはどうでもよかった。

　二人の温かさに感動し、指で目尻をぬぐう仕草をしながら、面をあげる。

「うう……ありがとう。いい奴だよ、お前らは――って、お？」

　瞬間、京輔の目に飛びこんできたのは、微妙に開いたドアの隙間から顔をのぞかせ、「じぃ～」とこちらを見つめる黒いガスマスクだった。

　京輔の視線を追って、鋭利と舞那がそちらを向こうとすると、ガスマスクはすぐさまドアの向こうに隠れてしまう。「「…………？」」と首を傾かしげる鋭利たち。

　苦笑し、京輔は大きな声で呼びかけた。

「おーい、煉子。何をコソコソしてんだ？　入ってこいよ」

　しかし、煉子は姿を見せない。

　あんなことがあったばかりで、さすがに気まずいのだろう。

　ややあって、ドアの向こうから、少し怯おびえた声が聞こえてくる。

「うう。だ、だってぇ……絶対怒られるもん。怒られた後、犯されるもん……」

「待てコラ。オレをなんだと思っていやがる？　犯さねぇから早く出てこいよ」

「だけど、怒りはするだろう？　そして嫌われるんだろう？　素顔を見られちゃったんだもん……嫌われないはずがないんだ……ぐすん」

　なんだか、床に『の』の字でも書いていそうな声だ。

　どうしたものか困っていると、鋭利が「……チッ」と舌打ちを漏らした。

　バストバンドを巻いて薄さを増した胸に手を添え、ドアの向こうをにらんでいる。

　今回、煉子に最もひどい手傷を負わされたのが、鋭利だった。

　打撲や内出血の他、折れた肋骨が肺に刺さったりなどして、全治一ヶ月らしい。

　ちなみに、最もボコられたはずの京輔は軽い打撲のみで、鋭利からは「……あんた、本当に人間？」などと言われたりもしたが――ともかく。

　そんな鋭利の、煉子に対する思いは、想像するに難かたくない。

　全身からは、これでもかというほど不機嫌オーラが立ちのぼっていた。

「うじうじうじうじ……うざいわよ、あんた。悪いと思ってるんなら、面と向かってきちんと謝りなさいよ。あんたのそういう態度にイライラしてるんだけど、あたしは」

　鋭利のキツい物言いに、ガスマスクが半分だけ顔を出す。

「……悪いと思ってないし、謝ろうとも思ってないよ。だって、アレが本当の私なんだもん。ここで私が『ごめん』なんて言ったら、私は自分の存在理由を自分で否定することになっちゃうんだもん……だけどそんなの、受け入れてもらえるはずないだろう？　嫌われちゃうよ。私は君たちに嫌われたくない……嫌われるのはわかってるけど、それを目まの当たりにしたくないんだ。だから――」

「だから、コソコソ隠れてるって？　さっきも言ったはずだけど。あたしは、あんたのそういう態度にムカついてんの。謝る気がないなら、ないでいいじゃない。堂々とそう言えばいいのよ。嫌われるのはわかってる？　……そんなの、勝手に決めつけないで」

　そっぽを向いて呟つぶやく鋭利に、煉子が「えっ」と戸惑った。

　すると、それまでうつむいていた舞那が、意を決して顔をあげ、

「かっ……京輔くんから、聞きました！　マスクを外した煉子ちゃんは、その……殺さずにはいられないって。それってなんだか、わたしのドジと似ている気がするんです。仕方がないっていうか、どうしようもないっていうか……煉子ちゃんはわたしのドジを知っても、受け入れてくれましたよね？　だからわたしも、こんなことで煉子ちゃんを嫌いになったりなんかしませんっ！」

　舞那の真っすぐな言葉に、煉子が「舞那……」とさらに顔を出す。

　それでも中々入ってこない煉子に、京輔は後頭部をガシガシかいた。

「つぅかさ、今はマスクしてんだし関係なくね？　マスクがなけりゃ、やっぱ近づきにくいけど……それは危険だからで、嫌いとはまた違うだろ。ライオンみてぇなもんじゃね？　嫌いじゃないけど、近づいたら襲われちまう……みたいな？　この前のことならもうそこまで怒ってねぇから、早く入ってこいよ。――ほら」

　手招きする京輔を見、煉子が半分ほど出した身体をもじもじさせる。

「ううう……で、でもぉ……」

「でもじゃねぇ。初めて舞那のドジを食らったとき、自分で言ってただろう？　舞那が『そういう存在』だとわかっていれば、いくらでも対処できるし対応できる……って。オレらは、お前が『ああいう存在』なんだってわかった。その上で、こう言ってんだ。オレも、鋭利も、舞那も……お前を嫌ってなんかいやしねぇ。昨日だって一日ずっと、オレらはお前が来るのを待ってたんだぜ、煉子？」

　瞬間、煉子の動きが止まった。

　無言で、京輔たち三人を順番に見つめる。

　鋭利が肩をすくめ、舞那が照れ笑いを浮かべ、京輔が苦笑。

　――そして。

「うわあああああああああぁん！　皆あああああああああああああああぁ！」

　煉子が勢いよくドアを開け、部屋に入ってきた。

「ありがとう……ありがとう、皆！　ううっ……ひっく……シュコー」

　鋭利、舞那、京輔の順に「むぎゅっ」と抱きつき、甘えてくる。

　鋭利は「痛ッ!?　バカ……痛いってば、痛い！」と、目尻に涙を浮かべて煉子を引きはがした後、「……し、死ねばいい」と胸を押さえていた。

　舞那は「ふえぇ……煉子ちゃん、な、泣かないで……うぇ……ひっく」ともらい泣きしつつ、負けじと煉子を抱きしめ返す。

　最後に京輔はというと、抱きついてきた煉子の背中をなでながら、「……つぅかオレ、一昨日コイツに殺されかけてるんだよなぁ」と、どこか他ひ人と事ごとのように思っていた。

　不思議と憤いきどおりは感じない。多少は感じているかもしれないが、それよりも呆れというかあきらめというか……。仕方のない奴だなぁ、という気分になってしまう。

　ここまで無邪気に喜ばれたら、怒りも萎なえるというものだ。

　加えて、こんなにもいい子（ガスマスクを取ったら超美人）が、自分に好意を寄せてくれているというのも、嫌いになれない理由の一つなのかもしれない。




「……京輔。待ってて。すぐに、私を好きにならせてあげるんだからね？」




　――ふいに。煉子が耳元で、甘くささやいた。

　唐突でストレートな宣言に、京輔の胸がドクンッと跳ねる。

　しかし、その後続けられた言葉によって、鼓こ動どうはピタリと停止した。




「そしたら、私は君を殺せるからさ？　フシュー。もちろん、今の私は『殺したい』だなんて思えないけど……それでも私は《殺害機関マーダー・メイド》だから。君をメロメロにして、殺してあげる。安心していいよ、京輔。君は誰にも殺させない。私が絶対に守る。他の誰にも殺させるもんか……君を殺すのは、私。――君の心いのちは私がもらう」




「……………………」

　紅潮していた顔が一気に青ざめ、胸のドキドキが別のドキドキに変わる。

　――つまり、えーっと……どういうことだ？

　煉子は京輔を守ってくれると言うが、それは自分が殺すためで。

　京輔が煉子に惚れた瞬間、煉子は京輔を殺す――即すなわち、

「好きになってもらうためなら、私は手段を選ばないよ、京輔？　フシュー」

　妖あやしげな笑いを漏らした後、煉子が胸をむにゅっと押しつけてきた。

　危険で危ない予感がする。手段を選ばないっていうのは、まさか……。

「あんなこともこんなこともそんなことも、どんなことも……京輔がしたいことはなんでもさせてあげる。なんなら、マスクを脱いでもいいよ？　私は君を殺せないからさ。服も脱いで、素顔どころか素肌もさらけ出した私を、好き放題にさせてあげちゃう！」

「なん……だと？」

「フシュー……」という悪魔のささやきに、京輔はゴクリと生つばを吞んだ。

　そんなことをされたら、いよいよ本気で惚ほれてしまいかねない。

　相手が『殺す』ために生み出された存在なのだとわかっていても、殺意がなければ、性格もよくスタイル抜群で、しかも素顔は超ド級の美少女なのである。

　思春期真っ盛りな京輔としては、嫌でも心惹かれてしまうわけで……。

「……はいはい、ストップ。調子に乗ってくっつきすぎよ。京輔から離れなさい」

　鋭利が無理やりヒジを割りこませ、京輔たち二人を引き離した。

　煉子が「……むむっ」と不満気にうなり、鋭利に突っかかっていく。

「なんだい、鋭利？　君も京輔狙いなのかい？　だったら、私たちは恋敵ライバルだねっ！」

「……ハァ？　別に。京輔なんかに興味とかないし。全然ないし。超ないし」

「へぇ、そうなんだ！　じゃあ、余計な邪魔はしないでくれるかな？　まぁ、勝負になったところで、結果は見えているけどね。スタイルに差がありすぎて。フシュー」

「ハァ!?　何それ、あたしにケンカ売ってんの!?　ていうか、あたしは別に、目の前でイチャイチャされるのが鬱うつ陶とうしくて目ざわりなだけで、それで――痛ッ!?」

「あわわわわ……ふ、二人とも！　落ち着いてください！　お、落ちちゅ……落ちついてくだちゃ……あうあう。京輔きゅんはたちかに、ちゅてきでちゅけどぉ……」

　激しい火花を散らす煉子と鋭利を交互に見、オロオロする舞那。

　最初、ポカンとその様子を眺めていた京輔だが、徐々に笑いがこみあげてくる。

　久瑠宮は言った。三年は長いぞ、と。

　プルガトリウム更生学院――殺人犯ばかりが集められる、異常な学まなび舎や。

　もし京輔が独りなら、三年どころか一年すら耐えきる自信はなかったかもしれない。

　周りが異常な奴らばかりだったら、身体の前に心が持たないだろう。

　けれど、今は……。




（コイツらと一緒に過ごす三年間なら、案外あっという間なのかもしれないな？）




　――なんて。

　思ったりもする、京輔だった。
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　深夜二時――明かりの消えた、暗い部屋。

　主あるじを失なくしたベッドの縁に腰かけながら、少女は夜空を仰あおいでいた。

　開けっ放しにされたカーテン、透明な窓ガラスから、青白い月光が降り注いでいる。

「…………お兄ちゃん」

　カサカサに乾いた唇くちびるから漏れ出す、弱々しい声。

　青ざめた頰ほおには涙の痕あとが幾いく筋すじも走り、肉はすっかり削そげてしまっていた。

　消炭色の空を映した少女の瞳ひとみは無感情で、無機質。

　まるで全ての感情が、涙と一緒に流れ出してしまったかのように。

「…………会いたいよ」

　困こん憊ぱいしきった声で呟つぶやく。すると再び少女の瞳に光が灯ともり、涙があふれた。

　最愛の家族を突如として奪われた悲しみは深く、未み来らい永えい劫ごう、干ひあがることはない。

「うううううううううううううううぅ……」

　うめき、少女はタオルケットに顔をうずめる。大きく息を吸いこんだ。

　そこにはまだ、微かすかに兄の匂いが残っているから――柔らかい生地に鼻を押しつけ、少女はむさぼるように匂いを嗅かいだ。嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで嗅いで、嗅いだ。

　愛いとしい兄の残り香で肺を満たしていくと、心もだんだん充みたされていく。

　けれど、足りない。全然足りない。足りるはずがない。

　――少女は、全てがほしかった。

　兄の匂いも、兄の温もりも、兄の言葉も、兄の笑顔も、兄の優しさも、全部。

　だから、足りない。全然ちっとも満足できない。自分のそばに兄がいないなど、本当なら一分一秒でも耐えられなかった。このタオルケットに染しみついた匂い、この部屋、この家に残る兄の痕跡が消えてしまった瞬間、耐えきれずに絶える。

　水がなければ生きられない魚のように、酸素がなければ生きられない人間のように、麻薬がなければ生きられない中毒者のように。少女の命は、ついえてしまうだろう。

　――だから。




「…………待ってるだけじゃ、ダメだよね？」




　よりどころであるタオルケットから顔を離して、少女は再び空を仰いだ。

　断ち切られたような半月が、少女――綾あや花かを冷たく見下ろしている。

　青白い光に照らし出された綾花の顔にはしかし、ほのかな微笑が生まれていた。

　夜空を見あげて陶とう然ぜんと、優しく語りかけるような声音で、ひとりごちる。




「ねぇ、お兄ちゃん……。お兄ちゃんもどこかで、おんなじ空を見あげているのかな？　それがどこだか、綾花にはわからないよ…………だけど、待ってて？　すぐに行くから。追いかけるから――どんな手段を尽くしてでも、絶対に」




　見開かれた綾花の瞳には、これまで彼女が浮かべたことない光が生まれている。

　暗黒色の双そう眸ぼうに宿る、炯けい々けいとした強い意志。

　綾花が胸に抱いだいた恐るべき決意を、兄である京輔は知らない。




　このときは、まだ…………。
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　あとがき　Master of Ceremonies




　数ある本の中から、今作を手に取っていただき、ありがとうございます。

　初めまして、水みず城しろ水みず城きと申します。第14回えんため大賞にて、優秀賞を受賞しましたこの作品が、私にとっては名刺代わりのデビュー作となります。

『クラスメイトは全員、殺人鬼』というイカレポンチな作品ではありますけれど、話のジャンルとしてはラブコメディです。なので、血ち腥なまぐささはひかえめ仕様となっており、女の子の甘い香りが漂っております。少なくとも、今は……まだ。ふふ。

　舞台設定がそもそもトチ狂っているので、普通の学園ラブコメではできないことを、これからドンドンやっていければと。林りん監かん学校とか、期末死し験けんとか、文ぶん化か災さいとか。

　……さて。ここから怒ど濤とうのお礼祭りとなります。担当の儀ぎ部ぶさま、イラストの生なま煮にえさま、デザインのムシカゴグラフィクスさま、広報の方々、選考委員の方々、友だち、家族、親戚一同、かつての相方、今作の出版に関わってくださった全ての皆さまへ。

　ありがとうございました。ページ数の都合上、一ひと括くくりになってしまいましたが、感謝の気持ちは後日、それぞれに直接お伝えできればと思います。そして、何より――。

　今この本を手に取ってくださっている、貴方。本当に、ありがとうございました！
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